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プロローグ　どこか遠くの捕り物劇らしい







　夜空を赤々と、回転灯の光が照らし出だしている。

　複数重なって聞こえるサイレンの音は、白と黒のツートンカラーの車に設置されたスピーカーからうるさくなるくらい周囲に鳴なり響ひびいており、今そこで一いつ般ぱん人じんを寄せ付けてはいけないような出来事が起こっているのだということをこれでもかと周囲に示していた。

　青い制服に身を包つつんだ男女が、乱雑に停められたそのツートンカラーの車の陰かげに身を隠かくすようにしつつ展開し、その手には小さな拳けん銃じゆうが握にぎり締しめられている。

　その中で、黒い髪かみをツインテールにまとめた女性が車の中からコードにつながれたマイクを引っ張り出してゆっくりと自分の口に近づけ、マイクのスイッチを押おして口を開いた。

　途と端たんに周囲にサイレンの音を圧あつ倒とうするような音量で、耳みみ障ざわりで甲かん高だかい音が響き渡わたる。

　聞く者全すべてに不快感を与あたえるその音に思わずマイクを取り落とし、耳を押さえたツインテールの女性は、すぐ近くにいた部下らしい男性の後頭部を平手で叩たたき付つけた。

　かなりの威い力りよくで叩いたらしく、叩かれた男性は勢い良く車のボディの側面に熱ねつ烈れつな口付けをする羽目になる。

「設定がおかしい！　ハウってるでしょ！　やりなおし！」

「ご自分でやられればよろしいですのに」

　怒ど鳴なりつけられた男性は、恨うらめしそうな視線をツインテールの女性に向けつつも、言われた通りに車の中の機材の調整を始める。

　その作業の間に、ツインテールの女性は自分達たちがツートンカラーの車で取り囲んでいる建物を見る。

　五階建てのコンクリートがむき出しになっているその建物は、周囲から何条ものサーチライトを浴びせかけられており、夜や陰いんの中白々と照らし出されていた。

　それは目標の建築物がそれであることを周囲に知らしめるだけでなく、建物の中から何かが夜陰に紛まぎれて逃とう亡ぼうするという行こう為いを妨さまたげるためである。

「設定終しゆう了りようしました」

　不満たらたらな男性の声を聞いて、ツインテールの女性は再びマイクを握り締めて口を寄せ、わずかに息を吸い込んでからサーチライトに照らし出された建物に向けて声を張り上げた。

「犯人に告ぐ！　無む駄だな抵てい抗こうを止めて大人しく投降しなさい！」

　これがなんらかの罪を犯おかした人を、追おい詰つめて投降を呼よび掛かけている場面なのだとすれば、もっと場に緊きん張ちよう感が漂ただよっていてもおかしくはなかった。

　しかし、今その場に漂っている雰ふん囲い気きは倦けん怠たい感かんと忌き避ひ感ばかりで、緊張感等など欠片かけらもない。

　包囲に参加している制服の男女の顔に見えるのは、ただただ早く終わらないかなと言う感情か、嫌いや々いや参加させられているという感情だけで、一人張り切っているのがマイクを握るツインテールの女性のみという状態。

　それに気がつかないのか、ツインテールの女性はさらにマイクに向けて声を上げる。

「これ以上罪を重ねる前に、大人しく投降しなさーい！」

　張り上げられた声に対する反応は無い。

　ツインテールの女性はしばらくじっと建物を睨にらみつけていたが、ゆっくりと車の中へ上半身を突っ込んで中を漁あさりだすと、よっこらしょとばかりに細長い金属の筒つつを取り出す。

　先せん端たんに菱ひし形がたの弾だん頭とうのついたそれを、軽々と肩かたに担かつぐと片目をつむって照準を合わせ、やる気の感じられない掛け声ごえと共に引き金を引く。

「ふぁいあー」

　わずかな反動を女性の肩に残し、白はく煙えんをひきつつ飛んでいった弾頭は狙ねらい通りなのか適当なのか、コンクリート製の建物の中腹部分に突つき刺ささると爆ばく音おんと炎ほのおを上げてコンクリートの破は片へんを撒まき散ちらす。

　頭上から降り注ぐ固い欠片に、包囲していた制服の男女は車の陰に隠れるようにしてそれをやりすごすが、ツインテールの女性だけは肩に担いでいた筒をその辺に放ほうり投なげつつ、仁に王おう立ちのままだ。

「えーと、再度犯人に告ぐ！　何か反応しろ！　私が馬ば鹿かみたいじゃないか！」

「みたいじゃねぇ！　馬鹿だろてめぇ！」

　ツインテールの女性の大声に、叫さけび声を返してきたのは建物の三階辺りにぽっかりと開けられた穴から顔を出した男だった。

　赤いぼさぼさの髪で、野生的な顔立ちの男であるが何故なぜだか鍛きたえ上あげられているらしい体が身にまとっているのは一昔前の脱だつ獄ごくコントなどで囚しゆう人じん役やくが着せられていた横よこ縞じまで長なが袖そでの囚しゆう人じん服ふくだ。

　ご丁てい寧ねいに両手首には手て枷かせが嵌はめられており、足には足枷と鉄球のおまけつきである。

「何考えてんだ！　何なんだこの設定は!?　ここ俺おれの領域だろうが!?　なんでこうなった!?」

「はっはっは。既すでに領域の管理権までこっちのものだからねー」

　高笑いするツインテールの女性ギリエルに赤い髪の男である獣じゆう人じん族の管理者は歯は噛がみする。

　話を少しだけ巻まき戻もどせば、人族に続いて龍りゆう人じん族の管理者権限まで奪うばったギリエルは、今度は領域の管理が他の管理者に比べるとやや甘あまい、獣人族の管理者が持つ領域への侵しん入にゆうを行ったのだ。

　二つの領域を解放し、幼女神様からの支し援えんも受けやすくなったギリエルにとって、力の使い方が大おお雑ざつ把ぱでやや適当な獣人族の管理者の領域を特定し、囲い込んだ上でそこへ侵入することはそれほど難しい作業では無くなっていたのである。

　侵入する為ための経路さえ確保してしまえば、領域の管理権限を奪うことはさらにたやすいことであり、それを根こそぎ奪い取とったギリエルは満を持して獣人族の管理者本人の捕ほ縛ばくへと駒こまを進めたのだ。

「だからってこれはねぇだろ!?」

「たまには遊び心が無いとねーってことで、お前は完全に包囲されている！　大人しく出てきなさい」

「誰だれが大人しく出て行くかっ！」

　わめきたてる獣人族の管理者であるが、ほとんど覆くつがえしようの無い優位に立っていることを理解しているギリエルの顔から余よ裕ゆうの笑えみは消えない。

「お前も本当はそんな凶きよう悪あくな奴やつじゃないだろう？　昔はもっとまともな奴だったはずだ」

「てめーに言われたかねーわっ！」

「故こ郷きようのお母さんも泣いているぞー！」

「故郷？　お母さん……？」

　訝いぶかしげに問い返した獣人族の管理者。

　にやりと笑ったギリエルは振ふり返かえって一度確かく認にんを取ってから、再度マイクに声を張り上げる。

「お前の説得のために、故郷のお母さんをここに呼んでいるぞ！」

「おいこら、誰を呼んだ、誰を？」

　少なくとも獣人族の管理者が知る限り、その身に故郷と呼べる代しろ物ものは存在せず、当たり前の話ではあるが母親に該がい当とうする存在もいない。

　一体ギリエルは何を言っているんだと、破は壊かいされた穴から外をうかがう獣人族の管理者の視線の先に、ギリエルが呼び寄せた人物が姿を現す。

　それはとても小こ柄がらな人物で、おそらくは女性だろうと思われた。

　頭とう髪はつは白しら髪が交じりの灰色で、顔には深くしわが刻み込まれている。

　背中は曲がり、服装は上着ともんぺといういかにもな組み合わせであるが、獣人族の管理者の視力はその人物が見たままの存在ではないことをすぐに見み抜ぬく。

　良く見れば、白髪交じりの灰色の頭髪はカツラであるし、顔に刻み込まれているしわも化け粧しよう品ひんか何かで丁寧にデコレートされた偽にせ物ものだ。

　そもそも首筋や手などはつやつやの肌はだをしているので、曲がっている背中もわざとだとすぐにわかる。

　その小柄な人物は、ギリエルに抱だきかかえられるようによろよろと車の傍かたわらまで歩み寄ると、ギリエルから手て渡わたされたマイクを両手で抱きかかえるようにして、一度息を吸いこんだ。

「ヨシオォオオオオオオオオオオオオ!!」

　絶ぜつ叫きようする声に、その場に居合わせた全員がコケた。

　それはもう包囲とか関係なく、ギリエルまで巻き込んで全員がひっくりかえった。

　本来、その隙すきを突いて逃にげ出してもいい獣人族の管理者まで、その場で膝ひざから崩くずれ落おちるように倒たおれて危なく穴から外へ転がり落ちかけたところを慌あわてて壁かべにしがみついてこらえている。

　立ち上がる気力も無く、全員がほぼ同時に思った。

　ヨシオって誰だよ、と。

　そんな全員の疑問等など分かるわけもなく、マイクを握り締めた小柄な人物はさらに絶叫を続ける。

「あたしだよぉおおおお！　かあちゃんだよぉおおおおおおおお！　ヨシオォオオオオ！　こんな恐おそろしいことはもうやめて、罪を償つぐなっておくれでないかぁあああああああ！」

「こ、この破は壊かい力りよくはちょっと予想外ですね。まさか味方までまとめてコケるとは……」

　ツートンカラーの車の扉とびらにしがみつくようにしてどうにか地面に膝をつくことだけは免まぬがれたギリエルが、冷ひや汗あせを垂らしながら呟つぶやくが、小柄な人物の絶叫は止まらない。

「かあちゃんおまえを、そんなこに育てた覚えはないよぉおおおおおおお！」

「育てられた覚えもねーっつうの……」

　座すわり込んでしまった獣人族の管理者が力なく呟くが、その声は届くことは無い。

　包囲に参加していた制服組は、手にしていた拳銃も取り落としてしまい、俯うつむいて肩を震ふるわせているがどうみてもそれは笑いを必死にこらえている姿だ。

「出てきておくれぇえええええ！　ヨシオォオオオオオオオオオ！」

「えぇっと……少し演技過か剰じような気がします。予あらかじめ知ってた私ですら、立ってるのがやっとなんですが」

「こういうのは勢いでやらないと、自分で何やってるんだろうって思ってしまったら恥はずかしくてできなくなるじゃないか……ってもうだめ、意識しちゃったし……」

　マイクを取り落とし、カツラを脱ぬぎ捨すてるとその下からはさらさらとした金きん髪ぱつが零こぼれ落ちる。

　ギリエルがそっと差し出した手ぬぐいで、ごしごしと無造作に顔を拭ふいて化け粧しようを落とせば、現れたのは冗じよう談だんとしか思えないほどに整った幼女の顔。

　その顔を羞しゆう恥ちに真っ赤に染めながら、乱暴に上着ともんぺを脱ぎ捨て、下着姿になった幼女が手を一ひと振ふりすると、その姿は瞬しゆん時じに純白のゴシックドレスへと早変りする。

　すっと背筋を伸のばし、顔は赤く染めたまま純白の手て袋ぶくろに包まれた腕うでで彼かの女じよは呆ぼう然ぜんと自分の方を見ている獣人族の管理者を指差し、叫んだ。

「かあちゃん情けなくて涙なみだがでてくらぁ！」

「まだ続けるのかよ!?」

　勢いで突っ込んだ獣人族の管理者。

　なんとか立ち上がろうとしていた制服組が止めを刺されたようにばたばたと倒れる中、コンクリートの床ゆかに両りよう膝ひざをついた状態で、獣人族の管理者が呆然と呟く。

「主様……」

　幼い外見ながらも威い厳げんを持って胸を反らすその幼女こそ、彼かれらが主様と頭こうべを垂れるべき幼女神様その人であったのだ。

　今その場に、その人が居る事が信じられないのか、獣人族の管理者はがっくりと両手を床につく。

「主様……なんでそんな真似まねを……」

「あ、あれ？　突っ込むとこ、そこ？」

「馬鹿ですか貴女あなた……今いま更さらドレス着て威い厳げん振ふりまいてみても全部台無しでしょうに」

　震える声で言いい募つのる獣人族の管理者の言葉に、制服組が頷うなずいている。

　予想していなかった周囲の反応に、幼女神様はもじもじと指などこすりつつ言い訳がましく答えた。

「いやだって、ギリエルがどうしてもこの設定でやりたいって言うもんだし。私もたまにはこういう遊びも必要かなーとか思ってみたりしたし？」

「面白おもしろいかなーと思って提案してみたのですが、これは今回限りにしましょうか。ちょっと精神的なダメージが予想の遥はるか上をいっちゃってましたし。下手すると下級の天使くらいなら今のやり取りで滅ほろびかねませんし」

　失敗したかなーという感じで頭をかいているギリエルを、責めるような目つきで睨む幼女神様。

「既に主様が介かい入にゆうできるようになっていたのか」

　やっとそちらに驚おどろく余裕ができたらしい獣人族の管理者であるが、幼女神様は首を左右に振ってそれを否定する。




「本体は無理。これは分身で、本体の何億分の一って感じだから」

「それでも……」

「そう、それでも」

　薄うすい刃は物ものの笑みを唇くちびるに浮うかべて幼女神様は頷く。

「お前達を滅ぼすくらいの力はあるよ」

　声に乗せた殺気は決して見た目から得られる情報から予測されるようなものではなかった。

「くっ……」

「でも、そんな力を振るおうとすると、あっさり世界から弾はじかれちゃうんだけど」

「領域二つ解放したくらいでは、やっぱりちょっと無理がありますね」

　肩をすくめる幼女神様に、残念ですねと溜ため息いきをつくギリエル。

　そんな二人を見ていた獣人族の管理者は、身を隠していた場所から飛び降りて地面に降り立つと、幼女神様の目の前で膝をついて頭を垂れる。

「降こう伏ふく致いたします主様……いかようにも裁きを」

　神しん妙みような口調になった獣人族の管理者を見下ろして、幼女神様は鼻で笑う。

「単純であるが故ゆえに、引ひき際ぎわは心得るか。まぁいい。罰ばつはあとで考えよう」

「犯人氏名ヨシオ。二十三時四十五分現逮。これより署に連行する。ワッパ持って来い！」

「え、その設定まだ続けるの……？」

　思わず聞いてしまった幼女神様を置いてけぼりにして、ギリエルが車の中から無線機を取り出してどこかに連れん絡らくしている。

　周囲でコケていた制服組が手て錠じようを持ち出したり、それを隠すためのタオルを持ってきたりする中で、跪ひざまずいたままの獣人族の管理者がどこか情けなく聞こえる声を上げた。

「あの、ヨシオって……」

「うん、まぁ諦あきらめて。それも罰の一いつ環かんってことで」

　たぶん自分が訂てい正せいしても、これからずっとこの管理者はギリエル達にヨシオと呼ばれ続けるんだろうな、などと考えつつ幼女神様は呆然としている獣人族の管理者の両の手首に固く冷たい音を立てて手錠が填はめられるのを見守るのであった。







第一章　進軍開始らしい







　龍人族の大陸を、龍人族の軍が進んでいる。

　龍人族が「戦車」と呼んでいる兵員輸送用の荷馬車のようなものに一ダース前後の兵士と物資や食料を載せ、これを亜あ龍りゆうに曳ひかせて周囲を騎き兵へいに追従させるといった形態で龍人族の軍隊は結構な速度で進軍を行う。

　その数およそ数百。

　追従する騎兵と戦車に乗り込んでいる兵士の割合は一対二くらいのものであったので、総兵力はおよそ一万といったところだ。

　総兵力一万の軍は龍人族賢けん人じん会が必死にかき集めたぎりぎりの兵力であり、現状において龍人族が動員できる最大の兵力であるらしい。

　本来はもっと多くの兵がいるのだが、どうしても敗戦に次ぐ敗戦からあちこちの拠きよ点てんに散ってしまった兵力を集めきることができなかったとは賢人会会頭の言葉であった。

　やや眉まゆ唾つば物ものだと蓮れん弥やは思っている。

　言い分としては、大陸のあちこちに点在しておりまだ敵軍に奪われていない拠点や都市の防衛の為に兵力を残しておく必要があり、全兵力を差し向けることができないというものだ。

　しかし、龍人族の大陸に存在するそれらの拠点はそれほど数があるわけでもなく、さらにこれから攻せめ込もうという場所は元々が龍人族最大の拠点、つまり首都であり龍人族の大陸へ侵しん攻こうしてきた魔ま王おう軍の本隊が駐ちゆう留りゆうしている場所でもあるのだ。

　そこを奪だつ還かんできなければ龍人族の大陸の解放はありえないし、そこさえ奪還できれば他に回っている魔王軍の分隊も、おそらくは瓦が解かいするだろう重要拠点である。

　そこを攻めるというのに、兵力を集中できないとは言い訳にすらなっていない。

　それが分かっていながら、兵力の出し惜おしみをしている理由は一つは賢人会が蓮弥の桁けた外はずれな戦せん闘とう能力に頼たよりきっているということ。

　下手をすれば蓮弥一人ひとりで攻め込んで奪還して来いくらいのことを考えている可能性まである。

　考えすぎかもしれなかったが、蓮弥はどうにも言い訳をしたり事情説明をしたりする賢人会メンバーの言葉の端はしからそんな気配を感じ取ってしまっていた。

　話によれば、龍人族の首都に駐留している魔王軍の数は、ざっと数万を下らないらしい。

　しかもオークやオーガといった中級程度の魔ま物ものを主力とした、かなり強力な陣じん立だてだ。

　通常の思考で物を考えたのならば、奪還など夢のまた夢という話である。

　いかに四人の勇者や、蓮弥に頼りきりな構成であるかが分かりすぎてしまうような状じよう況きようだ。

　あまりおかしな話をするならば、唸うなるほど持っている魔ま力りよくに物を言わせて敵味方両方の攻こう撃げきレンジの外から、複数起動のダウンバーストでもって何もかもを氷の世界に閉じ込めてやろうかと考えてしまった蓮弥ではあったのだが、はっきりとそんな意思表示をされたわけでもなく、また首都を壊かい滅めつさせてしまって一番困るのはそこを追い出された市民達たちであるという事実が、蓮弥を踏ふみとどまらせている。

　亜龍の体力はかなりなもので、馬車より速い速度で馬車よりも少ない休きゆう憩けい時間だけで走り続けることができ、その移動距きよ離りは馬車の倍をやや超える。

　ほとんど早馬並みの速度でひたすら移動できるのだが、これをやってしまうと追従している騎兵の方が音を上げてしまう。

　だからといって軍隊全てを輸送できるほどの戦車の数も亜龍の数も無く、まして戦闘ともなれば騎兵がいない歩兵だけの軍ではひたすら不利を強しいられることになりかねない。

　結果として亜龍と騎兵がお互たがい脱だつ落らくしない程度の速度で進むこととなり、やたらと時間を消費することになるのだが、それでも馬車で行くなら十日間はかかる距離を六日程度で踏とう破はしてしまうのはこの世界における進軍速度としてはトップクラスに速いと言える、とはローナの台詞せりふだった。

「魔王の軍がやたらと早く進軍してきた方法が知りたいところです」

　ローナの知識から考えると魔王軍の龍人族の大陸における進軍速度は異常であった。

　まるで軍隊そのものを転移させているような速度だとローナは言うが、そんな魔ま術じゆつは蓮弥がエメドラから受け取った竜りゆうの魔術知識をさらってみても見つけ出すことはできなかった。

　念のために、蓮弥は誰もいない時を見計らってエミルに魔ま族にはそんな技術があるのかどうかを尋たずねてみたのだが、答えは否としか返ってきていない。

「まぁ魔族の内情を漏もらすほど馬鹿じゃないんだろうが……」

　エミルにとて魔族としての立場があるのだろうと察する蓮弥であったが、問われたエミルはへらっと笑ってみせると首を振ってその言葉を否定した。

「いやいや、ぶっちゃけて全部ゲロっちゃうけどねぇ。始点と終点を固定して、きちんとパスを通す設備があればかなり大規模な転移は可能だよ？　あの樹林迷めい宮きゆうみたいにねぇ。迷宮をきちんと踏破して、入口と出口に陣じんを敷しいて、踏破したダンジョン自体をパスとすれば可能なんだねぇ」

　転送門も同じ理り屈くつだとエミルは言う。

　ただ、パスを通すのに設備を必要としないのはそれ専用の儀ぎ式しき魔ま術じゆつがあるからで、これは魔族には知られていない魔族以外の種族が秘ひ匿とくしている技術だとエミルは言う。

　しかもこちらは、到とう底てい軍を通すような規模のものは作れない。

「潰つぶしておいて正解だったか」

「そうだねぇ。ストラス＝ヴァサーゴ魔王陛下だっけ？　相当慌てたと思うよ。ただ、魔王陛下の軍隊の龍人族の大陸における初撃は樹林迷宮経由の転移による奇き襲しゆうだと思うんだけど、その後の占せん領りよう戦における進軍速度の説明がつかないんだねぇ。始点と終点の固定ができないし、そもそもパスを通す設備が無い」

　フラウが聞いた魔王の名前は、蓮弥から各勢力に情報として流していた。

　情報として秘匿してみても意味の無い話であったし、もしかすれば流した情報になんらかの食いつきがあるかもしれず、蓮弥としてはそれを期待していた部分もあったのだが、今のところどこからも反応は無い。

　エミルにも尋ねてみたのだが、返ってきた言葉は蓮弥の予想とはまるで違ちがうものだった。

「ストラス＝ヴァサーゴなら知らなくはないねぇ。魔族の有力貴族の子息だ。確か男」

　蓮弥からしてみれば性別は別にどちらでも構わなかったのだが、何故だかエミルは男という部分を妙みように強調して蓮弥に伝えてくる。

　もしかして相手が女性であった場合、自分は手心を加えるような人間だと思われているのだろうかと少しだけ蓮弥は憮ぶ然ぜんとするが、今はそれを気にしている場合ではないと頭を切きり替かえた。

「エミルが名前を知っているということは、相当な実力者か？」

「いんやぁ？　私の知る限りではストラスって魔族は実力者とは程ほど遠とおい、どっちかっていうと落ちこぼれだねぇ。私とヤれば、五分以内に頭の天てつ辺ぺんからつま先まで解かい剖ぼうできるくらいだねぇ」

　古い記き憶おくを思い出すかのように、宙を見つめながらエミルは続けた。

「私の考えの中じゃ候補にすら上がってない人だねぇ。私が知ってるのもただ、彼の家が有力貴族で、その家いえ柄がらに全くそぐわない無能者って評判があったからだし」

「魔王ってのはそんなのでもなれるのか？」

「いや、なれるわけないじゃないかねぇ」

　驚く蓮弥に呆あきれるエミル。

　魔族の内情なんて知らないのだから、呆れられても困るんだがとぶつぶつ文句を垂れる蓮弥に、教え諭さとすかのようにエミルが言う。

「勇者がそうであるように、魔王だって魔族の中の優すぐれたものから選ばれるんだよ」

「すまん、俺にはどうしてもそれが納なつ得とくできない。うちのクルツとエルフのグリューン、それに龍人族のアルベルトに関しては頷きもするが……獣人族、アレだぞ」

「いや……まぁうんその……獣人族としては優れているんじゃないかねぇ？　仮にそうじゃないとしても、全体から見れば確率二十五％のハズレなわけだし」

　この会話はたまたま近くを通りかかっていたレパードの獣人族特有の優れた聴ちよう覚かくによって余すことなく本人に伝えられており、後でカエデに慰なぐさめられているレパードの姿が見受けられたのだが、蓮弥もエミルも本人には聞かれていないとばかり思っていたし、原因については本人も語らずだったので分からずじまいということになった。

「とにかく、私の知る限りでは候補にすら挙がっていなかった無能が、魔王を名乗ったということは大問題なんだよ。だって他の候補者が黙だまって受け入れるわけがないじゃないかねぇ？　だからレンヤ、気をつけた方がいい。そいつはどうやってかは知らないが、魔族の有力者を黙らせて魔王を名乗る術すべを持っているってことなんだからね」

　エミルの表情には掛け値ねなしに心配の色が浮かんでいた。

　そのエミルは現在、蓮弥の斜ななめ後うしろ方向で馬上の人となっていたが、その表情は酷ひどく興味深いものを見るものになっている。

　その理由を考えて、蓮弥は苦々しい想おもいにかられた。

「意外だ。レンヤにもできないことがあるんだな」

　そう言ったのは馬の手た綱づなを握るシオンである。

　以前、馬車の操作に関してはシオンの手ほどきを受けてなんとか動かせるようにはなっていた蓮弥であったが、馬の背中に乗るという行為に関しては全く駄だ目めだったのだ。

　乗るだけならば、流石さすがの身のこなしと言える動作で乗れる蓮弥なのだが、そこから先がどうしようもない。

　手綱を握られた馬は直立不動のまま動こうとしなかったのである。

　押しても引いてもまるで彫ちよう像ぞうのように動かない馬に、蓮弥はあっさりと乗馬を諦めてエメドラかルビドラに乗ろうとしたのだが、これにエメドラがまったをかけた。

　竜りゆう達たちの調査では魔王軍本隊には邪じや竜りゆうの姿が無く、邪竜がいない以上は竜が手を出すことは認められないと言い出したのだ。

　ルビドラは蓮弥を乗せる気まんまんではあったのだが、エメドラに説得されてしぶしぶ諦め、二匹ひきの竜は今回は竜の巣に戻って留守番をするということになっている。

　これには賢人会からエメドラになんとかならないだろうかという懇こん願がんが行ったらしいのだが、エメドラはこれを頑がんとして受け入れなかったらしい。

　彼らにも引けない一線というものがあるのだろう。しかし今はそんなことを言っている場合でもないんだがと蓮弥は思うのだが、絶対に行かないと言い張る者を戦場に連れて行っても使い物にならないのも確かであるので、放置している。

　どうせもともと、相手の戦力に対して用意されたこちらの戦力は少なすぎるのであるから、いまさら竜が抜ぬけたところで大勢に影えい響きようないだろうと言う蓮弥なのだが、この考えに関しては賛同者は一人もいなかった。

　それはともかく、仕方が無いので自分だけ走って行こうかと考え出した蓮弥をシオンが自分が乗る馬の後ろに乗ってはどうかと提案したのだ。

　これを言い出したときにクロワールがしまったというような表情をしていたのが蓮弥はやや気になっていたのだが、走っても行軍には遅おくれずについていけそうな気はするものの、馬やら亜龍やらがどたばたとするだろう間を走らずに済むのであればシオンの後ろに乗せてもらうのも悪くはないだろうとこの提案を受けることにした。

「レンヤ、しっかりと私の腰こしに腕を回して落ちないようにするんだぞ」

「別にそんなことをしなくても、落ちたりはしないんだが……？」

　蓮弥からしてみれば、乗った馬が何故だか動いてくれないだけの話であって、乗ること自体は何の問題も無い。

　支えが無くても馬上でバランスを取ることくらいなんでもないことだったのだが、シオンが意図しているのは蓮弥が思うところとは少し違ったらしかった。

「なんならちょっとくらい上の方に腕を上げてもいいんだぞ？」

「お前は俺に何を期待しているんだ？」

「どうしてもと言うなら、こうがばっと上の方を掴つかんでもだな……ちょうど良く掴む所もあることだし」

「水ぶっかけるぞ、この発情猫ねこ」

　顔を赤らめつつ、妙なことを口走り始めたシオンに、提案を受けたことは早まったのではないだろうかと考え直したくなる蓮弥だったのだが、こっちこいこっちこいと言いたげなクロワールに頼たのんでも似たような状況になる気がして、ここは我が慢まんのしどころだろうと諦める。

「クロワールだと掴む所無さそうだしねぇ。あのすとーんぺたーんだと」

「エミル……一度お前クロワールに殺されてこい」

　にやにやと笑うエミルの脳天に拳げん骨こつ等など落としつつ、蓮弥はシオンの後ろに乗せてもらってようやく馬上の人となったのだ。

　ここからはこのことを軽く考えていた蓮弥の誤算になるのだが、龍人族にとって馬に乗れないというのは非常に珍めずらしいことであるらしく、さらに女性の後ろに乗せてもらうという行為はあまり褒ほめられた行為ではなかったらしい。

　こいつ馬にも乗れないの、といった感じの小こ馬ば鹿かにしたような視線を周囲からたっぷりと浴びた蓮弥の頭の中では、龍人族への好感度が急降下中である。

　この蓮弥の不ふ機き嫌げんさは軍全体になんとなくといった雰囲気で伝わっており、事情を知らぬ者は一体この悪お寒かんはなんなのだろうと不ふ審しんがり、事情を知る者でも蓮弥と付き合いの長い者達は笑い話として受け止めていたのだが、付き合いの浅いアルベルト等はいつ蓮弥が暴発するのか気が気でなく、顔色を青ざめさせながらおどおどとその後ろをついて走ることとなっていた。

　かくして龍人族の軍は、内部に不ふ穏おんな空気を抱かかえたまま、龍人族の首都へむけて一路進軍していくのであった。







　龍人族の首都が近づいてくるごとに、だんだんと周囲の光景が変わっていく。

　それは豪ごう胆たんなレパードや冷静なグリューンすら表情を曇くもらせるような光景だった。

　龍人族の兵士達などは一様に顔を青ざめさせ、酷い者になると自分達を運んでいる亜龍が曳く戦車から飛び降りてその場で激しく嘔おう吐とを繰くり返す程だ。

　首都が襲おそわれた後に、おそらくは周辺を調査か何かをした魔王軍の仕し業わざなのだろうが、焼き尽つくされた小さな集落等はまだマシな部類に入る痕こん跡せきだった。

　何か強い力でこねくり回されたような死体。

　大地に突き刺された杭くいに逆さまに貼はり付けられ、全身の皮を剥はがれた人型の何か。

　自らが殺害されるときの絶望を貼り付けたままの首だけが、地面に延々と並ばされている道。

　腹を割さかれた女性のその裂さけ目めにこれでもかというくらいに詰め込まれた子供達。

　そんなものがぽつぽつとではあるがあちこちに点在しているのだ。

「趣しゆ味みが悪いねぇ」

　魔族であるということは知られていないものの、半はん端ぱなことでは動じることすらないエミルですらそう零してしまう程に悲ひ惨さんな情景に、ただ一人蓮弥だけは不思議そうな表情のまま、さして気分を悪くした様子も無く、吐はき気けをこらえてえずきはじめたシオンの背中をさすってやりながらそんな光景をまるで観察するかのように目を向けている。

「レンヤは……平気なのか？」

　優やさしくゆっくりと背中をさする温かな感かん触しよくに、わずかにではあるが救われた気分になりつつ尋ねるシオン。

　答える蓮弥の声には感情の揺ゆらぎがない。

「まぁ、程度の差はあれ死体だしな、ただの」

　平へい坦たんな声に強がっているのだろうかと思ったシオンであるが、振り返った先にある蓮弥の顔にそんな気配は微み塵じんも感じ取れない。

「豪胆だな、流石と言うところか」

「悪意は感じるから気分は悪いけどな。しかし、ちょっと不思議に思ってることがある」

　龍人族の軍が現在進軍しているのは、もうすぐ首都に着こうかという平原の真まっ只ただ中なかだ。

　視界を遮さえぎるものがない分、その平原のあちらこちらに悪あく趣しゆ味みなオブジェが点在しているのが嫌いやでも目に入ってくる。

「不思議に思っていること？　なんだそれは？」

「これだけ広こう範はん囲いに撒き散らす程の死体の数だ。相当な数の人が既に殺されているんだろう。下手をすると首都に生き残っている住民、いないんじゃないか？」

　言われてみれば確かに、とシオンは思う。

　平原のあちこちにこれだけのものを撒き散らしたということは、それを行うために必要となる人の数は百や千では足りないと思われた。

　シオンは龍人族の首都の人口を知っているわけではなかったが、万単位で殺さつ戮りくが行われていたのであれば、確かに首都にはもう生存者がいない可能性がある。

「それに、ゴブリンやらオーク、オーガといった魔物は人を食うんじゃないか？」

「それは……確かにその通りだ」

　特にオーガは別名を「人喰鬼」と呼ばれるくらいで、積極的に人型の生き物を食べようとする。

　この食欲の前には種族の違いなど野菜の名前くらいの意味合いしか持たない。

「だったら、何故こんなオブジェを造った？　これらはそいつらからしてみればエサなんじゃないのか？」

　人の遺体をさらりとエサだと言い切ってしまう蓮弥の頭の中身はこの場合脇わきにどけておくとしても、蓮弥が指し摘てきした部分はシオンも気にしているところではあった。

　少なくとも、食べられる物は仲間の死体でも口にしてしまう程の悪あく食じきであるゴブリンが人の死体をこんな悪趣味な形に加工したという話をシオンは聞いたことがない。

　さらに加工されたものの中に女性のものが多数含ふくまれているのも気になるところであった。

　ゴブリンやオークといった魔物は、通常女性を捕ほ獲かくした場合は殺したり食べたりせずに仲間を増やすことに使う。

　これは捕獲された女性が人族であろうが獣人族であろうが龍人族であろうが全く関係ない。

　ただ、何故かエルフ族だけは繁はん殖しよく目的に残されることは無く、大たい概がい飽あきるまで遊んだら食べてしまうのだが、これは例外と言えた。

「ついでに、奴らの知能がいくら低くても物見くらいは出だしているだろう？　こちらの兵力があちらの数分の一しかないことはなんとなくでもバレてるはずだよな？」

　返す返すもむかつく話だと蓮弥は思う。

　その思いは雰ふん囲い気きと表情にモロに表れていたようで、少し離はなれた所でそれに気がついたアルベルトがまたあたふたしはじめる。

「多分」

「だったら……」

　蓮弥の視線が龍人族の軍勢が進む先へと注がれる。

　そこには高い防ぼう壁へきを備えた都市の姿が既に見え始めていた。

「なんであの都市の周辺に、敵軍の姿が見えないんだ？」

　蓮弥の言う通り、姿を見せ始めた龍人族の首都は周囲の惨さん状じようとは対照的に静かにそこにあった。

　周囲に魔物の姿は無く、空にも何かが飛んでいる気配も無い。

　ただ、都市の内部からは煙けむりなどが立ち上る様子も無く、生き物の気配も音も何も中からは発せられていない。

　まるで誰も居ない廃はい墟きよのような佇まいを見せるその都市を目の前にして、兵士達たちの間にも動どう揺ようが広がりつつある。

「話じゃ数万からの軍勢が駐留してるんじゃなかったのか？」

「そのはずだが……撤てつ退たいした、とか？」

　思いついた可能性をそのまま口にしてみたシオンであるが、自分で自分の言葉をすぐに否定する。

　なにせ魔王軍側には撤退する理由が無い。

　確かに蓮弥のせいで一つの戦場では大敗を喫きつし、かなりの兵力を失っている魔王軍ではあったが、それはあくまでも多数ある戦場の一つの話であり、大勢に影響があるわけでもない。

　実情を言えば魔王軍は未いまだに龍りゆう人じん族の大陸のかなりの部分を占領したままであり、残存する兵力も龍人族のそれを大きく上回っているはずなのだ。

「勇者が四人集結した情報を受けて軍を引いたとか？」

「勇者ってそんなすごいのか？」

　勇者ってアレだぞ、と蓮弥は視線だけで横一列に並んで進んでいるレパード達を指し示す。

　なんとなくでもシオンと蓮弥の会話が聞こえていたのか、蓮弥の視線が自分達の方向に向いたのに気がついたレパードが、露ろ骨こつに嫌そうな表情を浮かべ、グリューンは苦く笑しようし、クルツは無む邪じや気きに笑いかけてきた。

　アルベルトだけが一体何が起きているのか分からず、おろおろと勇者達と蓮弥の間で視線を右往左往させている。

「そういえばあのクルツについてた巫女みこ二人、どこいった……？」

　カエデの姿はレパードの隣となりに確認していたものの、幼い二人の巫女の姿が無いことに蓮弥は気がつく。

　流石さすがにあの巫女二人はまだ幼いので、戦場に連れてくる気など全くなかった蓮弥なのだが、なんとなくなし崩し的にクルツにくっついてきてしまっていたのは蓮弥も知っていた。

「戦場が近いからって、クルツがあのモヤの中にひょいっと収納してた気がする」

「大だい丈じよう夫ぶなのかそれ。いや大丈夫じゃなきゃやらないんだろうけど、大丈夫なのか？」

　蓮弥はクルツが操あやつるあの黒いモヤの正体をはっきりとは知らない。

　なんとなくは察しているのだが、その考えが間ま違ちがいなければどう考えてもあまり性質の良いものではないはずで、そんなものに包まれて収納されている巫女達は大丈夫なのだろうかと心配してしまう。

　蓮弥の心配がクルツに伝わったのか、クルツが馬上で腕を振ふる。

　蓮弥から言わせれば自分よりもクルツの方がずっと馬に好かれそうにないはずだったのだが、クルツは危なげなく一人で馬を乗りこなしていた。

　黒いモヤをつかって大量に取り込んだ者達の知識や技術を吸収してしまうクルツは馬術においてもかなりの熟練具合を見せ付けていたのだ。

　あんな小さい子にできて、自分にできないという事実に多少へこんでしまう蓮弥だったのだが、シオンはしっかりと、クルツが乗っている馬の目がどこか虚うつろというか光が無いというか、そんな感じであるのを見取っている。

　きっと良くない何かを施ほどこされたのだろうとは思うのだが、それを口にして蓮弥がなんらかの方法で馬に乗れてしまうと、二人乗りを楽しむことができなくなってしまうので沈ちん黙もくを保っていた。

　クルツが腕を振るうと、その軌き跡せき通りに何も無い空間に真っ黒な線が描えがかれる。

　そこから染しみ出すように湧わいてきた黒いモヤの中に、すやすやと寝ね息いきを立てて眠ねむっている二人の獣じゆう人じん族の巫女の姿を見て、蓮弥は眉まゆ根ねを寄せた。

「あれ、一体どういう理屈でああなってんだろうな？」

「ごめんレンヤ、私にはさっぱり分からないよ……」

「クルツってあのモヤで敵兵食べたりしてるよな？」

「もしかしてレンヤ、戦闘中に取り込んだ敵兵と混じっちゃったりすることを心配してるのか？　クルツもその辺は心得てると思うんだが……」

　そう言ってみたシオンではあるが、クルツがその辺りの配はい慮りよをすっぱり忘れている可能性は否定しきれない。

　あの巫女二人が心に傷を負うような事態にならないことをただ祈いのるばかりであった。

　戦闘が終わってみたら、瞳ひとみから光を失ったあの二人の巫女が血まみれの姿でモヤの中から現れるような事態になったら、色々と手の施しようが無い。

「そっちは心配しても仕方ないか……とにかく、勇者が四人集まったからといっていきなり魔王軍が軍を引くなんてことはないだろう？　仮にも魔王だぞ、魔王」

　全員揃そろった勇者を見ての蓮弥の感想は、この四人で倒たおせるくらいなのであれば実は魔王とはそれほど警けい戒かいをするような存在ではないのではないか、というものだった。
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　クルツに関しては途と中ちゆうにフラウ等などの手が入っているので別格として、前に戦ったユウキをクルツ以外の勇者三人に付け加えてみても、それほどすさまじい脅きよう威いになるとは思えなかったのだ。

　しかし現在、蓮弥はその考えを改めている。

　なにせ魔王は、本体ではなくその分身体でもってクリンゲを襲しゆう撃げきしただけではなく、あのフラウとほとんど引き分けてみせたのだ。

　それもただ引き分けたわけではない。

　フラウの拠点であり、力の源ともなっているクリンゲの街のすぐ近くというフラウにとっては非常に有利な条件の下、加えて魔王側は本体と分身体が非常に遠く離れているという非常に不利な条件で戦って、魔力や力で押おし負けた上に蓮弥の魔力を使って分身を自じ爆ばくさせるという方法でなんとか持ち込んだほぼ引き分けという結果だ。

「サシでやったら勇者相手でもかなり押していけるあのフラウがどうにかこうにか引き分けた相手だぞ？　それが勇者四人が集まったという情報だけで軍を引くわけがない」

「あぁ……聞けば聞くほどむちゃくちゃな街だな、クリンゲって……」

　国家の力を総動員しても魔王という存在を討うち果はたすには足りない、というのはこの世界における常識であった。

　それを分身体とはいえ、ひとつの都市が単体で撃げき退たいしたというのは常識外れという単語ひとつで言い表すにはあまりに行き過ぎている。

　あきれ果てたと言わんばかりの表情で力なくそうもらすシオンだが、蓮弥は構わずに続ける。

「そんな魔王が送り出した軍だというのに……こちらの数が少ないと分かれば喜び勇んで殲せん滅めつに出てきても良さそうなものなのに。都市に生き物の気配すらしないというのは一体どういうことなんだ」

「いや、そんなこと言われても分からないよ。分からないが」

　なんと答えたものか考えながら、シオンはどうにかこうにか答えを捻ひねり出す。

「そこまで気になるのであれば、他のメンバーの意見も聞いてみてはどうだろう？」

「ふむ？」

「私ではあまり助けになるような答えは出せないが、ローナやエミルなら、もしかすると何らかの推測くらいは立てているかもしれないし」

「なるほど、それもそうだ。よし、一いつ旦たん全員集合！」

　声を上げた蓮弥の周囲に勇者四人とローナ、クロワール、カエデ、エミルがなんだなんだと近寄ってくる。

　こいつら敵前でいまさら何を始めるつもりだと龍人族の兵士達たちが見守る中、集中する視線をものともせずに蓮弥達は馬に乗ったまま円えん陣じんを組むと、その場で会議を始めてしまったのであった。







「確かにあの都市から、生き物の気配はしないねぇ。万単位で何かいるなら、絶対に気配がしないとおかしいんだけどねぇ」

　エミルが蓮弥の懸け念ねんを聞いて口を開くと、レパードがうんうんと頷うなずきながらその言葉に同意する。

「あー、確かに俺おれもそんな気がしてた。おかしいなとは思ってたんだけどよ。誰だれも何も言わねぇから気にしなくてもいいのかなって」

「少しは気にしなさい。だから魂たましいまで筋肉が詰つまってると言われるのですよ」

　誰もそこまでは言ってないと思う言葉をしれっと吐き出したカエデに、レパードがすさまじく傷ついた顔を向けるが、カエデからのフォローはなかった。

　こいつらこれで本当に良い仲なんだろうかと蓮弥は思ってしまうのだが、これはこれで上手うまく行っているというのだから男女の機き微びは分かりづらい。

「撤退は考えにくいですね。少なくともその決断に至るほど魔王軍が不利である要素が見当たりません」

　ローナが冷静な意見を述べると、クルツが元気良く手を挙げて発言した。

「伯はく爵しやくさまー、食べ物の気配は確かにしないですー」

「あのクルツさん？　食べ物って一体？　いえ、まぁそのなんとなく察しは付くのですが……」

　そこは突っ込んでみても良い場所なのだろうかとおそるおそる突っ込んでみるクロワール。

　そんな妹の様子に苦笑を浮うかべつつ、グリューンは平静に意見を述べる。

「私は伯はく爵しやく殿どのの判断に従うつもりだが」

「とにかく進軍して、一度当ててみる以外手は無いのではないでしょうか？」

　意見を言っていいのか悪いのか、判断が付かないまでもここで何か言っておかなくては進軍している仲間達の身の安全に関かかわるとでも思ったのか、アルベルトが意見を述べた。

　その意見はおそらくは、ある程度一いつ般ぱん的てきな模も範はん解答としてどこの軍でも受け入れられるようなものではあったが、蓮弥は首を振る。

「もっと安全で確実な策が一応ある以上は、とりあえず当ててみるというのは賛成できない」

「参考の為ために、その確実な策というのをお聞きしてもよろしいでしょうか？」

　とても嫌な予感でもするのか顔色を悪くし、頬ほおの辺りを引ひき攣つらせながら尋ねたアルベルトに、蓮弥は自信たっぷりに答えを返した。

「ここから街ごと吹ふっ飛とばす」

「住民の生活と平へい穏おんは……？」

「あの中に生存者がいるなら、取れない方法だけどな」

　ちらりと都市の方へ視線を走らせてから蓮弥は言う。

「中に生存者がいない、もしくは魔王軍しかいないのであれば、都市を丸ごと吹き飛ばすのが最も簡単で、かつ犠ぎ牲せいの少ない方法だ。街は作り直せばいいのだしな」




「そんな……あそこから逃にげてきた者も少なくないのです。住民にとっては愛着ある故こ郷きよう。それを破は壊かいするなどと……」

　縋すがる様に言うアルベルトの態度はあまり勇者らしくない。

　傍はたから見ている龍人族の兵士の中には露骨に顔をしかめる者もあったが、アルベルト自身はそんなものに構っている余よ裕ゆうは無かった。

　なにせ蓮弥が口にした街ごと吹き飛ばしてしまえばいいという言葉は比ひ喩ゆ表現でも冗じよう談だんでもなんでもなく、承しよう認にんされてしまえば即そく座ざにしかもあっさりと実行に移されてしまうものだからだ。

「言い方は悪いかもしれないが、どうせ奪還しても作り直すことになると思うぞ？　魔物に占領されていた街をそのまま使いたいと思う住民は多くは無いだろうし、何を仕し掛かけられているかわかったものじゃない。最悪街の住民の魔力とか生命力を吸い上げて、魔王に供給するような機構が組み込まれていても不思議じゃないし、俺ならそうするが」

　どうせ明あけ渡わたしてしまう設備なら、何らかの罠わなを仕掛けておくというのは誰でも思いつくことだろうと蓮弥は言う。

　バレなければ大おお儲もうけであるし、バレたところで損失は罠を張るのに使った労力と材料費くらいなものだ。

　都市ひとつを丸ごと使った罠を隠かくすために小さな見つかりやすい罠を幾いくつか仕掛けておけば完かん璧ぺきだろうと思う蓮弥であったのだが、一例を挙げた時にわずかにエミルの表情が固まったのに気がついて言葉を途中で切ってエミルを見る。

「どうしたエミル？」

「いや、レンヤったら安定してえぐいこと考えるなぁって思っただけだねぇ。魔王より魔王らしいんじゃないかねぇ？」

　意地の悪そうな笑えみを浮かべたエミルに不機嫌そうに鼻を鳴らし、ほんの少しだけ険しい視線を向けた蓮弥はすぐにアルベルトに視線を戻もどして諭すように言う。

「感情で選せん択たく肢しを狭せばめるのは賢けん明めいとは言えない。残せるなら残すに越したことは無いが、現状あの都市の中に住民の生き残りがいるようには思えない」

「そんなはずはない！」

　アルベルトが口を開くより先に、怒ど鳴なりつけるような声がした。

　声のした方向を全員が向けば、そこには目を怒いからせて蓮弥を睨にらみつける騎き兵へいが近寄ってくるところだった。

　身に着けている装備を値ね踏ぶみした蓮弥は、そこそこ値打ち物だろうと判断し、そんなものを装備しているのだから、声の主はそれなりの地位の者だろうとあたりをつける。

「誰だ？」

「今回の討とう伐ばつ軍の司令官に任じられたライナス＝グレイブナー殿どのです」

　誰すい何かする蓮弥に小さな声でアルベルトが教える。

　蓮弥からしてみると馬がかわいそうな気分になるほど上から下までがちがちの板金鎧よろいに身を包つつんでいるのであまり詳くわしい体つきや人相は分からないが、兜かぶとの中から蓮弥を睨みつける視線は険しく鋭するどい。

「あの都市には多数の市民がいたのだ。このような短期間で殺しつくされるようなことがあるわけがない！」

「大きな声出すなよ。士気に障さわるぞ？」

　噛かみ付つきそうな勢いで迫せまってくる騎兵に、蓮弥は面めん倒どうなのが来たとばかりに気の無い声で答えてからふと気がついたようにアルベルトに問いかける。

「今、グレイブナーって言った？」

「お察しの通り、龍人族賢けん人じん会会頭のご子息です」

「あれの息子むすこか……」

　そりゃ面倒だわ、と蓮弥はあのあまり賢かしこくない賢人会会頭の老人の顔を思い出しながら溜ため息いきを一つ漏らす。

　その溜息をどのように受け取ったのかは蓮弥には分からなかったが、すぐ近くまで近づいてきたライナスは、蓮弥一人ひとりを睨みつけたままさらに大声を上げた。

「適当な推測で物を言うのは止めにしてもらおうか！」

「マイナス十点」

「何!?」

「いや、こちらの話」

　説明する気の全く無い蓮弥である。

　蓮弥を背後に乗せているので、自然とライナスの大声に晒さらされてしまう立ち位置にいるシオンは右手で手綱を握にぎり、左手の指で耳に栓せんをしながら少しでもライナスの大声が軽減されないものだろうかと試ためしつつ、蓮弥へ疑問をぶつけてみた。

「何故なぜいきなりマイナス評価だ？」

「あの都市に人の気配がしないって言ったのは、獣人族のレパードだぞ？　その感覚の鋭さは人族じゃ及およびもつかない」

「森の中ならともかくとして、このような場所ではエルフも一歩譲ゆずるところですね」

「龍人族はどちらかというと力や魔ま力りよくに関しては他の追つい随ずいを許さないと思うが、そういった感覚の話になると、やはり獣人族の勇者殿の方が優れていると思います」

　クロワールとアルベルトが続けざまに獣人族の感覚の鋭さを保証すれば、どことなく誇ほこらしげにレパードが胸を張った。

　この場で言い出すことはできなかったが、蓮弥の判断の裏づけにはレパードの意見の他に、エミルが口にした意見も大きく影響を及ぼしている。

　獣人族の感覚は、他の種族よりも優れていることは間違いないのだが、エミルの正体は魔ま族であり、その感覚の鋭さは他の四つの種族全すべてを凌りよう駕がするはずだからだ。

　なんだか鼻まで高くなったようなレパードのドヤ顔に、どこかで一発へし折っておかないといけないかもしれないな、等と考えながら蓮弥はライナスに言う。

　レパードが聞いたらそれだけで、生野菜に塩をぶちまけたかのようにしおしおとしなびてしまうこと間違いなしの蓮弥の考えであるが、別段それはいじめたいわけでもドヤ顔がむかつくわけでもなく、慢まん心しんするとロクなことにならないからという蓮弥なりの親切心の表れであった。

「聞いての通りだ。これだけ信しん憑ぴよう性せいのある情報を無視して、希望的観測を述べるお前さんの方が問題があるんじゃないか？」

　別段蓮弥としては龍人族の軍隊の動きにまで口を挟はさむつもりは毛頭ない。

　信じられない話なのであれば、自分達を無視して適当に動いてくれれば良かったのだが、ライナスはどうにも蓮弥をすぐに解放してくれる気は無いらしく、さらに噛み付いてくる。

「確たる情報ではないはずだ！」

「自分の目で見ないと信じないタイプか。場合によっては厄やつ介かいな奴やつ」

「あ、マイナス評価じゃないんだなそれは」

「指揮官としては可もなく不可もなく。良いとも悪いとも言えない」

「ひたすら面倒そうな人物ではある、と？」

「それは本人を目の前にしては言えないなぁ」

　言ってるも同然なのだが、とぼける蓮弥にライナスの肩かたが震ふるえだす。

　気の毒に、とシオンは思う。

　こと茶ちや化かすということにおいて、蓮弥とやりあっても勝ち目は無いと思うからだ。

　普ふ通つうならば、賢人会やライナスのような立場の人間は茶化されることはほぼ無いだろうし、あってもその権力やら何やらでまともに相手をせずに握り潰つぶすことが可能だったのだろう。

　しかし、蓮弥が相手の場合は純じゆん粋すいに言葉で勝ちを取りに行かなくては、他の方法を取った途と端たんに物理的に潰されてしまう。

「とりあえずそっちはそっちで決めてくれるか？　こっちはこっちの方針があるんだ。別に俺の意見に従えなんて言わないから、好きにするといいぞ？」

「我わが軍に従軍していて、そんな理り屈くつが通ると思っているのか」

　低く押し殺ころしたような声でライナスに言われて、蓮弥はきょとんとした表情を浮かべ、続いてアルベルトの方を向く。

　アルベルトはできれば視線をそらして知らぬ顔をしたかったようだったが、そうもいかないことは十分承知しているのか蓮弥の視線を正面から受け止めて、ぼそぼそと言葉を発する。

「一応……伯爵殿の立場は手続き上、勇者四人を擁ようした龍人族の軍に従軍する形になっています」

「なにそれ？　聞いてないぞ？　俺帰ってもいいか？」

「伯爵殿、そこはなんとか……」

　聞かされていない事実に一気に機き嫌げんが悪くなる蓮弥をなんとかとりなそうとするアルベルト。

　ライナスは不機嫌そうに鼻を鳴らして馬の踵きびすを返す。

「この軍の司令官は私だ。勝手な言動は控ひかえてもらおうか！」

「よし、お前は俺の敵だな？　魔ま王おう軍と一いつ緒しよに吹き飛ばしてやるからあの都市の近くで待機してろ」

「結局は力頼だのみか、野や蛮ばんな人族め！」

　ぎちっと軋きしむ音が蓮弥の右手から聞こえた。

　そっとその音がした方向を見たシオンは、蓮弥の右手からゆらゆらと陽かげ炎ろうのように立ち上る何かを見て、これは絶対に危ないものだと察知する。

「レンヤ、ここは一旦引こう。確かにレンヤならあの都市ごとこっちの軍もきれいさっぱり消し去れるんだろうけれども、それをやってしまうと本当に魔王の呼こ称しようが定着してしまうぞ」

「そうですレンヤ。この軍の司令官が彼かれだというのであれば、お手並み拝見させてもらえばよろしいじゃないですか」

　多少慌あわてて蓮弥を制止するシオンにかぶせるように、余裕たっぷりな感じでクロワールが微笑ほほえみを浮かべつつ、蓮弥の近くまで馬を進めてくる。

「きっと類たぐいまれなる用兵で、あの魔王軍に奪うばわれた都市を奪だつ還かんしてくれるに違ちがいありません」

「……エルフの割に毒のある女だな」

「親愛には蜜みつを、嫌けん悪おには毒を以もつて当たるのが私の流りゆう儀ぎでして」

　睨みつけて吐き捨すてるように言うライナスの言葉など、どこ吹く風かぜと受け流してクロワールは笑う。

「勇者を四人も擁した龍人族の軍、さぞや目を見張る活かつ躍やくをしてくださるのでしょうね」

「くっ……」

「でもまぁしかし」

　口元を手で隠し、瞳に剣けん呑のんな光を湛たたえてクロワールは言う。

「貴方あなたの指揮に従う勇者が一体何人おりますことやら？」

「言わせておけばっ」

「口先だけでないのならば、どうぞ行動でお示しくださいませ。龍人族のお方」

　口では敵かなわないと悟さとったのか、ライナスはクロワールを憎にく々にくしげに睨み付けた後、言葉を発することなく蓮弥達から離れていく。

「相手をするだけ馬ば鹿かを見る相手ですよレンヤ」

「ぬぅ……」

「とりあえず、アルベルトさんのご意見と、レパードさんやエミルさんの話の折せつ衷ちゆう案あんと行きましょう？」

　遠ざかっていくライナスの背中を、つまらないものでも見るかのような視線で見送りながらクロワールが囁ささやく。

「頼まなくてもあの方が、自ら一当てしてくれるでしょうから」

　焚たき付けられたライナスは、まさかここから引いたり蓮弥達の助力を仰あおいだりすることはしないだろうとクロワールは踏ふんでいる。

　だとすれば、多少無む謀ぼうでも自分達だけの力で最初の一いち撃げきを行うだろうとクロワールは予想したのだ。

「狙ねらってやった？」

「さて、どうでしょう？」

　聞いた蓮弥に笑え顔がおで返すクロワール。

「龍人族とエルフって、そこそこ仲がいいんじゃなかったのか？」

「それはお年寄りのお話です。私には無関係ですよ、レンヤ」

　すまし顔でそう語るクロワールに、蓮弥はほんの少しだけではあったが肝きもが冷えるような感じを覚え、むかつく相手ながら、踊おどらされるライナスにわずかな憐れん憫びんの情を覚えるのであった。







幕間　どこか遠くの追跡劇らしい







「ちょっとこれは予想外だったかなー？」

　首を傾かしげつつギリエルは周囲をぐるりと見回した。

　見回してみたところで周囲は何もなく、ただ真っ白な空間が果てしなくどこまでも続いているだけだ。

　あまりに殺風景すぎて、じっと見つめていると目がくらくらしてくる。

「ポチー？　何か感じるかなー？」

　ギリエルが手にしていたリードをぐいと引っ張ると、くぐもった呻うめき声ごえがその足元から聞こえる。

　リードの先を辿たどってみれば、やたらと鋲びようを打ったエナメルでテカテカの首輪へと繋つながっており、その首輪は緑の長い髪かみをした女性の首を拘こう束そくしていた。

　緑の髪の女性は首輪を填はめられているばかりではなく、まとっている衣装も身体のあちこちにぶちのある犬の着ぐるみだった。

　ご丁てい寧ねいなことに、緑色の髪の毛けの間には犬耳がしっかりと生えている。

　さらに、整った顔のあちこちには痛々しい青あざがしっかりと刻み込まれていたのだが、その痛々しさも鼻と口の部分にしっかり犬のそれがつけられているので色々とぶち壊こわしになっていた。

　そんな格好の女性がギリエルの足元で四つんばいになりながら、引っ張られた首輪に首を絞しめられて呻き声をあげているのだ

「ギ、ギリエル様……苦しい……」

「あれー？　ポチがしゃべった？　いやいやそんな馬鹿なことはないよね、だってポチは犬だもん。犬がしゃべるわけないよねー？　まさかそんなことはないよねー？　私、犬がしゃべったなんて聞いたらなんだかこう拳こぶしがむずむずするよ、きっと」

「ごめんなさいごめんなさいごめんなさい……反省しましたからもうぶたないでください……」

　にっこり笑って右の手を握ったり開いたりし始めたギリエルに、ポチと呼ばれた緑色の髪の女性は怯おびえたような声を上げる。

「まだ声が聞こえる気がするなー。そろそろ拳のむずむずが限界に来てる気がするなー」

　じろりと足元にうずくまる緑の髪の女性を睨みつけるギリエル。

　その険しい視線を受けて、足元の女性は短く悲鳴を上げた。

「ギリエル様、あんまりいじめてやんなよ。俺もそいつも反省してるって言ってるじゃねぇか」

　ギリエルの背後から声をかけたのは赤い髪の男だ。

　言われたギリエルはちらりと肩かた越ごしに振り返かえってからぼそりと呟つぶやく。

「ヨシオのくせに生意気だ」

「ヨシオはもう固定かよ」

「固定に決まってるでしょうに。それとも主様が自ら命名された名前に不満でもあると？」

「いえ……ヨシオでいいです」

　げんなりとした表情で疲つかれた声を出している赤い髪の男は、以前は獣人族領域の管理者だった存在だ。

　領域をギリエルの侵しん入にゆうによって奪い尽つくされた挙句に、ギリエルと幼女神様の暇ひまつぶしに近い寸劇に付き合わされ、さらにヨシオ等という、彼からすれば意味不明な名前を授さずかってしまっている。

　ただ、自ら終わりを悟ってギリエルや幼女神様が実力行使に移る前に下ったおかげで、その扱あつかいはそんなに悪いものではなかった。

　管理者としての格は下げられはしたものの、一応それまで通りに獣人族の管理者の一柱として残ることを許されていたのだ。

　但ただし、ギリエルへの絶対服従に加えて、呼び名である「ヨシオ」が定着してしまっていたのだが。

　この世界において神の名前というものは、住人達には知られていない。

　元々、五柱いた管理者達には名前など無かったのだから報しらせようもなかったのだが、名前がついたことにより彼を指定して法術を行使することが可能となっていた。

　ヨシオ本人は絶対にこのことを下界の住人達に知られまいとしていたのだが、ギリエルはタイミングを見て蓮れん弥や辺りにこの情報を流してやろうと画策している。

　これは名前を指定して力を借りた方がより強い法術を行使できるからなのだが、唱える呪じゆ文もんにどうしてもヨシオの名前を織り込む必要が出てくるという欠点があった。

「〈我は請こい願う、ヨシオの名の下に〉なんて呪文じゃ、こう心に沸き立たつものがないよね」

「何ぶつぶつ言ってんですか、ギリエル様」

　絶対こいつろくでもないことを考えているだろと言いたげなヨシオに、ギリエルはぷいっと顔を背そむけて無言を貫つらぬいた。

　そんなヨシオに比べると、最後までたてついた上に攻こう撃げきまでしかけた人族管理者の扱いは哀あわれである。

　ギリエルからポチと命名され、犬の着ぐるみを着せられ、首輪とリードまでつけられて常時四よつんばい状態でしか歩くことを許されていない。

　歩くのに邪じや魔まだから、キリの良いところで四し肢しを切ってしまおうかという相談がギリエルと幼女神様の間で交かわされたりもしたのだが、これはヨシオが必死になって止めた。

　己おのれの主に背いたのだから、それくらいの罪は当たり前だろうと幼女神様は言い放ったのだが、意外なことにヨシオのとりなしにギリエルが賛同した。

「どっちでもいいんですが、どっちでもいいなら後で蓮弥さんに聞かれた時に不快感を与あたえそうな方法は避さけた方がいいかなと思うのです」

　不思議そうに何故と問いかける幼女神様に、ギリエルがこう答えると幼女神様はわずかにだが顔色を悪くし、ヨシオのとりなしを受け入れることにしている。

　ただ領域の管理権だけはしっかりと取り上げられたままなので、ポチの名前を織り込んだ呪文は効果を発揮しない。

「呪文にできたら面白おもしろかったかも……？」

「何を考えているのか知らないですが、今は目の前の状じよう況きようを先に考えましょうって！」

　ヨシオに言われたギリエルは改めて周囲を見回す。

　元と頭につくとはいえ、人族と獣人族の管理者二人を従属させたギリエルは次の標的をエルフの管理者へと定めると三人がかりで無む理り矢や理り、彼の領域へのパスをこじ開けてそこへ乗り込んでみたのだった。

　ギリエルの能力は人族の領域と管理者を失った龍人族の領域の維い持じに使われていたので、多少減げん衰すいしていたのだが、それでもそこを他の二人にフォローさせればエルフの管理者より強い力を行使することが可能であり、パスをこじ開けるのは大して難しい作業ではなかった。

　そうやってこじ開けたパスを潜くぐってエルフの領域に入り込んだギリエル達だったのだが、行き着いた先は何も無いこの空間だったというわけである。

　そこにはいるべきはずのエルフ族の管理者の姿がない。

　一いつ瞬しゆん、また罠だろうかという考えがギリエルの頭をよぎる。

　以前に龍人族の領域に潜り込んで管理者と対たい峙じした時の記き憶おくはまだ新しい。

　その時は身体に何かを仕込まれて罠そのものとなってしまった龍人族の管理者と、罠そのものを潰すか、潰せなくても管理者が死んでしまえば領域が消失するという実に厭いやらしい構成の罠にギリエルは非常に苦しめられた。

　結果的には思考を分散させて行った作業のうち、龍人族の管理者から管理権限を奪う作業がぎりぎり間に合い、領域を再構築した後でゆっくりと罠本体を潰すという方法でギリエルは生せい還かんしている。

　忌いま々いましいことに罠本体になってしまった龍人族の管理者の身み柄がらは確保できなかったし、その戦せん闘とうにおいて少なからぬ傷を負ってしまった。

　消去法で犯人はエルフ族の管理者か、魔族の管理者のどちらかであるはずなのだがギリエルはきっとそれを見つけ出だし、絶対に報復してくれると固く心に誓ちかっている。

　そんな考えが表情に出てしまっていたのか、ヨシオはギリエルの顔を覗のぞきこんだまま固まってしまい、足元のポチは怯えの感情が振り切きってしまったのか、なんとかしてそこから逃げ出そうとして首輪に首を絞められてまた呻き声を上げ始めた。

　その呻き声で我に返ったギリエルは、とりあえず逃げ出そうとしているポチを踏みつけ、自分の顔を覗きこんでいるヨシオを睨み返す。

　踏まれたポチはふぎゃっと悲鳴を上げ、ヨシオは即座に視線を明後日の方向へと向けた。

「貴方あなた達たちの能力でも、エルフ族の管理者の存在は確かく認にんできないの？」

「俺は元々、そういう走査系は苦手ですし」

「わ、わんわん……わんわん」

　踏まれたままのポチが苦しい息の下から何事か吼ほえるが、当然ながら「わんわん」という言葉で何が言いたいかギリエルに伝わるはずもない。

　わんわん吼えるだけのポチの首根っこを掴つかんで引きずり起こすと、今度は胸むな倉ぐらを掴んでギリエルはポチを吊つり上あげる。

「わんわん！　わんわん!?」

「わんわんで伝わるわけないでしょうがっ!?　きちんとしゃべれーっ！」

「いや、犬はしゃべらねーって脅おどしかけたのギリエル様じゃ……」

　あまりの理り不ふ尽じんさに見かねてなのか、ヨシオがおそるおそるではあったがギリエルに突っ込みを入れる。

　突っ込みを入れられたギリエルはしばらく固まった状態で考え込み、やがて胸倉を掴んで吊り上げていたポチの顔を自分の目の前まで引き寄せると、威い圧あつ感をたっぷりと声に乗せて話しかける。

「仕方ないので、しゃべって良し。但し……語ご尾びにわんを付けること。おっけー？」

「そんな無体な……」

「あ!?」

「いえ……分かりましたわん。お言葉通りに致いたしますわん」

　抗こう弁べんしようとしたポチではあったが、睨みつけられた上にがくがくと前後に揺ゆさぶられてしまっては抵てい抗こうしきれない。

　だくだくと目の幅はばの涙なみだを流しつつ、ギリエルの言うことを受け入れるポチ。

　それを満足げに見てからギリエルは掴んでいた胸倉から手を離はなした。

「それで？　ポチの嗅きゆう覚かくには何か引っかかったの？」

「嗅覚じゃないですわん……あ、いえ嗅覚でいいですわん」

　抗あらがおうとすればするほど、お仕置きと称しようされた暴行がエスカレートしていくだけなのだから、早々に諦あきらめればいいのになと思うヨシオの目の前で、睨みつけるギリエルの視線から顔を背けるようにしつつ四つんばいになったポチがしゃべる。

「気配は残ってますわん。でも……もうこの領域にはいないようですわん」

「匂においで痕こん跡せきを追える？」

「どうして匂いから離れてくれないのですかわん……無理です、追跡できるほどの痕跡が残っていませんですわん」

　領域がそのまま残されていたということは、エルフ族の管理者は龍りゆう人じん族の管理者のように存在がなくなってしまったわけではない。

　しかしそれならば、何故自分の領域を放置したまま姿を消したのかという疑問が残る。

「領域を放ほう棄きして逃げ出す場所の心当たりは？」

「無いですわん。と言いますか、領域を放棄して逃げられる場所なんて無いと思いますわん」

「ポチと同意見だな。俺おれ達たちが行ける場所なんて、管理者の領域以外じゃ、下くらいなもんだし」

　ヨシオが下と言ったのは、現在蓮弥達がいる大陸のことだ。

　ギリエルはしばし考えた後、二人に尋たずねる。

「下に行ったと思う？」

　問いかけてみるギリエルだが、本人がそれは無いだろうと既すでに思ってしまっている。

　返されてきた答えも、ギリエルの予想通りのものでしかなかった。

「無い、と思いますわん。もし私達が下に降りたのならば、すぐ分かるはずですわん」

「俺も行ってないと思う。好んで行くような場所でもないし、降りたら降りたで下が大おお騒さわぎになってないとおかしいからな」

　中身はどうであれ、一応管理者達はこの世界における神という立場にある。

　名前も知られていないし、自分達が管理している世界でゲームに興じている住人達に知られようものなら、誰がこいつらなんぞ神として崇あがめ奉たてまつるかよと言われかねない存在ではあるのだが、それでも存在の格や所持する力だけを考えれば神様扱いされる地位にあることは間ま違ちがいない。

　それが現世に降臨するようなことがあれば、間違いなく大騒ぎになっていておかしくないが、そういった騒さわぎの気配はギリエルの知る限りでは現世において発生していなかった。

「とりあえず……ヨシオはエルフ族領域の管理権の奪だつ取しゆ。ポチはそのまま管理者の痕跡走査をしなさい」

「俺がかよ。まぁ本人がいないから、たぶん大だい丈じよう夫ぶだとは思うけど」

「走査しても追跡は無理……なんでもないです、やらさせて頂きますわん！」

　ぼやきつつも命ぜられるままに処理を始めるヨシオと半ばヤケクソ気味に四つんばいの姿勢のままで本当にあちこちの匂いを嗅かぎ始めるポチ。

　それを確認したギリエルは、さて自分の主様になんと報告し、何を聞くべきなのかを考え始めるのであった。







第二章　龍人族首都奪還戦らしい







　戦車を降りた歩兵達が、駆かけ足あしで隊列を組み始める。

　一箇か所しよに集められた戦車の周囲には、騎兵がここまで乗ってきた馬が集められ、馬に乗っていた兵士達の一部はそこで馬から下りると装備を軽い物へと変へん更こうしつつ歩兵達と共に隊列を組む。

「馬、使わないんだな」

　龍人族達から少し離れた所で、馬を停とめたシオンがその様子を見ながらぽつりと呟く。

　ここまで戦車と共に行軍してきた騎き兵へい達たちはその一部を除いて、大半が馬から下りて歩兵扱いになるらしかった。

「防ぼう壁へきを相手にするのに、騎兵は意味ないだろうからな」

　騎兵に求められるのは、突とつ進しん力や機動力であり、今回のような都市戦や攻こう城じよう戦等などにおいて重きをおかれるのはやはり歩兵であった。

　ライナスもその辺りは心得ているのか、騎兵はあくまでも移動と、もしも野戦になった時の為と割り切って今のように完全に都市内部に篭こもられている状態においては運用するつもりはないようである。

「意外と凡ぼん将しよう？」

　クロワールの感想に、蓮れん弥やが苦く笑しようした。

「それ褒ほめてないよな？」

「いえ、あの様子だと愚ぐ将しようでもおかしくなかったですから、凡ぼん人じん扱あつかいは褒め言こと葉ばです」

　マイナス評価よりはゼロ評価の方が上だろうというクロワールの言い分ではあるが、この評価をあのライナスが聞いて喜ぶとは到とう底てい思えない蓮弥だった。

「それよりも気になるのは、歩兵ばかりでどうやってあの防壁を抜ぬくつもりなのでしょう？」

　ローナが首を傾げながら疑問を述べる。

「切れば？」

「そんなことができそうなのは貴方だけです」

　こともなげに言い放つ蓮弥をローナがジト目で睨む。

「勇者だってできるだろう？」

「私はできない。得物もこれだしな」

　グリューンが双そう刀とうを引き抜いて、手の内でくるりと柄つかを回してからまた腰こしの左右に吊ってある鞘さやへと落とし入れる。

「私もできません。刀で防壁は切れないでしょう？」

　声の主の方を向いて、蓮弥は表情に疑ぎ問もん符ふを浮うかべる。

　蓮弥の視線の先で、馬上で手た綱づなを握って何かおかしなことを言っただろうかと思っているのはアルベルトであった。

「なんでお前そこにいるんだ？」

「え、一応勇者ですので」

「龍人族の、だろ？　よく駆り出されなかったな」

　アルベルトは勇者ではあるが龍人族の所属であり、てっきり蓮弥はライナスに連れて行かれて、目の前で隊列を組んでいる軍の先頭に立たされるものだとばかり思っていたので、まだアルベルトが残っていることに素す直なおに驚おどろいてしまう。

「四人で一組の勇者なんだから、俺おれらの意見も聞かずに勝手に駆り出すなよって釘くぎ刺さしたんだよ」

　レパードが不思議がる蓮弥に説明する。

　その隣となりでにこやかに笑っていたグリューンが、ぼそりととんでもないことを口にした。
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「私達の同意なしに連れて行くのであれば、私達を敵に回してみますか？　とお尋ねしたところ、面白いくらいに青ざめられまして」

「何一いつ般ぱん人じん恫どう喝かつしてるの君ら」

「何をおっしゃいますか伯はく爵しやく殿どの。軍の司令官は一般人ではありませんよ」

　心外なと言いたげな表情で、グリューンは蓮弥の言葉に抗こう議ぎする。

　勇者等という存在から見れば、一般市民だろうが一般兵だろうが将軍だろうが、さして変わりはないだろうにと蓮弥は思うのだが、グリューンにとってはそうではないようだった。

「肩かた書がきは大事なのですよ。たとえ意味が無くとも」

「兄妹きようだい揃そろっていい性格してるな」

「親がアレですから」

　ニコリと、異性であれば一発で落ちかねないような笑顔を見せるグリューンであったが、あいにくと笑顔の先にいるのは仏ぶつ頂ちよう面づらの蓮弥である。

　親がアレという言葉でエルフの皇こう帝てい陛下の顔を思い出してしまった蓮弥はそのイメージを振ふり払はらうかのように首を左右に振った。

「思い出させるなよ……お前達との付き合いを考え直したくなる」

「それはいけませんね」

「早々に始末する必要がありますか……」

　エルフの大陸でそんなことを呟こうものならば、即そく座ざに不敬罪で捕つかまるであろう台詞せりふを酷ひどく簡単に、しかもまじめな顔で口にしてしまうクロワール。

　出会った時はもうちょっと、いかにもエルフっぽい娘むすめだったような気が蓮弥はしていたのだが、いつの間にこんなに色々なものに染まってしまったのだろうと、蓮弥は時の流れの残ざん酷こくさを実感する。

「自分に責任が無い、とか思ってないよね？」

　そんな蓮弥の頭の中身を、勘かんで読み取ったのかシオンが突っ込みを入れるが、蓮弥は物思いにふけるのが忙いそがしいフリをしてそれを黙もく殺さつ。

　クロワールがそんな蓮弥を見て、真しん剣けんな表情を一転させて笑った。

「話を元に戻しますが」

　軽く咳せき払ばらい等して、ローナが全員の注意を一いつ旦たん引いてから言葉を発する。

「歩兵の数は揃そろっていますが、防壁を抜く為ための装備がありません。破城槌づちや梯子はしごを持ってきた様子もありませんし、一体どうするつもりなのでしょう？」

「私なら飛とび越こえていきますが……」

　グリューンの言葉にローナは眉み間けんを指で押おさえつつ。

「勇者様の能力を前提にお話をしますと、脱だつ線せんする一方です」

「おそらくは、魔ま術じゆつで破るつもりだと思います」

　いつまでも話を脱線させ続けても意味はないと悟ったのか、アルベルトが結論を述べた。

「我々は、この世界において魔族を除けば魔力も力も強い。数を頼たよりにすれば、いかに首都の防壁といえどもこの数ならば抜くことは可能です」

「そこは流石さすがは龍りゆう人じん族だな、って褒めるところか？」

　蓮弥が問いかければ、アルベルトはそれを即座に否定した。

「伯爵殿ならば、お一人で抜ける壁かべでしょうに？」

「そりゃまぁ……」

　蓮弥は答えながら頭の中の知識を検けん索さくする。

　エメドラから受け取った魔術の知識はかなり多た岐きに亘わたっており、受け取った蓮弥自身未いまだに完全には把は握あくしきれていなかったが、それでも今まで初級のものしか使えていなかった炎ほのお系の魔術や、全く触ふれてこなかった地系、水系の魔ま術じゆつ等などがしこたま詰つめ込まれていることくらいは理解していた。

　それらの魔術に蓮弥が持つ膨ぼう大だいな魔力を加えてやれば、都市の防壁を消すことくらいはわけも無いことだ。

　それらを使わなかったとしても、〈轟ごう雷らい〉一発でどうにかなるだろうと蓮弥は思っている。

　だからこそローナのような疑問を抱いだかなかったと言える。

　一万の軍勢全員でやらなかったとしても、千人くらいでなんらかの魔術を叩たたきつければ壁くらい崩くずれるだろうと思っていたのだ。

　だが蓮弥はすぐにその考えが間違っていたことを見せ付けられることになる。

「始まりましたよ」

　ローナの言葉に視線を戦場へと向けると、きれいな隊列を組んだ龍人族の軍が都市に向けて前進を開始しながら、なんらかの魔術を行使し始めたのが見てとれる。

　蓮弥達たちが待機している場所から軍までは、そこそこの距きよ離りが開いているので一体何の呪文を唱えているのかまでは蓮弥には分からなかったが、しばらく騒そう音おんのような詠えい唱しようの時間が過ぎると前進を続ける軍の中から無数の魔術が都市の防ぼう壁へき目め掛がけて放たれていった。

　それらは大小の違いはあれど、炎系統の魔術で統一されている。

　反対属性の魔術を混ぜて、相そう殺さいしあうようなことがあったら笑ってやろうと考えていた蓮弥は、きちんと赤一色で統一された攻撃を見て、小さく舌打ちをした。

「伯爵殿……何を期待されていたのかは分からないが、ここはどうか穏おん便びんに……」

「何もしないぞ」

「ならば宜よろしいのですが」

　引き下がるアルベルトを見ながら蓮弥は思った。

　こっそりとあの魔ま術じゆつ攻こう撃げきの中に水系統の魔術を混ぜるようなことをしたら、アルベルトとて怒おこるのだろうな、と。

　無詠唱で並列起動で、さらに遠えん隔かく地ちで魔術を発動させること等、竜りゆうの魔術知識を与えられた今の蓮弥にとっては朝飯前の芸当だった。

　その気になれば、龍人族の軍が放った全ての魔術による攻撃を反対属性の魔術で相殺することも可能なように思えたのだが、いくら司令官にむかついたり、自分の扱いが知らないところで妙みようなものになっていたとしても味方の足を引っ張る行こう為いは褒められたものではないと自重している。

　そんな蓮弥の考えを、アルベルトはなんとなく察して声をかけてきたようであった。

「そんなことより、随ずい分ぶんと派手な攻撃なんだが……効いてるように見えないんだが？」

　軍より放たれた無数の魔術は、都市の防壁に激げき突とつすると爆ばく音おんと衝しよう撃げきを撒まき散ちらして真っ赤な華はなを咲さかせている。

　そのすさまじさは軍よりも後方で控えている蓮弥達の足元の大地を揺らすほどではあったのだが、肝かん心じんの防壁自体がその攻撃によって破られる気配が見られないのだ。

　確かに攻撃は当たっており、衝撃も熱も防壁に伝わってはいるようなのだが、蓮弥達の位置から見る限り、防壁が崩れたり壊れたり焼けたりするような光景が一向に見られないでいる。

「レンヤ。人族の都市だって、獣じゆう人じん族の都市だって、首都みたいな重要拠きよ点てんを守るための防壁がただの石壁なわけがないとは思わないかねぇ？」

　エミルがシオンと蓮弥が乗る馬へ自分の馬を寄せながら言う。

「そこが落ちれば国が滅ほろぶのだから、そこを守る壁に色々と対策を施ほどこすのは当然のことだろう？」

「魔術攻撃に対する何らかの防ぼう御ぎよ策さくが施されているってことか？」

「あったりまえだねぇ。ましてここは龍人族の国だよ？　人族や獣人族より優すぐれてると豪ごう語ごしてる彼らが、その彼らの首都の防壁に防ぼう御ぎよや強化の魔術を施していないわけがないじゃないか」

「それって……あのライナスとかいう司令官も知ってることだろ？」

「たぶんねぇ。なんとなくだけど力押しで押し切れると思ったんじゃないかねぇ？」

　龍人族の軍は入いれ替かわり立ち替わり兵士達が次々と魔術を放って壁を攻撃している。

　蓮弥からしてみれば随分と悠ゆう長ちようなことをやっているように見えるのだが、兵士達の顔を見るまでもなく彼らは至って本気でそれを行っていた。

「元々、防壁って軍みたいなものから都市を守る為のものなのだから、それなりに多数の攻撃に晒さらされることを想定していると思う俺は間違ってるか？」

「補足するなら、魔ま族があの都市を占せん領りようしてたんだったら、普ふ通つうは壁をもっと強化してるだろうねぇ。なにせ龍人族以上の魔術の技量を持つのが魔族なのだしねぇ」

「それって私の聞きき間違いじゃなければ、このままだと破られることが無いと聞こえるんだが？」

　シオンが蓮弥とエミルの会話に割って入る。

　蓮弥とエミルは視線を合わせ、しばらく黙だまった後に揃って同じ台詞を口にした。

「「シオン、今の会話理解できたんだ」」

「うん、そういう目で見られてることは理解してるから、何もコメントはしない……」

「ということはですね」

　クロワールがはたと何かを思いついたように声を上げる。

　絶対ろくでもないことに違いないとシオンは思いつつも、一応は注意をクロワールへと向ける。

「あの指揮官さんは、シオンさんですら気がつくことに気がつかない、と……」

「私を基準にするのやめてくれないかな……そもそも私が気がついたのだってレンヤとエミルの会話からだから、そういったアドバイスをくれる腹心が彼にはいないのではないか？」

　シオンの言葉に、蓮弥達一同はほぼ同時にほぼ同じことを思った。

「あのような指揮官では、腹心につくのを多少頭の回る者ならば嫌いやがるでしょうね」

　一同の思いを代表するかのようにカエデがそんなことを言えば、アルベルトを除いた全員が頷うなずく。

　一人アルベルトだけは、非常に困ったような顔をして、間違っても首を縦に動かすことのないように肩かたに力を入れた状態でじっと耐たえている。

「それで、あの一見無む駄だに見えて、実際無駄な行為なんだけどねぇ？」

　エミルが蓮弥に尋ねた。

「やらせておくのかな？　それとも教えて別な方法を考えさせるかねぇ？」

「俺が言ったところで信じる頭が無いだろう、あいつら。魔ま力りよくが切れたら諦めるんじゃないか？」

　次々に壁に当たっては散っていく炎は、消えていくといっても周囲の空気に熱を伝える。

　その熱は次し第だいに戦場の温度を上げていき、遠目にも龍人族の兵士達の顔には疲ひ労ろうの色が見みえ隠かくれするようになり始めていた。

「結構時間かかると思うけどねぇ。三段くらいの人員入れ替え作戦で、魔術をつるべ打ちにしてるから休きゆう憩けいしてる術者も結構いるもんで、あれが力ちから尽つきるの、いつになるやら分かったものではないねぇ」

　妙なところに妙な気配りを見せるものだとエミルは笑っている。

　龍人族の軍は歩兵を三つの集団に分けてそれぞれを攻撃、休憩、準備の三段階に割わり振っていたのだ。

　これにより瞬しゆん間かん的てきな火力は落ちるものの、休憩と準備をはさむことで術者単体が力を回復する余よ裕ゆうが生まれ、その結果として長時間に亘って一定の火力を防壁へ叩きつけ続けることができた。

「つまり元々長期戦狙いで壁の防ぼう御ぎよ魔ま術じゆつの許容量を飽ほう和わさせて破る気だったというわけか」

「考えてるねぇ」

「話が暢のん気きすぎるだろ、中から攻撃されたらどうするんだよ」

「防壁破りの火力をそちらに集中して対応、もしくは休憩か準備中の兵力を余よ剰じようとしてそちらにあてるつもりなんだろうねぇ。いずれにせよ、こんな作戦を考えて実行に移せるのは龍人族のスペックの高さ故ゆえだろうねぇ」




　人族、獣人族であれば術者の数をこれほどそろえることができない。

　エルフ族であれば数はそろえられるかもしれなかったが、攻撃を受けた時の対応に難点が残る。

　エルフは龍人族に比べれば物理的な防ぼう御ぎよ力りよくは紙に等しいといっても過言ではなく、どうしても術者戦力には護衛戦力をつけなくては有事の際に酷い被ひ害がいを受けることになりかねない。

　今蓮弥達の目の前で繰くり広ひろげられているように、軍全体を魔術の火力として見られたり、そのまま物理的な防御戦力として見られたりするのは魔ま術じゆつ師しとしてでも戦士としてでも、能力の高い龍人族であるからこその戦い方であると言える。

「それならいずれは壁を破れそうですね。なんだか見ているこっちまであの熱気が伝わってきそうではありますが」

　熱せられた空気は本来ならば風に散らされてそれほど気温に影えい響きようすることなく終わるはずであったのだが、ひっきりなしに叩きつけられる炎の魔術は熱い空気を際限なく生み出し、その空気は多少温度が下がりはするものの、周囲に拡散されて気温を上じよう昇しようさせはじめる。

　それは戦場のみならず、離れた所にいる蓮弥達にまで影響を及およぼし始めていた。

「もうちょっと離れるか？」

「そうだな……まだしばらくは壁は破られそうにないし」

　シオンのその言葉がなんらかの引き金になった、とは蓮弥は思わない。

　しかししばらく大丈夫だろうという考えを口にした途と端たんに、そうではなくなることというのはなぜかしら頻ひん繁ぱんに発生する事象であるというのもまた確かなことであった。

　熱い空気を避けて、もう少し離れようと蓮弥達が馬を歩かせようとしたその時。

　龍人族の軍が必死に攻撃を続け、破ろうとしていた都市の防壁が内側から吹ふき飛んだのである。







　防壁を形作っている石材は、いくつかのパーツに分かれてはいるのだが、やはり防壁自体が大きければ大きいほど単体の大きさも大きいものになる。

　その防壁がなんらかの力で内側から吹き飛ばされたのだから、戦場には大小さまざまな石の破は片へんが雨あられと降り注ぐこととなった。

　小石が降り注ぐくらいならば龍人族達が身に着けている軽装の鎧よろいで十分防ぐことができる。

　しかしそれが人の頭大のものであったり、もっと巨きよ大だいな数ｍくらいのものとなればどうなるか。

　答えは蓮弥達の目の前ですぐに現実のものとして提示された。

「離れておいて正解だったか」

　呟く蓮弥の視線の先では、防壁を破る為に火力を集中させようとかなり密集した隊形を組んでいた龍人族の兵士達の上に、石と呼ぶよりはもう岩と呼んだ方がいいような大きさの石が降り注いでいた。

　防御の魔術を組める兵士はまだ助かる機会も残されていたが、ちょうど魔術を放ったばかりで次の魔術を組めない兵士は降ふって来る岩を避けるしか方法が残されていない。

　だがしかし、密集した隊形では逃にげる場所すら残されていない兵士達が多数存在する。

　その上に、岩は容よう赦しやなく襲おそい掛かかった。

「諦めるなっ！」

　眼前に壁のように近づいてくる岩に、もはやこれまでと目を瞑つぶった兵士達の耳を、勇者であるアルベルトの声が貫く。

　彼かれらが目を開ければ、目の前まで迫せまってきていた岩が微み塵じんに切られてぱらぱらと小石となって散る様子が見えた。

「惚ほうけている暇などない！　防御魔術を組め！　ある程度の岩ならば叩き斬れ！　味方同士、互たがいに支えあうのだ！」

「あれ？　いつの間に？」

　刀を構えたアルベルトが大声を上げて兵士達に発破をかける。

　言葉のみならずアルベルトは、その手に握にぎった刀を一いつ閃せんさせると、また別な場所で兵士達を押しつぶしかけていた岩を無数の破片に切り刻む。

　アルベルトが稼かせいだ時間で、自分達の防御よりも他を優先することができるようになった兵士達が急いで組み上げた防御の魔術が、アルベルトの手が回らない所に落ちてくる岩の軌き道どうを逸そらす。

「防壁が内側から破られた途端に飛び出して行ったぞ」

　騎き手しゆを失った馬を不思議そうに見ていた蓮弥の耳元で、シオンが囁ささやく。

　一瞬前まではそこにアルベルトが乗っていたのだが、蓮弥の意識の間かん隙げきを突ついて飛び出していったらしい。

　その手て際ぎわはさすが勇者と言えるものであったが、蓮弥はもう一つ密ひそかに驚いている。

　それは自分が防壁の破れる音に気を取られた瞬しゆん間かんに、アルベルトが飛び出していたのをシオンが気づいていたということだった。

　自分から離れていく動きだったのに加えて、勇者の能力をフルに活用した為なのか見み逃のがしていた蓮弥だったのだが、偶ぐう然ぜんになのかそれともきちんと察知してなのか、シオンだけが気づいていたという事実にはエミルやローナもわずかばかり驚いたらしく、少しだけ眼めを見開いてシオンを見ている。

「え？　何？　私また何かした？」

「いや、うんまぁ、したと言えばした？」

「何故なぜ疑問形なんだ？」

　むっとした表情で尋ねるシオンに、蓮弥は答えることなく注意を戦場へと戻もどす。

　かなり広こう範はん囲いに亘わたって内側から吹き飛んだ防壁は、その高さと厚さからかなりの瓦が礫れきを龍人族の頭上へと降り注いでいたが、アルベルトの参加によって被害はかなり軽減されているようであった。

　しかし完全にとはいかず、それなりの人数が岩に潰つぶされたり、石の直ちよく撃げきを受けて怪我けがを負っている。

「負傷者を下がらせろ！　戦線を下げるのだ！」

「貴様！　勇者といえど勝手な真似まねは許さん！」

　声を張り上げて味方へ指示を飛ばすアルベルトであったが、横よこ槍やりが入って顔が強こわ張ばる。

　その横槍を入れた張本人であるライナスは、馬に乗ったままアルベルトのいる場所へと近づいてくると馬上から怒ど鳴なり声ごえを上げた。

「何が下がれだ！　防壁が破れた今こそ進む時であろうが！」

　目を怒らせて怒鳴りつけるライナスに、一瞬アルベルトの瞳ひとみが殺気を帯びかけるが、すぐに相手の立場を思い出したのかその殺気は霧む散さんし、縋すがるように訴うつたえかけた。

「破れたわけではありません！　破られたのです！」

「結果は同じこと！　突とつ入にゆう孔こうが開いた今こそ進まなくてどうする!?」

「同じではありません！　敵は我らが破れなかった防壁を、いらぬとばかりに自ら破ってみせたのですよ！　何か起こるはずなのです！」

　必死に訴えるアルベルトではあるが、ライナスはそれを鼻で笑い飛ばす。

「勇者ともあろう者が臆おく病びよう風かぜにでも吹かれたか！　あの都市の内部には救いを求める同どう胞ほうがいるはずなのだぞ。それを出てくるかどうかも分からぬ何かに怯おびえて下がれだと!?」

「ライナス殿どの！」

「黙れ！　龍人族の兵士達よ！　進め！　我らが同胞と都市を取とり戻すのだ！」

「普通は、何かあるだろうって思うよなぁ」

　かなり距離は離れているはずであるのに、蓮弥の耳はライナスとアルベルトのやりとりの一部始終を拾っていた。

　それはエメドラから受け取った知識の中の魔力による身体強化の一いつ端たんだ。

　今回は聴ちよう力りよくの強化に加えて風系の魔術で音を拾い上げて自分の耳に届ける〈遠聴〉の魔術を併へい用ようした、いわゆる盗ぬすみ聞ぎきである。

　ただ聴力を強化してしまうと、いらない音まで拾い上げてしまうので、聴力に指向性を持たせる意味合いでの併用であった。

「どんな塩あん梅ばいだ？」

　巻き込まれては敵かなわないからと、また少し距離を離す為に移動しているシオンが背後の蓮弥に問いかける。

「常識的な勇者と馬ば鹿かな指揮官がせめぎ合ってるようだな」

「状況は？」

「馬鹿優勢」

「それは問題だな」

　嘆たん息そくを漏もらすシオンだが、蓮弥も同じ意見だった。

　都市を守る為に建てられている防壁が、内側から吹き飛ぶ道理は無い。

　道理に無いことが起きたのだからそこにはなんらかの理由が存在するはずで、それが分からないうちに進むというのは、控ひかえめに表現しても褒められたことではなかった。

「気持ちは分からないとは言わないんだが……」

　一度奪うばわれた都市が目の前にあり、さらに民たみがそこで待っているかもしれないとなれば、悠長に構えていられないという気持ちも蓮弥は理解できないわけではない。

　しかし、だからこそ慎しん重ちようにならなくてはならないと蓮弥は思う。

　今この場にある討とう伐ばつ軍が壊かい滅めつしてしまった場合、首都の奪だつ還かんは遠のくというよりはほぼ不可能になるのではないかと蓮弥は考えている。

　もしこの考えが間違いではないのだとすれば、本来兵力の損失を最小限に抑おさえるように動く必要があるはずなのだ。

　仮に一度奪還に失敗したとしても、兵力さえ揃っていれば再度討伐に赴おもむくということもできる。

「部外者の俺にはなんとも言いがたい部分だな」

「いや、普通は一旦引くと思う……」

　あくまでも余所よそ者ものでしかない蓮弥からしてみれば、理解できるともできないとも言えない感情の部分であり、言葉を濁にごして見せたのだがシオンがあっさりとそれを否定してしまった。

　なんとも言えない情けない顔で蓮弥はシオンをみるが、シオンは一体自分の言葉の何が蓮弥にそんな顔をさせてしまったのかさっぱり分からないできょとんと首を傾かしげている。

「引く……よね？」

「たぶんな……」

　他になんと答えたらいいやら分からず、蓮弥はそうとだけ答えてまた戦場を見やる。

　そこではアルベルトとライナスの言い合いに決着がついたらしく、一部の兵士は瓦礫の被害を受けて怪我をした兵士達を連れて後方へと引き始めていたが、健在である残りの兵士達は防壁に開いた穴目め掛がけて進軍を開始していたのだ。

　意見の通らなかったアルベルトではあるが、だからといってそこから引くこともできなかったのか進軍する兵士達の先頭に立って進んでいる様子を見て、蓮弥が溜ため息いきをつく。

「進んでしまわれたようですね」

　ローナが馬をシオンの馬へと寄せながら言う。

「怪け我が人にんを後送するようですから、行ってきましょうか？」

　治ち癒ゆの法術が使える神官であるローナは、こういった事態の時に非常に力を発揮する。

　龍人族の中にも治癒法術が使えるものは同行しているはずではあったが、一人でも癒いやし手は多い方が間違いなく助かるからだ。

　怪我人とて一刻も早く治ち療りようしてやった方が後が助かる。

　そう思ってのローナの進言であったのだが、蓮弥はそれを制止した。

「何故です？　まさか嫌がらせではないですよね？」

「まさか。俺が思うにだな……」

　理由を説明しようとした蓮弥が見ている先で、もう少しで防壁の穴に到とう達たつしようとしていた龍人族の軍目掛けて、防壁に開いた穴から黒く細い何かが何本も飛び出だしていく。

　それは兵士達の間に飛び込むと、避よけ損そこねた兵士の首に絡からみついた。

「な、なんだこれ……はぁ!?」

　それは黒く細い鎖くさりであった。

　避け損ねた兵士に絡みついたそれは、一いつ瞬しゆんタメをつくるようにぴんと張ると、次の瞬間にはその細さからは想像もできない強さで兵士達の身体を軍隊の中から引ひっこ抜き、そのまま防壁の穴の向こうへと引きずり込んだのである。

　一度兵士を引きずり込んだ鎖は、どこかでその兵士を放すとまた次の兵士を捕とらえるために防壁の向こう側から打ち出されてくる。

　地面を引きずられたり、宙を舞まったりして次々に都市の内部へと引きずりこまれていく龍りゆう人じん族の兵士達を見て、蓮弥がぽつりと漏らした。

「なんか、こんな漁があったような気がするんだが……」

「そんなこと言ってる場合かよ!?　あれなんか絶対ヤバいもんが出てくるぞ！」

　黒い鎖の本数が増え、打ち出されてくる間かん隔かくが徐じよ々じよに狭せばまって来ているのを見てレパードが叫さけぶ。

　遠くから見ている蓮弥達と違ちがい、真正面から穴の向こうを覗のぞき込んでいる龍人族の兵士達が、先にそれに気がついて指を指してなにやら叫んだり、飛んでくる黒い鎖から慌あわてて逃げようと背中を見せたりする中、ゆっくりと穴の向こうから姿を現したのは身みの丈たけ３ｍに及ぼうかという漆しつ黒こくの鎧であった。

　それを見た瞬間に、蓮弥達の視線がいっせいにクルツに向く。

　何の脈みやく絡らくもなしに視線が集中したクルツが、きょろきょろと周囲を見回す中、どことなくほっとした雰ふん囲い気きが蓮弥達の間に流れた。

「あー、びっくりしました……」

「てっきりクルツさんが先行して中に入ってたのかと思いました」

　少し顔色が悪くなったクロワールと、胸を撫なで下おろすローナの仕草にクルツは頬ほおを膨ふくらませて抗議する。

「ボク何も悪いことしてないよっ！」

「そうだな、ちょっとあの鎧と鎖がイメージ的に似てたからドキっとしただけで他意は無いから怒らないでくれ」

　考えてみればクルツの鎧は白銀色であり、そこから出てくるのは黒いモヤのようなものだったり、それが変化した蛇へびだ。

　鎧の色も違えば飛んでくるものも全く違うのだが、なぜか全員が防壁の向こうから出てきたものを見た瞬間にクルツを連想してしまったのである。

「おそらくは似たような存在だと思うんだねぇ」

　エミルがぼそっと小声で呟つぶやく。

　わざわざ馬を寄せることもなく、ほとんど誰だれにも聞こえないような声で呟いたのは蓮弥が聴力を強化している状態であり、蓮弥にだけは聞こえるだろうと踏ふんでのことのようだった。

「クルツ君は勇者という因子を帯びた無数の魂たましいの集合体なのは分かってると思うんだけど……あの黒い鎧はそれに似せて造られたモノだと思うんだよねぇ」

　それは一体どういうことなのかと問いただそうとして、蓮弥は口を噤つぐむ。

　エミルは少し離はなれた所で、他のメンバーには聞き取れないくらいの小声で呟いているから良かったものの、蓮弥はシオンの後ろに乗せられている状態であり、どれだけ小声で呟いてみても前に乗っているシオンに聞こえてしまう。

　どうやってシオンに聞こえないように尋たずねたものかと考えた蓮弥は、声に出さずに唇くちびるの動きだけでエミルに尋ねるという方法をとることにした。

　しばらく蓮弥の口元を凝ぎよう視ししていたエミルがまた小声で言う。

「素材は状じよう況きようから考えて、都市の住民達だろうねぇ。それなりの密度が必要だろうから、都市の住民はやっぱり殺しつくされていると思っていいんじゃないかねぇ？　それと、因子については……魔族側には勇者の因子なんて無いからねぇ。でも、それに似たような因子は一つあるじゃないかねぇ？」

「……魔ま王おうか」

　考える時間はほとんど必要ではなかった。

　魔族に無くて他の種族に存在するのが勇者なのだとすれば、他の種族に存在せず魔族にのみ存在しているのが魔王である。

　その存在は勇者と等価であると言えるだろうし、勇者にできて魔王にできないということは無いように思えたからだ。

「たぶんね。つまりあれは無数の魂を集合させ、なんらかの金属でできた鎧に定着させ、さらに魔王の因子を混ぜ込まれたクルツ君に似て非なる存在」

　興味津々といった感じを隠そうともせずに、研究者の視線で、都市の防ぼう壁へきからゆっくりと進み出てくる黒い鎧を眺ながめているエミルが笑えみを含ふくんだ声で言う。

「つまりあれは勇者であるクルツ君の対ついとなる創つくられた存在。反勇者アンチブレイバーとでもいう存在だと呼こ称しようするべきなんだろうねぇ」

　また面めん倒どうなモノをと蓮弥が手の平で顔を覆おおっている向こうで、黒い鎧が背後からずるりと引きずり出した身の丈よりもさらに長く巨大なハルバードをゆっくりと構え始めていた。







　じゃらじゃらと腰の辺りから黒く細い鎖を何本も地面へと垂らしている黒い鎧がハルバードを構える様子は、いっぱしの戦士らしく隙すきの無い堂に入った構えであった。

　ハルバードというものは重量のある武器であり、斧おのと槍やりがくっついたような形状をしている。

　当然使いこなすには相当の腕わん力りよくが必要となり、人族の軍ではほとんど用いられることが無く、儀ぎ礼れい用等に装そう飾しよくが施されたものがたまに見受けられるくらいであった。

　しかし、黒い鎧が構えたそれは無駄な装飾など一つも施されてはおらず、実用一いつ辺ぺん倒とうの金属の塊かたまりであることが離れた所にいる蓮弥達たちからも見て取れる。

「敵だ！　迎むかえ撃うて！」

　突とつ然ぜん出て来た敵の姿に、対応を迷う龍人族の兵士達であったが、命令が下されれば反応は素す早ばやい。

　すぐさま剣けんを抜ぬき放ち、黒い鎧を囲むように兵士達が展開し始める。

　それを睥へい睨げいするかのように見ていた黒い鎧の腰から垂れ下がっている鎖が、獲え物ものを狙ねらう蛇のようにするすると地面を這はい進むと、鎧を包囲しようとしている兵士達の足元に絡みついた。

　気がついた者は飛び退すさったり、剣で弾はじいたりできたのだが、気がつかなかった数名が足を鎖に取られてそのまま鎧の足元へと引きずり込まれる。

　もがいてその拘こう束そくから逃げ出そうとする龍人族の兵士達。

　そのもがく姿の上に、黒い鎧が足をゆっくりと持ち上げると、そのまま自重に任せて引き寄せた兵士の身体を踏みつけた。

　全高３ｍ程度の鎧の重さはおそらくは人族では全く使いこなせない程の重さではあっても何トンもあるわけがない。

　だが鎧に踏みつけられた兵士の身体は、非常にあっさりと何の抵てい抗こうも示すことなく踏まれるがままに潰されてしまったのだ。

　鎧の足が地面を踏みしめれば、爆音のような衝しよう撃げき音おんとわずかな地面の揺ゆれが周囲に伝わっていく。

　踏みつけられ、潰されてしまった兵士の体から飛び散った血は鎧の表面に付着すると、まるで鎧自体がそれを吸い取っているかのように消えてなくなってしまい、踏み潰された死体もその死体を突き抜けて地面を踏んだ足が何もかも吸い取っていくかのように干ひ涸からびていき、数秒で塵ちりとなって消えていく。

　踏まれることの無かった兵士達も、黒い鎧に引き寄せられ、その表面に触れた途端にまるでミイラのような状態へと変化していき、わずかな時間でぼろぼろと崩れて消えてしまった。

「鎖に気をつけろ！　こいつ……人を食うぞ！」

　アルベルトが注意の声を上げるが、鎧の攻こう撃げきは鎖だけに限られたものではない。

　鎧の身の丈よりも長い、数ｍに及ぶであろう長さのハルバードが軽々と振ふり上あげられる。

　重さにすれば数百ｋｇくらいにはなるだろうそれを鎧が一気に振り下ろせば、回かい避ひする暇ひまを与あたえられなかった兵士の一人が脳天から真っ二つに断たたれ、刃ははその兵士が立っていた場所の地面を深々と抉えぐりつつ土つち煙けむりを上げた。

　その重さと速度の前には防ぼう御ぎよ等など何の意味も持たない。

　返す刃でなぎ払はらった一いち撃げきは、数名の兵士を腰こしの辺りから上下に真っ二つに断ち切きって血ち飛沫しぶきを上げさせる。

　それらの死体は斬きられた直後こそ血を流したりもしていたのだが、すぐに、踏まれたり、鎖に巻き取られたりした兵士達と同様に、ミイラのような状態を経へて塵へと変わっていった。

「何をしている！　敵は一人ではないか！　押し包つつんで討うち取れ！」

　ライナスが喚わめき散らしているが、流石さすがに龍りゆう人じん族の兵士達も今しがた見せられた斬撃の威い力りよくと速度に簡単には手が出せない。

「何をしているアルベルト！　勇者たる貴様が先せん陣じんをきれっ！」

　命令されたアルベルトは微かすかに歯を食いしばるが、結局はその命令に背そむく術すべも無く、刀を構えて黒い鎧へと突とつ進しんする。

　そのアルベルトを迎げい撃げきするべく、再び横薙なぎにはらわれるハルバードの一撃を、アルベルトはぎりぎりの高さの跳ちよう躍やくで回避すると、ハルバードの刃の部分を足場にしてさらに急加速をかけた。

　真正面から斬りかかってくるアルベルト目掛けて、今度は無数の鎖がその身体を搦め捕ろうと襲い掛かるが、あるものは回避し、またあるものは刀で弾き、襲い掛かってくる鎖自体を足場として空中で方向を変えてその隙すき間まを縫ぬうようにしてアルベルトは走る。

　鎖の攻撃が回避されても、黒い鎧の動きは止まらない。

　横薙ぎにしたハルバードの刃を返し、逆方向から今度はアルベルトの首を狙った攻撃を、アルベルトは体勢を低くしてこれも回避し、刃が頭上を通り過ぎた瞬間に鋭するどく踏み込んで接近するとガラ空きとなった鎧の胴どうへと斬りつける。

　金属と金属がぶつかり合う甲かん高だかい音を耳にしたアルベルトは、鎧が体勢を整えるより先に鎧の胴を蹴けりつけるとその反動で大きく後方へと飛びのいた。

「魔術、放て！」

　アルベルトが間合いを大きく離したのを見て、号令一下龍人族の兵士達が準備していた魔術を解き放つ。

　途端に黒い鎧の全身で真っ赤な炎が爆ばく発はつ音おんと共に花開いた。

「休まず撃ち込め！　奴やつを焙あぶり殺してしまえっ！」

　直撃したらしいのを良いことに、ライナスが勢いに乗って命令を下す。

　次々と打ち込まれる炎ほのお系の魔ま術じゆつに、黒い鎧の進しん撃げきも止まったかに見えた。
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　だが一人、実際に斬りつけてみたアルベルトだけは、そんな魔術ではあの黒い鎧の歩みを止めることができるわけがないことを悟さとっている。

　アルベルトが使用している刀はレパードやグリューンが使っている勇者の装備の一つだ。

　銘めいを「吼こう竜りゆう」と刻むこの刀は、他の勇者の装備と同じく通常の武器を遥はるかに凌りよう駕がした性能を持つ。

　具体的にこの刀は、斬撃特化の性能を持ち、龍人族の間では斬れぬもの無き刃と称しようされていたのだが、その刃が金属音を立てて黒い鎧の表面を滑すべった。

　つまりは鎧の装そう甲こうを断って内部へと斬り込むことができなかったのだ。

　アルベルトとて龍人族の間で勇者として選定されるほどの実力者であり、自分自身でも刀の技量にかけては他にひけを取らないだけの自信があった。

　その技量と勇者の力を合わせて、勇者の武器で斬りつけた結果が鎧の表面に傷らしい傷すらつけられなかったというものであることに、アルベルトは戦せん慄りつを覚える。

　そんなアルベルトの心中を推おし量はかることもなく、龍人族の兵士達は動きの止まった鎧目掛けて次々に魔術を撃ち放っていく。

　撃ち込まれる魔術をよけようともせずに食くらい続ける鎧の姿に、兵士達の間にこれならばこのまま押おし切って倒たおせるのではないかという楽観的な雰囲気が漂ただよい始めた時、鎧が動いた。

　鎧の表面で爆ばく発はつしたりする魔術をものともせず、まるで小うるさいハエを追おい払うかのような気軽さで、鎧は手にしていたハルバードを大きく右手方向から左手側へと振り回まわす。

　その一つの動作だけで、兵士達が撃ち込み続けていた魔術がいともあっさりと四散してしまった。

「はぁ？」

「不味まずい！　ライナス殿！　回避を！」

　轟ごう音おんを立てていた全すべてが、たった一ひと振ふりで消されてしまうという現実に、ライナスを始めとした兵士達全てが一瞬あっけに取られて動きが止まる。

　その一瞬に割り込むようにして、ハルバードを両手で構えなおした黒い鎧が足元から土煙を上げる勢いで突進を開始した。

　巨大な質量が勢い良く突進していくそれは、自重と相まって龍人族の軍を貫つらぬく黒い槍の穂ほ先さきとなる。

　進路上に居た兵士達は逃げる暇すら与えられず、突進してくる鎧に撥はね飛とばされてはひしゃげ、踏み潰されては肉につ塊かいとなり、運悪く刃の先に触ふれたものはそのまま鉄も肉も一いつ緒しよくたに貫かれて赤い飛沫しぶきを吹き上げた。

　遮さえぎるものなど何も無いかのように突き進すすんだ黒い鎧の、構えた刃の先が自分を狙っているのだとライナスが気がついた時には、すでにその切っ先はライナスの胸部めがけて突き出された後のことであった。

「させるものかよっ！」

　なんとかその切っ先を逸らそうと、アルベルトが放った斬撃は重量差なのか膂りよ力りよく差なのかは最後までアルベルトにも分からなかったが、わずかほどにもその軌道を揺らすことはできず、咄とつ嗟さにライナスが組み上げた防御の魔術は構成ごと貫かれて無意味となる。

　全く勢いを落とさずに、ライナスの胸を捉とらえた黒い鎧の一撃はライナスの上半身をまるで爆発させるような勢いで四散させ、その命を奪い取ってしまった。

　彼が乗っていた馬は、ライナスが受けた攻撃の余波を食らって横よこ倒だおしになり、その向こうに居た兵士数人を巻まき添ぞえにし、刃にわずかにこびりついた血肉を振り払うように振り回されたハルバードの刃は、さらに数人の兵士をまとめて両断してさらなる血肉を振りまく。

　いくら撃ち込んでみても全く通じない攻撃に加えて、指揮官のあっけない死。

　勇者の一撃すらものともしないその姿に、龍人族の兵士達の間に恐おそれが広まるのにそれほど時間は必要とされなかった。

　一人が鎧に背を向ければ、反応は連れん鎖さ的てきに広がっていく。

　士気を保ったまま鎧と対たい峙じし続ける兵士達も少なからず存在してはいたが、かなりの数の兵士が武器を捨て、鎧に背中を見せて悲鳴を上げながら敗走に移れば、そこはすでに戦場ではなく狩かり場ばでしかなくなる。

「狩場なら……柵さくを設けるだろうな」

　呟いた蓮弥の視線の先で、黒い鎧が紫むらさき色いろの輝かがやきを放つ。

　その輝きはまるで液体のように鎧の表面を伝うと、足から地面へと渡わたり、そこから何かしら複雑な図形を描えがきつつ急速に広がっていく。

「クルツ！　狙えっ！」

　馬から飛び降りたクルツの身体を黒いモヤが覆う。

　瞬しゆん時じに銀の鎧姿となったクルツの兜かぶとの隙間からぼんやりと光る双そう眸ぼうが、蓮弥の視線の先を狙った。

　その間にも地面を侵しん食しよくしていく紫の光は、なんらかの図形を描きながら広く大きく広がっていく。

　広がりはかなりの速度を持って戦場全体を覆いつつあった。

「やっぱりか。クルツ、釣つり上げろ！」

「了りよう解かい、伯はく爵しやくさま」

　クルツの背後から放たれる無数の黒い蛇が戦場を走る。

　蓮弥が指し示した何かを狙って走るその黒い蛇へび達たちは、戦場の地面を覆い尽つくし始めた紫色の光の筋に触れると、唐とう突とつに元のモヤへと戻ってしまう。

　モヤへと戻ってしまったそれは引き戻されることもなくそのまま大気に溶とけ込むようにして消えてしまった。

　途端にそれらを操あやつるクルツが、小さく苦痛の声を上げる。

「クルツ、引き戻せ！」

「だいじょうぶ……だいじょうぶ伯爵さま」

　少しだけ苦しそうにしながらも残りの蛇達を、その紫色の光の筋に触れないように操るクルツは、さらに何なん匹びきかの蛇を失いつつも目的のものへと蛇をたどり着かせ、それに絡みつかせることに成功した。

「捕つかまえたよ伯爵さま！」

「よし、引っこ抜け！」

　気合の声を一つ上げて、銀色の鎧がその身体から伸のびている蛇の胴どう体たいを数すう匹ひき分、まとめて掴つかみ取ると力任せに引っ張った。

　あの蛇達に意識やら痛覚やらがあるのかどうかは蓮弥にも分からなかったが、あんな扱あつかいをされればさぞかし痛かったりするんじゃなかろうかと心配するほどの無造作な引きによって、何かの一いつ本ぽん釣づりのように龍人族の軍の中から引きずり出されたのはアルベルトである。

　何事か喚いているようにみえるアルベルトを、蛇達は有う無むを言わせずに四し肢しを封ふうじ、半ば引きずるようにして蓮弥達たちの下までその身体を移動させた。

　そして、アルベルトの身体が蓮弥とシオンが乗っている馬の足元まで引きずられた瞬間、ぎりぎりのタイミングで紫色の光が戦場を覆いきった。

　その瞬間に吹き上がるように紫色の光の壁かべが戦場を取り囲み、逃げ出そうとしていた兵士達の行く手を遮る。

　同時に地面から大小さまざまな金属の光こう沢たくを持った針が飛び出した。

　それらは大きいものは兵士達の身体のあちこちに突き刺ささり、小さなものはブーツの底を突き破やぶって足の裏を傷つける。

　その一撃で絶命できた者はまだ幸運であった。

　傷を負っただけで命を失わなかった者達は、傷の痛みによろめいたり、足を押さえて地面に転がったりしてしまったのだ。

　当然よろめいた先、転がった先にも無数の針が存在している。

　そこへ身体が転がればどうなるのかは誰にでも分かることだった。

　転がらずに済んだ者達もすぐに自分達がいずれは彼らと同じようにならざるを得ない状況に陥おちいったことに気がつく。

　それは、戦場を覆いつくした紫色の光の壁を越こえて外へ出ることができなかったからだ。

　まともに壁にぶつかって行った者達は、弾はじき飛ばされて無数に突き出している針の上に転がされ、そうでなかった者達も次から次へと出現する針に体中を傷つけられ、やがて力ちから尽つきては地面に膝ひざをついたり、手をついたりしてしまって悲鳴を上げる。

　彼らが傷つくたびに流れ出る血は、地面へと滴したたり落おちるとその地面に図形を描いている紫色の光の筋に吸い込まれていき、やがてその光の筋の大本である黒い鎧へと吸い込まれていった。

「逃とう走そう防止の結界に加えて、血を媒ばい介かいとした魔ま力りよくと生命力の吸収……えげつないことするねぇ」

　エミルが感心したように呟く。

　蓮弥がクリンゲの防衛機構について詳しよう細さいな知識を持っていれば、お前も似たようなことをしているだろうと突っ込みを入れるところだったのだが、あいにくと蓮弥は自分の統治する都市でありながら、エミルとフラウが作り上げた防衛機構の詳細を知らない。

　ついでにもしも蓮弥がそのような糾きゆう弾だんをしたのであれば、エミルはきっぱりとこう答えたことだろう。

　あれはあれ、これはこれ、と。

　実際エミルから言わせれば、今目の前で行われている行こう為いはクリンゲに設けられているものとはまるで異なるものであった。

　クリンゲにおける「簡易地じ獄ごく炉ろ」と呼ばれる代しろ物ものは、基本的には魔力を炉ろの中に通し、そこにいる生物の身体で増ぞう幅ふくさせて回収するシステムである。

　対して龍人族の軍がすっぽりと頭からつま先まではまってしまったこの罠わなは、ひたすら内部にいる生物から力を吸い取り続けるだけのものだ。

　つまりクリンゲのシステムは、きちんと運用するのであれば長く使えるものであるのだが、魔ま族軍が用意したものは、吸い取るだけ吸い取ってしまえば滓かすだけを残して使えなくなってしまうものであり、エミルから見れば設計思想のまるで異なる別物、ということになる。

　もちろん、内部に入れられてしまった生物からしてみれば、どちらにしても酷ひどいことになるのだけは間ま違ちがいなかったのだが。

「こんなアイデア、一体どこからあの黒い鎧は引っ張ってきたんだろうねぇ？」

「なんか元げん凶きようは基本的にお前とフラウな気がするんだが……」

「気のせいだよレンヤ。いくら私やフラウでも、こんな酷いものはそうそう作ったりしないものだよ」

　耳みみ障ざわりな真実よりも耳に心地ここちよい嘘うそが良い場合もある。

　あの炉の機構はクリンゲ防衛には絶対に必要なものであるのだがいつまでも隠かくし通とおせるものでもないのはエミルも分かってはいた。

　だがもしかすると蓮弥にバレた時点で撤てつ去きよを命じられてしまうかもしれない。

　ならばここで自分がするべきなのは一分一秒でも蓮弥に知られるタイミングを遅おくらせることしかあるまいと心に決めたエミルは、極きわめて自然な笑え顔がおで蓮弥の胡う乱ろんげな視線に対たい抗こうするのであった。







「伯はく爵しやく殿どのっ！」

　黒い蛇達はアルベルトの身体をすぐに解放したらしく、転がされていたアルベルトが勢い良く立ち上がって蓮弥に向き直るが、蓮弥は冷静にそれを見てからゆっくりと首を振った。

「罠にはまった奴らを助けてくれって言うなら、多分無理だぞ」

「そんな……」

「正式な手順で結界を解除するのには時間がかかるだろうし、そもそも解かい析せきしきれない。力技わざなのかあらかじめ用意されてたものなのか分からないが、結界の範はん囲いが広すぎてどこから手をつけたらいいやらさっぱり分からない。勿もち論ろん、こちらから力任せに破ることはできるとは思うんだが……」

　言こと葉ば尻じりを濁して、自分の右手の平を見た蓮弥はどことなく申し訳無さそうな感じで続ける。

「結界と地面の罠を一緒くたに吹ふっ飛ばす魔術を行使すれば、中にいる兵士はもちろん助かるわけがないし、向こうにある都市にも多大な被ひ害がいが及およぶことはほぼ間違いないと思うんだ」

　蓮弥が保有する魔力と、エメドラからもらった知識を動員すれば黒い鎧よろいが張った結界と罠自体を根こそぎ吹き飛ばす魔術を使用することは、それほど困難な話では無いと思われた。

　しかし、そんなものを行使すれば結界の中にいる兵士達が無事でいられるわけがない。

　壁だけなのであれば、壁を壊こわせばいいのだから兵士達に当らないような角度で魔術を放てば事足りたのであるが、地面から伸びる針の罠を壊すにはどうしても地面へ魔術を撃ち込む必要がある。

　針に突つき刺され、痛みにもがいている兵士達に避けろというのも無理な話であり、さらに兵士達が死なない程度の弱い魔術ではおそらく罠を破ることができない。

「手て詰づまり、だな」

「そんなっ！」

「考えてはみるが……とりあえずお前はあれをなんとかしてこい」

　蓮弥が指差した先には、結界の範囲に巻き込まれなかった龍人族の軍の後ご詰づめの兵士達が、結界の向こうの光景に混乱に陥りつつあった。

　かなり巨きよ大だいな結界を張ったとはいえ、前に出て戦っていた歩兵と、戦車や騎き馬ばを保持する為ために残された後詰の軍とを一緒に閉じ込める程ほどに巨大なものは作れなかったらしい。

「奴らを落ち着かせて下がらせろ。奴らまで食われるような事態になったらもう手がつけられなくなるぞ」

　司令官であったライナスがあっさりと死んでしまったという現実に取り乱している兵士達を、再度取りまとめるためにはなんらかのインパクトが必要だろうと蓮弥は思っていた。

　勇者であるアルベルトの声掛かけは、インパクトという点においては十分だろうとも。

「……承知しました」

　他に自分ができることは無い、と瞬時に判断したのかアルベルトは蓮弥の言葉にわずかに迷いを見せはしたが、すぐに頭を下げると混乱に陥りつつある軍目掛けて駆かけ出していく。

　その背中を見送った蓮弥はアルベルトが十分自分達から離れるのを見計らって小さく息を吐ついた。

「さて、俺おれ達たちはこっちをなんとかしないといけないわけなんだが」

　正直なところ、犠ぎ牲せいを抑えてなんとかしろと言われても困る蓮弥だったりする。

　逆に犠牲を考えなくてもいいと言われればどうとでもする自信もあったのだが。

「そうだねぇ。このまま放っておくと、あの鎧が何千人分かの龍人族を食い尽くしてしまうわけだからねぇ。全部が終わった後にあれを相手にするのはちょっとごめん蒙こうむりたい気分だねぇ」

　目を細めて結界の壁の向こうの光景をエミルが見つめる。

　そこでは控えめに言っても到とう底てい太陽の下では行われることの無いようなほぼ拷ごう問もんといった光景が繰くり広ひろげられているのだが、エミルの表情が硬かたくなったりすることは無い。

　エミルはともかくとして他の面子メンツはさぞかしこの光景に動どう揺ようしているのではないかと蓮弥が見回せば、大体が一様に顔を曇くもらせたり、目を背けてなるべく見ないようにしている中で、シオンだけがきょとんとした表情のまま、顔色も変えずにエミルと同じ方向を見ている。

「平気なのか、シオン？」

　どう考えても女性が目にして平静でいられるような光景ではない。

　もしかして感情の揺れが振り切ってしまったのだろうかと心配になり、声をかけた蓮弥に対して答えるシオンの言葉は平常とさして変わらない口調だった。

「ん？　うんまぁ……ちょっと酷いかなとは思うが、レンヤが後ろにいてくれてるし……それに」

　一いつ旦たん言葉を切って、シオンはなんと言うべきなのか考えた後でぽろっと漏らした。

「他国の民たみだし？」

　さらりと言ってのけたシオンに全員がぎょっとした視線を向ける。

　頬に軽く汗あせなど浮うかべながら、蓮弥が代表して全員が頭に思おもい浮かべたであろう言葉を口にした。

「結構酷いこと言うな、お前」

「えへへ……」

「褒ほめてないからな？　本当に褒めてないからな？」

　頭をかきながら照れ笑いするシオンに念を押すように蓮弥が繰り返かえす。

　反応からしてきちんと言っておかないと、本当に褒められたものと勘かん違ちがいしたまま進みかねない危あやうさがシオンには全く無いとは言い切れない。

「とりあえず、その話は棚たな上あげしておくとしてですよ」

　なんとも言えない雰囲気になったところへ、グリューンが努めて平静な声で割り込んでくる。

　他の面子が言葉を切り出せない中で、年長者としてここはなんとか空気を変えようと口を開いたらしいグリューンの気き遣づかいに、シオンを除いた全員が無言の感謝を捧ささげた。

「我々があの黒い鎧に接近する為には、どうしても結界を解く必要があります」

「道理だな」

　足元の針はどうにか飛ぶなりなんなりするとしてもまずは黒い鎧に接近する為には中と外を隔へだてている紫色の光の壁が邪じや魔まになる。

「ですからここは大人しく、結界の解除方法を探すところから始めるべきではないかと思うのですが、いかがなものでしょうか？」

「正論ですが……」

　遠えん慮りよがちにローナが手をあげる。

「それはどのくらいかかるのでしょう？」

「そうだねぇ」

　エミルが結界を凝視しながら唸うなった。

「私の見立てだと……一時間くらいあればなんとか穴くらいなら……」

「中に生存者が残ってると思うか？」

　答えはわかりきってはいたが、一応念ねんの為と尋ねてみる蓮弥。

「はっはっは。レンヤったら人が悪いねぇ。一時間もあんな状態で苦しんだら生存者なんて残ってるわけがないじゃないかねぇ？」

　朗ほがらかに笑うエミルではあるが、蓮弥達の表情はどんよりと曇る。

　言われるまでも無く分かっていた現実ではあるが、改めて言葉にされるとずっしりと重くのしかかってくるものを感じずにはいられない。

「犠牲を少なくするというのは無理なようなのですから……諦あきらめて強行突とつ破ぱをお勧すすめしますが？」

　クロワールが提案する。

　龍人族であるアルベルトが聞いたら止めるか怒おこり出しそうな提案ではあったが、他にいくら考えてみたところで妙みよう案あんが浮かぶような状態でもない。

「伯爵さま？　ボクが行こうか？」

　他に手が無いならば仕方ないかと蓮弥が思い始めた辺りで、クルツが突然そんなことを言い出した。

「ボクならあの針だらけの道、進める気がするんだけど」

　言われて蓮弥はクルツを見る。

　現在のクルツは全身銀色の板金鎧姿だ。

　その頑がん丈じようさは蓮弥が過去に色々と試ためした上で保証されたものであり、クルツの意識がしっかりしている状況においてはその装甲が破られるということは考えづらい。

　仮に破られたとしても、鎧の内部にいるクルツは自分が発生させている黒いモヤに守られた状態であり、すぐさま傷を負うような状況には無い。

　心配事があるとするならば、結構あちこちに隙間のある鎧であり、その隙間を貫かれた場合やや危険ではないかと思われるくらいだった。

「伯爵さまを背せ負おってあの黒い鎧の所まで届ければ、あとは伯爵さまがなんとかしてくれるんでしょう？」

「うん？　うーん……たぶん、まぁなんとか？」

「だったら話は簡単なんじゃねぇか？」

　レパードが口を挟はさむ。

「俺おれらであの壁にクルツが潜くぐれるような穴を開けて、クルツに突とつ撃げきしてもらえばいい」

「俺は？」

「あんたはクルツにでも背負ってもらえばいいじゃねぇか？　その鎧状態ならあんた一人くらい背負うのはわけねぇだろ？」

「いくらレンヤがあの鎧に接近できても、足場が無い状態で戦うのは無理でしょう？」

　ローナが慌てて懸け念ねんを表すが、クルツが元気よくそれに答えた。

「だったらボクが伯爵さまの足場になればいいね！」

「いいのか？　あの針はともかくとして、紫色の光に触れると……蛇は消されたし、痛みを覚えたんじゃないか？」

　心配そうにそう尋ねた蓮弥に、クルツは少し考えて。

「ちょっと痛かったけど、我が慢まんできないほどじゃなかったし。ボクがいないと伯爵さま、あそこじゃ戦えないんだからボクがんばるよ？」

「そうか。じゃあ頼たよりにさせてもらおうか」

「そうと決まれば早い方がいいぜ。穴を開けるのは俺らに任せときな」

　レパードが拳こぶしを打ち鳴らし、グリューンが双そう刀とうを引ひき抜く。

　クルツが蓮弥をちょいちょいと手招きし、蓮弥が近づくとしがみつきやすいように背中を向けて腰を落とした。

「なんだかクルツに背負われるのって、妙みような気分になるな」

「おじーちゃんみたいだね！」

　冗じよう談だんのつもりで言ったのであろうクルツの言葉に軽い笑いが周囲から漏もれるが、一人蓮弥だけは孫に背負われる気持ちってこんな感じなんだろうかと真ま面じ目めな顔で考えながら、クルツに背負われていく。

「手で支えられないから、別なので押さえておくねー」

　言った先からクルツの背中に黒いモヤが発生する。

　それは蛇のように具現化することはなかったが、蓮弥の身体にそっと沿うように発現して蓮弥の身体を支えだす。

　初めてそのモヤに触れた蓮弥であったが、心配していた程不気味な感じもせず、なんだか湯気のようなもやっとした暖かさに包まれるのを感じていた。

　考えてみれば、そのモヤのどこかにあの巫女みこ二人を収納したままであるのだから、冷たかったり悪お寒かんを覚えるような代物であるわけがないのだが、それでもそのモヤが時として敵を食らい尽くす武器になったりもするのだから、蓮弥の心配も無理は無いと言える。

「準備できたよー」

「よしっ、それならちっと気張ってみるか！」

　レパードが胸の前で何かを抱かかえるように手の平同士をを向かい合わせて空間を作る。

　その構えは少し前にレパードが見せた大おお技わざの構えであり、巻き添えを食わぬようにと他のメンバーは蓮弥達から間合いを取る。

　レパードの隣となりではグリューンが抜き放った一いつ対ついの刃を、左半身の構えとなり、胸の高さで左手を前に、右手を胸むな元もとに構えて刃が一直線上に並ぶように構えた。

「お、いいねぇグリューン、そっちもなんか大技っぽいじゃねぇか」

「あまり使いたい技ではないのだが、この場合は致いたし方かたあるまい」

「先手はどっちが行こうか？」

「お譲ゆずりする」

「よし、任せなっ！」

　胸元に作られた空間に、轟ごう々ごうと空気が収束していく。

　たっぷりと溜めを持って形作られた大気の塊を、レパードは気合の声と共に結界目め掛がけて打ち放つ。
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　一軍すら切り裂さいた大気のドリルは、龍りゆう人じん族の軍を捕とらえている結界の壁に直ちよく撃げきすると、その壁を大きく揺らしながら周囲に風をぶちまける。

　壁は大きく歪ゆがみはしたのだが、大気のドリルがそれを貫くような気配は無い。

　舌打ちするレパードの、技の威力が残っている間に、今度はグリューンの構える一対の刃が魔力の光を放った。

「これは雌し雄ゆう一いつ対ついの翼つばさ。合わせて共に羽ばたかん。万ばん象しよう悉ことごとく貫いて、飛べ比ひ翼よく！」

　一直線に並べた一対の刃が、魔力を帯びて一条の光となる。

　軽く腰を落として、衝しよう撃げきに備えたグリューンが命じれば、その光は耐たえようとしていたグリューンですら耐え切れない衝撃を残しつつ、レパードが結界に大技を打ち込んだ部分に突き刺さった。

　レパードの技で大きく歪んでいた壁は、グリューンの追つい撃げきを受けて無数の亀き裂れつが走る。

　だが、破られるところまで到とう達たつしない。

「嘘だろおい」

「勇者二人がかりで抜けないとは……」

　もしかして、あっさりと壁を抜いてしまったのならば。

　壁の向こうに甚じん大だいな被害をもたらしてしまうかもしれない。

　そんな無意識下の制動が働いたのか、もしくは張られている結界が周しゆう到とうに準備されつくした代物であり、勇者の力すらも受け止めきれるものであったのか。

　壊れかけはしたものの、壊しきれなかった壁にレパードとグリューンが驚きよう愕がくの表情を浮かべる中、蓮弥を背負ったクルツが勇者二人がかりで作った結界のヒビへと突進する。

「大だい丈じよう夫ぶ！　二人で駄だ目めなら……」

　修復しようとする結界の壁に、クルツが放つ黒い蛇へびの体当たりがそうはさせじと襲おそい掛かる。

　壁に当たっては弾かれる蛇達を諦めることなく繰り出だし続けながら、クルツは突進する速度はそのままに右の拳を振り上げた。

「三人で破ればいいっ！」

　拳が結界にあたる瞬しゆん間かん、クルツの拳は黒いモヤを纏まとう。

　モヤを纏ったクルツの拳と、紫色の光の壁が激げき突とつした途と端たん、聞くものの精神に不快感を与えるような割れた甲高い音が周囲に響ひびき渡った。

　クルツの背中にしがみついていた蓮弥は思わず耳を押さえるが、押さえても尚なお聞こえてくる不快な音に眉まゆ根ねを寄せ、軽く歯を食いしばって耐える。

　三人目の勇者の攻撃を、結界が受け止めた時間はほんのわずかなものであった。

　流石さすがに連続した勇者の攻撃には耐え切れず、結界は砕くだけてぎりぎりクルツが通れるくらいの穴が開く。

　ただ、結界を形作る為の魔術はまだ生きており、すぐに開いた穴の修復を始めるが、突進していたクルツはそれよりも早く結界の内部へと侵しん入にゆうする。

　異物を感知して地面から襲い掛かる無数の針。

　それらを鎧の表面で弾はじき、足で踏ふみ折り、背負っている蓮弥へは届かないように黒いモヤで防ぼう御ぎよしつつ、クルツはこの結界の元凶である黒い鎧よろい目め掛がけて突き進むのであった。







第三章　奪還線終幕らしい







　踏み砕いた針の破は片へんを撒まき散ちらしつつクルツが駆ける。

　呻うめいたり、悲鳴を上げながらあちこちに転がっている龍人族の兵士達たちの身体を踏まないように、また地面で妖あやしく光を放っている紫色の線を踏まないように、かなり気をつけながらの疾しつ走そうではあったが、鎧の重量まで考えればクルツの移動速度は異常に速い。

　その背中に負われている蓮れん弥やは、足だけでクルツの身体にしがみつきつつ、腰から刀を抜ぬき放つ。

　上下左右に不規則に揺ゆれるクルツの背中でそんなことをすれば、ともすれば振り落とされる可能性もあったのだが、蓮弥自身がもつバランス感覚と足の力、それに加えてクルツが黒いモヤで支えてくれている為にかなり安定して背中にしがみついていられるからこそできる芸当だった。

　しかし、蓮弥はわずかに顔を歪める。

　どうしたところで十分な足場を確保できないことには変わりがなく、その状態ではいくら蓮弥といえども十全に刀を扱えるわけがない。

　もう少し、装甲の厚い装備を身に着けるべきだっただろうかという考えが一いつ瞬しゆん頭をよぎるが、すぐに蓮弥はその考えを振ふり払はらう。

　速度と体さばきの素す早ばやさが蓮弥の戦い方の持ち味であり、それを殺すような装備はいくら必要に思えても蓮弥自身の戦せん闘とう能力を落とす結果にしかならない。

「伯爵さま！　攻こう撃げきが来る！」

　クルツの警告に視線を黒い鎧へと向ければ、結界を破って内部に侵入してきた敵を迎撃するべく、黒い鎧がハルバードを構え、その背後から無数の黒い鎖くさりが、疾走するクルツ目掛けて放たれるところであった。

　対するクルツも黒い蛇を無数に放って鎧の攻撃に向かい合う。

　両者の間で鎖と蛇が激突し、鎖が蛇を貫き、蛇が鎖を食いちぎって拮きつ抗こうする。

　だがクルツの背中でそれを見ていた蓮弥には、わずかにだがクルツが押されているのがすぐに分かった。

　結界内部にいる龍人族の兵士達から力を吸い上げ続けている黒い鎧とは異なり、クルツは現在外部からの補給が全く無い。

　両者が同じくらいずつ消しよう耗もうし続けるのであれば、当然回復手段の無いクルツが先に力尽きるのは自明だ。

　だからといって、その辺りに転がっている龍人族を食べていいとも言えない蓮弥である。

　心情的には、助かりそうに無いのもいるのでいいんじゃないかと思う部分が無いわけではないのだが、対外的にかなり不味いことになるのは蓮弥でなくても分かる現実だ。

「足りない分を補うのが俺のお仕事かね」

　ぼやくように呟つぶやいた蓮弥はクルツの背中をよじ登り、肩かたへ足をかけるとそのまま、クルツが放っている蛇達の背中を足場に走り出す。

　激しく揺れる上に不安定な足場をものともせずに、鎖と蛇とが激突している部分まで一気に駆け抜けた蓮弥は軽い跳ちよう躍やくの後、今度は鎖を足場にして黒い鎧へと肉にく迫はく。

　わずかな動揺の気配を覗のぞかせつつ、鎖を操るのを止めた黒い鎧は、鎖が勢いを失う前に跳躍して頭上高くに舞まい上あがった蓮弥目め掛がけてハルバードを振るう。

　それに対して蓮弥は落下しつつ一度空中で前転を行うと、遠心力をたっぷりと乗せた一いち撃げきを切り上げてくるハルバードの刃はに合わせた。

　落下速度に加えて遠心力と全身のバネまで使って放った渾こん身しんの一撃は、切り上げてきたハルバードの斧おのの部分の刃に、その刀身の幅はばの倍ほどの深さまで切り込んだが、一気に切り飛ばせるかと思った蓮弥の予想はあっさりと裏切られる。

「止めた、かよ」

　深々とハルバードの刃を切り込んだ蓮弥の刀ではあったが、その深さまで到達した途端にそこでがっちりと受け止められてしまったのだ。

　一度受け止められてしまうと足場の無い蓮弥はそこから力のいれようが無い。

　勢いを失った蓮弥に対して黒い鎧は刃の部分を引き戻もどすと、反対側の柄つかの部分で蓮弥のわき腹を狙ねらった薙なぎ払いを行う。

　空中にあって足場の無い蓮弥はそれを回かい避ひする術すべは無かったのだが、刃の無い柄側の攻撃ならばと足の裏でその一撃を受け止めつつ、勢いに逆らわずにその柄を足場として大きく跳んだ。

　それで間合いは広がるが、蓮弥に着地するべき地面は存在しない。

　無数の針がその切っ先を上に向けている地面へ、蓮弥は多少の傷は覚かく悟ごの上で着地することを決めるが、そうはさせじとクルツが大きめの針に黒い蛇を絡からませ、それを引き寄せる勢いで高速の移動を行った。

「伯爵さま！　こっち！」

　呼ぶ声に反応して、蓮弥が大きく伸しん身しんで宙返りをする。

　地面から伸びる針をへし折りつつ着地地点に回りこんだクルツの方へと着地した時には、蓮弥は勢いのほとんどを殺した状態で、本当に音も無く優やさしい着地を決めてみせた。

「クルツ、良い判断だ」

「伯爵さま、重さが無いみたいだったよ」

「蹴けり飛ばす勢いで着地するのも酷い話だからなぁ」

　実際はクルツが身に纏っている鎧と蓮弥との重量差からして、かなりな勢いで着地してみてもクルツは微び動どうだにしなかった可能性が高かったのだが、そこは蓮弥としては気分の問題というやつである。

「しかし、まさか今のを受け止められるとはな」

「伯爵さま、きちんと魔力強化してないし……あの大きな武器、鎖と同じみたいだからね」

　クルツに言われて蓮弥はふと思い出す。

　確かにきちんとした魔力による身体強化の技術をエメドラから教わっていたというのに、いつもと同じようになんとなくという感じで斬きり付つけてしまっている。

　ただこれは、蓮弥に魔力で自分を強化するという概がい念ねんが無いことも原因として挙げられることであり、一いつ朝ちよう一いつ夕せきにその癖くせが身につくはずも無い。

　それよりも蓮弥はクルツの言葉の中で気になった一言を尋たずねてみる。

「あのハルバード、鎖と同じなのか？」

「うん、そうみたい。伯爵さまの攻撃を受け止められたのは、鎖に回している分を武器に回しなおして修復したせいだと思うよ？」

　言われてからもう一度黒い鎧の姿へと目をやれば、確かに腰こしから伸びていた多数の鎖のほとんどがいつの間にやら消失してしまっていることに気がつく。

　どうやら蓮弥の斬撃を受け止められたのは、武器の強度のせいでも黒い鎧の技量のおかげでもなくただ切きり裂かれる端はしから修復していった結果、修復速度の方が上回ったせいで受け止められたように見えた、というのが実際のところのようであった。

「つまり、斬って斬れないものではないというわけだな」

「ボクは楽になったよー」

　鎖を構成していた力を武器の方に回したせいで鎖の本数が激減し、蛇と鎖のせめぎあいは蛇の方がかなり優勢になっていた。

　手数で勝まさるクルツの攻撃は、かなりの頻ひん度どで黒い鎧まで到達するようになっていたが、そちらは黒い鎧が振り回まわすハルバードの刃に阻はばまれて本体までは届いていない。

「そのまま押おし切れるか？」

「うーん？」

　蓮弥を肩に乗せたまま、クルツは首を傾かしげる。

　しばらくそうやって考えていたクルツは、やがて頭を左右に振った。

「駄目みたい。回復してるもん」

　一旦は押していたクルツの蛇だったが、黒い鎧のハルバードに弾き返されている間に少しずつではあるが鎖の本数が復活し始めているのにクルツは気がついた。

　それは地面に転がっている龍人族の兵士達から、黒い鎧が変わらず力を吸い上げていることに由来しているのだろうことはクルツにはすぐ分かった。

　中にはほぼミイラになりかかっている者や、ミイラを通り越して塵ちりとなって崩くずれかけている者も出てきてはいたが、まだまだ力を残している兵士は多いらしい。

「厄やつ介かいだな。数が数だけにまだまだ回復の余地が残ってるのか」

「回復できないようにすればいいんじゃないかな？」

　足元に転がっている兵士達にちらりと目を向けるクルツ。

　なんだか嫌いやな予感はするものの、一応蓮弥は礼れい儀ぎとして尋ねてみることにした。

「その方法は？」

「転がってる回復薬のお掃そう除じ」

「……やめとこうか、人聞きも悪いし」

　こんこんとクルツの兜かぶとを拳で叩たたきつつ蓮弥は言い聞かせるようにそう言った。

　言われたクルツはやや不満だったのか低く小さく唸ったが、強行するほどに執しゆう着ちやくしているわけでもなかったのか、蓮弥の言葉に頷うなずいた。

「でも伯はく爵しやくさま。あの鎧が回復し続ける限りは、いずれみんな塵になっちゃうよ？」

「それもまぁそうなんだろうが……俺達が手を下すと色々問題が出るだろうしな」

　既すでに問題の種はできてしまっている。

　あの頭の固い賢けん人じん会の、さらにそこの会頭の息子むすこがあっさりと戦死しているという事実は後でいくらでもトラブルの種となるだろうことであり、密ひそかにではあるが蓮弥は頭を痛めていた。

　一万もの兵の司令官なのだから、そうそう死ぬことは無いだろうと高をくくっていたのだが、こんなことになるのであれば簀す巻まきにして転がしておけばよかったと思っても後の祭りである。

　起きてしまったことはもう仕方がないと諦めるとして、これ以上トラブルの種を抱え込みたくないというのが蓮弥の正直なところだ。

　結果的に全ぜん滅めつ、ということになりかねない状態なのは分かりきっているのだが、それを自分達がやりましたというのと、魔族がやりましたというのとでは天地程の開きがある。

「一気に切り崩して……なんとかならないかな」

「ボクはどうでもいいんだけど、決めるなら早く決めないと全快されちゃうよ、伯爵さま」

　鎖による攻撃が少しずつ激しさを増しているのをクルツが感じ取っている。

「決め手に欠けるんだが、もう一度切り込む。また拾ってくれるか、クルツ？」

「そっちは任せて。あとちゃんと強化してから行ってね伯爵さま」

　またそれを忘れてクルツの肩を蹴って飛び出しかけた蓮弥をクルツの声が引き止める。

　どこか笑いを含ふくんでいるようなクルツの言葉に、蓮弥は憮ぶ然ぜんとした表情を一瞬向けてから、言われるのは自分の不注意なのだからと考え直してクルツの言う通りに魔力による強化を始める。

　始めるといっても何らかの呪じゆ文もんがあったり、儀ぎ式しきを行ったりするわけではない。

　基本的には身体の中に流れる魔力をきちんと自覚し、その流れを強く太く、そして淀よどみなくするのが魔力強化の基本だ。

　これが自分の身体でなく物品だったりする場合には流し込む魔力の量と流す先の物品に魔力の通り道となる回路を形勢したり、それを維い持じさせたりするという作業が加わることになるのだが、自分の身体を強化するだけならばそのような面めん倒どうな手続きは必要ない。

　蓮弥は一度目を閉じて、魔ま力りよくの流れをイメージする。

　それはまるで血の流れのように太く大きな流れから細かく枝分かれをし、身体の隅すみ々ずみに至るまで、細さい胞ぼうの一つ一つに魔力が行いき渡わたるようなイメージだ。

　蓮弥の知識に、人の身体とは細胞が寄り集まってできたものであるという知識があるせいだったのだが、ここで蓮弥は一つ勘違いを犯おかしていた。

　この世界における魔力強化の方法は、例えば腕うでなら腕の中に一つの流れをイメージするのが普ふ通つうであり、人体でいうならば骨のような状態でイメージをするものだった。

　しかし下手に細さい胞ぼう等などという知識を持ち合わせている蓮弥は、細胞一つ一つに魔力を行き渡らせて強化するものだとばかり思い込んでしまい、その結果として骨ではなく血管をイメージして魔力を流し込んでいる。

　一いつ般ぱん的てきな魔ま術じゆつ師しがそれと同じ規模のことを行えば、あっさりと魔力切れで意識を失うような膨ぼう大だいな魔力の消費も蓮弥にとっては苦にならず、同じ細かさで流せばその制せい御ぎよにあっさりと失敗するであろう緻ち密みつさで蓮弥は全身の魔力による強化を行ってしまったのだ。

　結果どうなるのかといえば、魔ま術じゆつとはかけた手間と注いだ魔力の量に比例した威い力りよくを発揮する技術であり、それと同様のことが起きるに決まっていた。

「あれ？　なんだか……嫌な感じがするよ、伯爵さま」

　肩の上に乗っている蓮弥の身体から感じる気配に、クルツが戸と惑まどったような声を上げるが、集中している蓮弥は気がつかない。

　猛もう烈れつに嫌な予感に襲われたクルツは、一度強めに力を放出して蛇へび達たちを操あやつり、黒い鎧が放つ鎖をまとめて押し戻すと、一瞬できた余よ裕ゆうの中で蛇達を地面へ突き刺さして自分の身体を固定させるのに使用し、蓮弥に声をかけた。

「いいよ伯爵さま！」

「うん……行ってくる」

　蓮弥がクルツの肩を蹴って飛び出した瞬間。

　クルツは蓮弥を乗せていた側の肩が猛烈な悲鳴を上げるのを聞いたような気がした。

　ワイバーン等などに叩きつけてもへこむことすらなかった装そう甲こうが、蓮弥の足の裏が残した衝撃にへこみかける程のダメージを受け、足は踏ん張ばっているというのに何ｍも後方へと大地を削けずり取とりながら後退してしまう。

　当然、大地に身体を固定する為にアンカーのように突き刺していた蛇達の、胴どうがみちみちと音を立てて引きちぎられてしまうのをクルツは背筋が凍こおる思いで見つめていた。

　一体何が起きた、と思ったのはクルツだけではない。

　蓮弥の方もクルツの肩を蹴ったと思った次の瞬間には目の前に黒い鎧が迫せまってきているという事実に慌あわてふためいていた。

　クルツの肩を借りているのだからと、それほど強く蹴った覚えもないというのに、気がつけば目の前に敵がおり、その敵も蓮弥が何故なぜそこにいるのか理解できないようで、鎖による迎げい撃げきもハルバードによる攻撃も全く行われぬままに立たち尽つくしている。

　何が起こったのか考えることは後回しにしてとにかく黒い鎧を無力化し、結界と罠わなを解かないことには犠ぎ牲せい者しやは増える一方なのだからと湧わき上がる疑問を押し殺ころして蓮弥はまだ反応を起こしていない黒い鎧に向かって刀を一いつ閃せんさせたのであった。







　一閃は黒い鎧の胸元を右から左へと通とおり抜ける横一閃だった、と蓮弥は思っている。

　だった、とか思っているというのは蓮弥本人にとって、その一撃がまるで手ごたえの無い、本当に放ったのか放っていないのか後になってから考えてもなんとなくあやふやな印象しか残っていない一撃だったからだ。

　大体、何かを斬った時というのはその斬った物の手ごたえが残るものだった。

　その手ごたえがたまらなく好きだ、等と人斬りを生なり業わいとしていて既に後あと戻もどりできない魔ま界かいまで踏み込んでしまっている者のような言葉を口走る気は毛頭無い蓮弥ではあったが、それでもやはり斬ったからには斬ったのだと分かる手ごたえが無くては実感も湧わかない。

　その一閃はただ黒い鎧よろいの右側の肘ひじと肩の間辺りから鎧へと食い込み、途と中ちゆうで鎧が持っていたハルバードの柄を一いつ緒しよくたに通り抜けて左側から抜けただけだった。
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　ただそれだけのことだったというのに、それだけのことで何もかもが裂けた。

　黒い鎧の、蓮弥の刀が通り抜けた線から上の部分が、これもやはり音も無くその下の部分からズレて行き、握にぎっていたハルバードは柄が二つに断たたれて支えを失った両りよう腕うでと共に重力に引かれて地面に落ちる。

　落ちた腕とハルバードの残ざん骸がいが地面に触ふれるよりも先に、今度は黒い鎧の背後にあった大きめの針が次々と同じ高さで断ち切られ、さらにその向こう側で外と内を隔てていた紫むらさき色いろの結界の壁かべが裂けた。

　断ち切られた針は魔術の構成自体が壊れたのか、針としての形を保っていることができずに塵と消え、結界の壁はざっくりと裂けてしまって壁の向こうの風景が見えるようになっていたが、ゆっくりと修復を始めている。

　一体何が起こった、と驚おどろいてる暇ひまは蓮弥には無かった。

　何せ何もしなければ斬った黒い鎧に激突する以外ないコースを飛んでいるからだ。

　そして自分でも予想していなかった強化の結果、激突までの時間はほとんど無いことも分かっている。

　表面上平静に、心中はやや慌てた感じで一撃を振り抜いた体勢から、立ち尽くしている黒い鎧の腹部辺りに足をつけると、今度はクルツの時とは違ちがい加減無しに蹴り飛とばす。

　どう聞いても人間が鉄板を蹴り飛ばした時には出そうにない音を立てながら、蓮弥の身体は今跳んできた経路をそのまま逆さになぞるようにして後方へと跳ぶ。

　蹴け飛とばした黒い鎧がどうなったのかは蓮弥は興味が無かったのだが、唯ただ一つ自分が足場にしたクルツの身体が、かなり後方まで滑すべっていったのに加えて、結構な衝撃があったのか片かた膝ひざをついてしまい、すぐには動けそうに無いことを黒い鎧に攻撃を仕し掛かける前に見て取っていた。

　あの分では蓮弥が黒い鎧を斬って、どこか別な場所に着地しようとしても、おそらく回収には来られないだろうと判断した蓮弥は、自分からクルツの所に戻るようにしたのだ。

　少しでも勢いをつけて着地してしまったら、またクルツにダメージを与あたえてしまうかもしれない。

　そう考えてしまう蓮弥は、また空中で何回転かしてから勢いを殺してクルツの肩へと着地する。

「大丈夫か、クルツ」

　肩へ降り立った蓮弥が、ぽんと兜の頭を手の平で叩きつつ尋ねると、少しだけ苦しそうなクルツの声が答えた。

「伯爵さま……今のなに？　ボクだけじゃ耐え切れなかったし、蛇達もかなり千切れたよ……」

「いや、普通に身体強化しただけなんだが……」

　どこか間ま違ちがっただろうかと蓮弥はエメドラからもらった魔術の知識をさらってみるが、魔力による身体強化については、何度思い返しても「魔力を身体に通して能力を強化する術」と知識上ではなっているし、強化方法に関しても間違ったことはしていないように思えた。

「あれが普通の身体強化？」

　クルツの視線の先では、蓮弥に蹴り飛ばされた黒い鎧が地面から伸のびる針を片かたっ端ぱしからへし折りつつ、何か色々と巻き込みながら紫色に光る結界の壁に激突して土つち煙けむりを上げているところだった。

　蓮弥の斬撃で大きく切られていた結界の壁は、その一撃が駄だ目め押おしになったようで鎧が激突した部分と蓮弥が切り裂いた部分から無数の亀裂が生まれ、やがて粉々に割れて消しよう滅めつする。

「すっごく痛かった」

「ぬぅ……それはすまないことをした」

　内と外とを隔てる壁が消滅したことで、外で待機していた龍人族の後ご詰づめの軍が結界内部で倒たおされていた兵士達を救助しようと前進を始めたのが蓮弥達たちの所からも見えた。

　だが壁は消えたものの、地面から伸びる針の方は未いまだに健在であり、救助に入ろうとした兵士達の行く手を遮さえぎってたたらを踏ませている。

「結界は壊こわしたが針が残っているということは、術者がまだ健在、あるいはどこかに陣じんが残されている、ということだな」

「術者の方じゃないかなー？」

　言いながらクルツが指を指す。

　そこでは胸から上の部分をすっぱりと無くしてしまった黒い鎧が、それでもなんとか立ち上がろうとしているところであった。

　鎧の切り裂かれた部分からは、じゃらじゃらと音を立てながら黒い鎖が零こぼれ落おちており、中には蓮弥もクルツも予想はしていたが、なんらかの人なりなんなりが詰つまっている様子が無い。

「鎖が本体？」

「うーん？　ボクの蛇と当ててみた感じでは、鎧も武器も鎖も一緒に同じ感じだったよ？」

「ふむ？　ということはだ……」

　もしかしてと見守る蓮弥の前で、地面に落ちていた黒い鎧の腕や兜がその形を失って消えていく。

　それらは地面に描えがかれている紫色の光の筋に吸い込まれるようにして、立ち上がった黒い鎧へと集まっていくとその足元から身体へと吸い上げられていった。

「やっぱり再生するか」

　鎧の断面が盛り上がり、零れ落ちていた鎖が収納されていくと、それほど間を置かずして黒い鎧の全身が斬られる前の状態に復原してしまう。

　真っ二つにしたハルバードも元通りとなり、耳みみ障ざわりな金属が擦こすれる音を立てながら黒い鎧は再びハルバードを構えなおした。

「定番ならどこかに核かくがあるんだろうけど」

「どこにあるのかなーそれ？」

　腕を組み、首を傾げてみせるクルツに蓮弥は答える言葉を持っていない。

「面倒だから全身一気に消失……」

「あはははは、伯爵さま。そのオチはボクでも分かるよー」

　お気楽な調子でクルツにそう言われてしまった蓮弥は無言で傍かたわらにあるクルツの兜を拳で軽く小こ突づく。

　思ったよりもずっと良い音がして、軽くではあるがクルツがよたよたと体勢を崩した。

「だ、だって事実じゃない、伯爵さまー」

　小突かれた所を押さえながらクルツが抗こう議ぎしてくるが、蓮弥はそれを視線だけで黙だまらせる。

「思っていても口に出してはいけないことは一いつ杯ぱいあるんだぞ、クルツ」

「理り不ふ尽じんです、伯爵さまー」

　クルツの場合、鎧は蓮弥が適当に作ったものであるので外側を叩いてみたところで中のクルツに影えい響きようがあるわけでもないのだが、クルツは律りち儀ぎに小突かれた所を押さえて泣き言を漏らす。

　どこか哀あわれみを誘さそうような口調に、そこまでできるようになったのかと思いつつも蓮弥は再度、兜を小突いてクルツの注意を黒い鎧へと向けさせた。

　身体と武器を完全に修復し終えた黒い鎧は、ハルバードを構えたまま蓮弥達の方へと歩み寄ろうとしていたが、その動きは蓮弥に斬られる前と比べると明らかに遅おそい。

　斬るという行こう為いが完全に無む駄だではなかったらしいことを見て取った蓮弥は、外から見える分にはそんな想おもいは微み塵じんも感じさせずに一人ほっと胸を撫なで下おろす。

「刻んでいけばいずれは倒せそうな気配だな、あれ」

「そうだねー」

「足場さえきちんと確保できれば、難しいことじゃないんだがなぁ」

　飛んでくる鎖はそれなりに厄介な武器ではあったが、それを除いてしまうと単に鈍どん重じゆうな鎧のお化けでしかないというのが蓮弥の黒い鎧に対する印象だった。

　そんな印象を持っているだけに、足元が針で覆おおいつくされており、まともに斬りあいを行うことが難しい現状に苛いら立だちを募つのらせてしまう。

「そもそもがあの鎧は一体何なんだ？　クリンゲに襲しゆう撃げきに来た魔ま王おうの分身みたいなものか？」

「それはボクに言われても……あんまり良くないモノなのはなんとなく分かるけど」

　うなりを上げて飛んできた鎖の一撃を、蛇で迎撃して地面に叩き落としつつクルツが言う。

　最初の頃ころに比べて、鎖自体も力が弱まってきたのか、蛇と同じくらいの強さを持っていたはずのそれは、いとも容易たやすく打うち払われ、あるいは砕かれて地面へと落とされていった。

「再生はしたものの、少し弱まってるな。次は身体強化に加えて刀も魔力を通して行ってみるか？」

「後詰の軍と、龍人族さんの都市と、どっちが根こそぎ切れるかなー？」

　魔術による身体強化のみで刀を振るっただけで、黒い鎧ばかりか離はなれた所に存在していた結界の壁まで切った攻撃を、今度は刀にまで魔力を通して行った場合どのような結末が待っているというのか。

　きっと後詰の軍か都市かのどちらかを巻まき添ぞえにするのだろうというクルツの予想だったのだが、素す直なおに口に出してしまったせいでまた兜を蓮弥に無言で小突かれる。

「だったら〈轟ごう雷らい〉みたいな単体を標的とした魔術で……」

「どうやってアレの足止めるの？」

〈轟雷〉の魔術は稲いな妻ずまを落とす魔術であり、速度はあってもそれほど広い範はん囲いに効果が及およぶ魔術ではない。

　本当ならばそれなりに長い精神集中と呪文を必要とする魔術であり、余よ程ほどのことが無い限りは発動を察知されてしまえば当たることがないとは蓮弥の中にあるエメドラの知識だ。

　実際は発動と同時に数ｍの範囲で雷かみなりを落とす魔術であるので、そうそう回避できる魔術でもないのだが、それなりに能力のあるものであれば発動した瞬間に効果範囲の外へ飛び出せばいいのであるし、魔術の素養があるのならば、雷らい撃げきに対する防御を用意する時間は十分にある。

　蓮弥が使いこなしているのは単に無む詠えい唱しようでぶっ放せているおかげであり、もっともなクルツの問いかけに、蓮弥はなんと答えたものかしばし沈ちん黙もくした。

「クルツ、アレの足止めできるか？」

「できるとは思うけどー……」

　クルツの声には可能な限りやりたくないという感情がたっぷりと込められており、察する必要も無くダイレクトに蓮弥に意向を伝えて来た。

　そんな無む茶ちやな願いだろうかと蓮弥は思ったのだが、次のクルツの言葉でなんとなく納なつ得とくさせられる。

「伯爵さま、ボクの蛇も巻き込んで撃うちそうだし……」

「それは……」

「蛇の所を撃たれるのもそれなりに痛いんだよ？　ボクそんなのやりたくない」

「むぅ……」

　それなりというのがどのくらいなのか蓮弥には想像することもできない話ではあったが、痛いからやりたくないというクルツの言い分は蓮弥にも理解できる。

　やりたくないと言うのを無む理り強じいする趣しゆ味みは蓮弥にはなく、それではどうやって足止めをしようかと考えていると、相変わらず黒い鎧の方から繰くり出される鎖をぺしぺしと叩き落していたクルツが。

「普通に倒したら駄目なの？」

「倒せるのか？」

「あれくらい弱ってればなんとかなると思うんだけど。たった一撃で、再生しきれないダメージをアレに残しちゃうなんて伯爵さまのその刀、一体なんなんだろうねー？」

　クルツに言われて蓮弥は抜き身みで持っていた刀へと目を落とす。

　蓮弥にしてみれば酷ひどく良く切れる上に非常に頑がん丈じようで、さらにほぼメンテナンスフリーであるという以外は特に思うところがあるわけではない代しろ物ものである。

　もちろん、こちらの世界においてあまり手に入らないものであるらしいので、自分の使用に耐えうる性能を持っているその刀を粗そ末まつに扱あつかう気は元々無いし、そもそもの話で刀を扱うものがそれを粗末に扱うという行為は普通に万ばん死しに値あたいすると思っている蓮弥だ。

　ただ、道具はあくまでも道具であり、それに固こ執しつすることに意味は無いとも思っている。

　実は刀を手に入れた後で、最近では使うことがほぼ無くなった鑑かん定てい技能やヘルプ機能で調べてみたことがあったのだが、どちらも結果は〈鑑定不能〉とだけ返してきた。

　そういう物もこの世には存在するのだろうと思って気にしてこなかった蓮弥なのだが、しみじみとクルツに言われてみれば、確かに一体なんなのだろうと思わないわけでもない。

「その疑問は……今は棚たな上あげしておこうか。俺おれにも実は良く分からない」

「それじゃしょうがないねー、だって伯爵さまでも分からないんだから」

　知識に関して言うならば、蓮弥は自分よりもクロワールやらグリューンの方が確実に上だろうと思っているのだが、クルツにとっては蓮弥の判断や知識が最上のものであるらしい。

「じゃあクルツ。アレの始末をお願いできるか？」

「いいけど、伯爵さまはそこに乗ったまま？」

　肩に自分を乗せたまま、あの黒い鎧と戦うのはちょっと骨が折れるかもしれない。

　そう考えた蓮弥は、クルツに問われると何も無い空中を見つめた後、クルツの肩を軽く蹴って跳ぶと、その何もない空間に腰をかけてみせた。

「伯爵さま、すごいー。どうやってるのそれ？」

「〈操作〉の魔術で大気を固めて……あーいや、魔術で見えない袋ふくろを作ってそこに空気を入れて簡単な足場を作ってそこに腰こし掛かけてる」

「ボクの肩、いらなかったんじゃない？」

　自分で足場が作れるならば、肩を貸す必要もなかっただろうかと思うクルツの言葉を蓮弥は笑って否定した。

「いや、これ腰掛けるくらいならなんとかなるんだが、俺の踏み台だいにするにはちょっと強度が足りない」

　その魔術はルビドラの身体を拘こう束そくしたものと違うのかな、とクルツは思ったが口には出ださなかった。

　その方法で作った足場が戦闘に使うには能力不足だと蓮弥が言うのであれば、きっとその通りだろうと思ったからである。

「そっか！　じゃあボクはあの黒い鎧をなんとかしてくるね！」

「頼たのんだ。俺はこの針の魔術をなんとかできないか試ためしてみる」

　エメドラの知識の中には解呪に関する知識も幾いく分ぶん含ふくまれていた。

　それを漁あさっていけば、一つくらいは対たい抗こうする魔術が見つかるのではなかろうかと安易に考えた蓮弥は戦闘をクルツに委任して、自分は思し索さくに耽ふけることに決めたらしい。

　腰掛けた足場の上からクルツに笑って手を振ると、クルツの邪じや魔まにならないように足場の高さを少しだけ高くしてから腕を組み、視線は宙を漂ただよい出す。

「じゃあボクは……」

　クルツは身体の中にある魔力を全身と鎧と、そして自らが操る黒いモヤへと伝導させていく。

　高まっていく魔力の気配に、警けい戒かい感からなのか黒い鎧が身構える中、クルツは銀色の鎧の中で誰だれも見ることが無いその唇くちびるを笑えみの形に綻ほころばせながら、誰に聞かせるわけでもなく呟いた。

「さ、お食事にしよっか」







　結局、黒い鎧と銀色の鎧との戦いは、それからあまり時間をおかずに決着となった。

　均きん衡こうしている間は膠こう着ちやくしていた両者の戦いであったのだが、蓮弥の斬撃を受けて癒いやしきれない深いダメージを受けてしまったらしい黒い鎧は、クルツの繰り出す攻撃に徐じよ々じよに対応できなくなっていき、壁がわずかな亀き裂れつから全体の崩ほう壊かいへと繋つながるかのように一気に形勢が傾かたむいてしまう。

　傾いてしまった形勢は、もはや立て直すことはできずに、鎖は一方的に切られ、叩き落とされていき、鎧本体へと届き出した攻撃は、その装甲にダメージを蓄ちく積せきさせて破は壊かいへと追い込んでいった。

　砕くだけた装甲は蛇達に噛かみ砕かれ、その力として再利用され、さらに崩壊の速度を上げる原因となる。

　かくして蓮弥が腰掛けている足場を、ふよふよとゆっくり動かしながらクルツの近くに近寄っていった時には、黒い鎧は残骸となり、その内側に詰め込まれていた黒い鎖はあちこちが千切れた破は片へんでしかなくなっており、その二つの残骸を黒いモヤのようなものが取り囲むだけとなっていた。

「お疲つかれ様さま。すごいなクルツは」

　ふよふよと漂うように宙に浮ういている蓮弥を、クルツは鎧の胸の部分を開いてそこから顔を覗のぞかせると、その顔に年相応な笑えみを浮かべて見上げた。

「伯爵さまが弱らせてくれたおかげですー！」

「それもクルツが運んでくれたおかげだしな。頑がん張ばった、えらいぞクルツ」

　足場の高度を下げて、鎧の中から顔を出しているクルツの頭を蓮弥が撫でてやるとクルツは嬉うれしそうに目を細める。

　戦闘はもう終わったとクルツが判断したのか、銀色の鎧の両りよう肩かたに黒いモヤが一度溜たまると、中から獣じゆう人じん族の巫女みこ二人が姿を現してちょこんとその肩に座すわりながら、ぱちぱちと拍はく手しゆを始めた。

「クルツ様すごいですー」

「クルツ様頑張りましたー」

　ツバキとボタンの二人から褒ほめられて、クルツが顔を赤らめつつ照れているのをなんだかほんわかとした雰ふん囲い気きで見守っている蓮弥。

　その周囲で地面から突つき出していた無数の針が、ゆっくりと解かれていくようにその形を失って元の平らな地面へと姿を変えていく。

　蓮弥自身はまだ何もしていなかったので、おそらくはエミル辺りが解呪を行ったのだろうと蓮弥は思った。

　針が完全に消え去るのを待って、それまで針に邪魔をされて入るのを躊躇ためらっていた龍りゆう人じん族の軍の後詰の部隊が口々に大声を上げながらまだ息のある友軍兵士の救助を行い始める。

　かなりの人数が塵になるまで吸い尽くされて殺害されてしまったようではあったが、元々の龍人族自体の地力が高かったのに加えて、罠にはまった人数が多すぎた為ために命を失うレベルまで行かなかった兵士達たちもそこそこの数に上っているようであり、完全な全滅だけは避さけられたらしい。

　それでも罠にはまった兵士達が強しいられた消しよう耗もうは生半可なレベルではなく、助け出されていく兵士達は一様に意識を失い、身体には力が無かった。

　あの様子では今はまだ息があっても、そのうち死に至る者が出てくるだろうなと蓮弥はそっと息を吐はく。

「それで伯爵さまー、これどうしよう？」

　死ねば皆みな仏になるのだから、念仏の一つでもあげてやるべきだろうか等と考え始めた蓮弥の意識をクルツの声が引ひき戻す。

　言われてクルツの方を見れば、未だに黒くもやっている鎧の残骸を指差してクルツが自分の方を見ているのに蓮弥は気がついた。

「それは？」

「なんか、これ。美味おいしくないし、触さわると引きずり込まれるような感じがあるんだ」

　鎧の足のつま先で、ちょいちょいとそれを突つつきながらクルツは本当に嫌そうな顔をしてそれを指し示す。

　足場に腰掛けて浮いている状態ではあまり近づくこともできず、蓮弥はほんの少しだけ高度を落としてクルツが足で蹴飛ばしているそれに近づいた後、魔術の並列起動でもう一度〈操作〉の魔術を使用して、それを掴つかみあげようとして妙みような感かん触しよくに表情を変えた。

　魔術で作り上げた手のようなものが、その残骸に触れた途と端たんにまるで吸い込まれるようにして消えてしまったのである。

　しかも魔術の効果自体が消えたというのに魔力を吸い取られる感触だけは続いており、蓮弥は慌てて行使していた魔術を中断すると、わずかに足場の高度を上げてその残骸から離れた。

「伯爵さま？　どうしたの？」

「なんだこれは？　魔力を吸い込んでる……？」

　最初蓮弥はそれが周囲の魔力を吸い込んで、再び回復してまた鎧の形に戻もどるのではないかと予想した。

　しかし、しばらく観察を続けているとどうもそれは本当に少しずつではあるのだが、その大きさを減じて消え去ろうとしているように見える。

　消え去ろうとしているように見えることは見えるのだが、何か引っかかっているのか支障があるのか上手うまく消え去ることができないようで、じれったくなるような遅さでもってじりじりと小さくなっているようだった。

「一体全体これ何なのかなぁ？　伯爵さまは分かる？」

「分からないが……なんだか嫌な感じがするな」

　理り屈くつではなく感覚で、そう答えた蓮弥は手にしていた刀を持ち上げる。

　その刀身を顔の前に立てた蓮弥はゆっくりと刀へ魔力を通し始めた。

　自分の身体へ行った身体強化の時と同じように、刀の内部へ細く複雑な回路のようなものをイメージし、そこへ魔力を流し込んでやる。

　身体の場合は細胞をイメージし、その一つ一つへ魔力を供給してやるようなイメージで行ったものを、今回は刀を構成しているはずの金属の分子に置おき換かえて強化を行う。

　無論、本当に分子全すべてに魔力を供給できるわけがない。

　いくら蓮弥の能力が突出しているとはいえ、そこまで常識に外れた行為が行えるわけもなく、あくまでもそれはイメージとしての話だ。

　イメージとしての話なのだが、この世界において金属が目に見えないほど小さな要素の集合体である、という概がい念ねんがあるわけがなく、そんなイメージを使って魔力を扱うのは蓮弥くらいなものである。

　誰も使わないイメージを基もとにして行った魔術は、当然誰も使ったことがないような魔術となった。

「伯爵さま……それなに？　なんだかそれ怖こわい、よ？」

　少し震ふるえた声で尋たずねたクルツの視線の先。

　蓮弥が微び動どうだにさせずに保持している刀の刃やいばは、その刀身のあちこちから小さな黒い放電現象のようなものを放ち始め、その周囲の風景がまるで陽かげ炎ろうのように歪ゆがむ。

　蓮弥は答えない。

　ただじっと、自分が持っている刀を見つめるだけだ。

　異様な雰囲気に、思わずといった感じでクルツが数歩後ずさる中で、何かが破は裂れつしたような音がして透とう明めいな足場に腰掛けていた蓮弥の身体が支えを失って落ちる。

　なんらかの理由で、蓮弥が魔術で保持していた足場が崩れたのだと理解したクルツは、蓮弥が体勢を崩すことなく、ふわりと地面に着地するのをただ見つめていた。

　鎧の両りよう肩かたに乗せていた獣人族の巫女二人も、蓮弥のただならぬ雰囲気に怯おびえてなのか身を縮ませて鎧の兜の部分や肩にしがみついている。

　周囲の反応には構わず、蓮弥は右手だけで保持していた刀を両手持ちへと変える。

　構えは正眼から、ゆっくりと右足を引きつつ八相へと変化し、そこからやや左ひざを曲げつつ左の肩をわずかに下げる構えへと変わっていく。

　その状態で一度ぴたりと動きを止めた蓮弥の構える刃からは、本来は空から降り注ぐ筈はずの稲妻が色を漆しつ黒こくへと変えて空へ向けて轟ごう々ごうと放たれている。

　陽炎のような揺ゆらぎは蓮弥の身体全体を覆いつくし、蓮弥達から離れて、怪我けがをしている兵士達の救助活動を行っていた兵士達が気づくくらいの強さで地面が震しん動どうを始めた。

　その込められた魔力の濃のう密みつさに、クルツは肩に乗っていた巫女二人を慌てて再び黒いモヤの中へと収納し、可能な限り遠くへ離れようと自分も鎧の中へ戻って開けていた部分を閉める。

　それは刀に込められている魔力の量から考えて、どのような行動を取ったとしても目標ならびに周囲へ与える被ひ害がいが甚じん大だいなものになるだろうことを悟さとったからだ。
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　だが、クルツの行動はやや遅きに失した。

　大地を蹴けるのは前に出した左足。

　後ろに引いた右足で大きく踏ふみ込んだ蓮弥は大気を歪め、天を衝つく稲妻を纏まとった刀を裂れつ帛ぱくの気合の声と共に、黒い鎧の残ざん骸がい目め掛がけて突きこんだのである。

　瞬しゆん間かん、クルツはぎゅっと目を閉じて大体のことを諦あきらめた。

　あれだけの魔力を刀に収束して放った突き技わざである。

　突いた先はとんでもない威力による被害で、見られたものではなくなるだろうし、すぐ近くにいて防ぼう御ぎよらしい防御もしていない自分も、余波だけでどこまで飛ばされるか分かったものではない。

　最悪の結果になるとしても、自分の内側に保護した巫女の二人だけはなんとか守りきろうと悲ひ壮そうな決意を固めたクルツであったのだが、予想していた衝しよう撃げきがいつまでたってもやってこないのに気がついてぎゅっと閉じていた目をそーっと開く。

　クルツが身体を収めている鎧は、クルツの体格に較くらべると非常に大きい。

　その為に本来頭を入れるはずの兜かぶとの中身はクルツが操る黒いモヤで満たされており、クルツ自身の頭は胴どう鎧よろいの中辺りにあるので、目を開けたくらいでは外の様子は分からなかった。

　そこでクルツはいつものように自分の操る黒いモヤに視覚を同調させると兜の隙すき間まから外を覗のぞく。

　そこにクルツが予想していた光景は広がってはいなかった。

　目を閉じる前に見たのと同じ、戦せん場じよう跡あとが広がっており、遠くの方では一体何事が起きたのか分からないままに、何かとんでもないことがあったのだろうとこちらを凝ぎよう視ししている龍人族の兵士達がいる。

　蓮弥は突きを放った状態のまま、動いてはいなかったが、しばらくすると刀を引き戻しつつ体勢を自然体へと戻し、刀身に何もこびりついていないというのに何かを払はらうように鋭するどく一ひと振ふりしてから腰こしの鞘さやへと刀を納めた。

　クルツは大急ぎで視覚の同調を切ると、再び胴鎧を開けて顔を出し、ものすごい勢いで周囲を見回す。

　あれだけの魔力を込めた一いち撃げきが放たれて、何も起こっていないわけがないという考えからの行動であったのだが、見た限りでは周囲の光景はクルツが慌てて鎧の中に潜もぐる前とほとんど変わったところがなかった。

　唯ゆい一いつ、しばらく周囲を見回していたクルツが蓮弥の一撃の前と後とで変わっている部分を見つけたのはクルツが食べ残した黒い鎧の残骸と、その周囲に漂っていた黒いモヤがきれいさっぱりと消え去っているということだった。

　それを見てクルツは、蓮弥のあの一撃が黒い鎧の残骸を消し去る為だけに放たれたものなのだと理解する。

　だが、理解はしてみてもそれで蓮弥の一撃が周囲に余波による被害を全く出さなかった理由まで分かるわけもない。

　余計な被害をもたらさなかったという事実は喜ばしいことではあるのだが、考えられない現実でもありクルツは頭の中を混乱させたまま、縋すがるような視線を蓮弥へと向けた。

「いや、そんな目をされても……」

「だって伯はく爵しやくさま……伯爵さまが攻こう撃げきしたのに、消えたのがあの気持ちの悪い残骸だけっておかしいよ、絶対！」

「何が言いたい、何が？」

「いつもだったら、突いた先の大地がごっそり削れて消えうせてたり、しっかり龍人族の軍まで巻き込んで消し飛ばしちゃってたり、都市の防ぼう壁へきに大穴開けてその向こうの建築物をごそっと壊したりして……あ、痛い、伯爵さま、本当に痛いです、ごめんなさい、反省します」

　鎧の中から上半身を突き出した状態で力説していたクルツは、無言で近づいてきた蓮弥に正面から頭を鷲わしづかみにされて即そく座ざに謝罪モードに入る。

　蓮弥は無言でそのクルツの頭をキリキリと締しめ上あげ始めた。

「伯爵さまっ!?　伯爵さまーっ!?　伯爵さーまーっ!?」

「なぁクルツ……なんだかその言い方だと俺が何かするたびに常に関係の無いものを無差別に壊してるように聞こえるんだが？」

「あれ？　自覚無かったんですか伯爵さま？　あ、嘘うそです、ごめんなさい、伯爵さまー!?」

　悲鳴を上げ続けるクルツの頭を、右手一つで締め上げながら蓮弥は今しがた起こった現象に思いを馳はせる。

　実際、クルツに指し摘てきされるまでもなく蓮弥も今の一撃を加減無く放てば、攻撃目標である黒い鎧の残骸だけではなく、その周囲と向こう側にかなり被害が出るかもしれないとは思っていたのだ。

　それでも攻撃を止めなかった理由は、理屈からではなく感覚から、あの残骸をあのまま消えるに任せてはいけないと思ったからである。

　理屈からではなく直感から来る行動であったので、後々来るであろう批判は甘んじて受けるつもりでもいたのだ。

　だが、そんな蓮弥の思いを裏切るかのように、蓮弥の放った一撃は周囲にほとんど何の影響を与えることもなく、黒い鎧の残骸のみを消し飛ばした。

　クルツはそれを蓮弥が攻撃を加減したせいであり、いつもの蓮弥らしくないと思っているようだったのだが、事実は少し異なる。

　蓮弥はいつもの通り、ほとんど加減などせずに攻撃を放っていたのだ。

　それならば結果もいつもの通りであるべきだったのだが、蓮弥はそうならなかった理由を目まの当たりにしている。

　それはあの残骸が、まるで吸い込むかのように蓮弥の放った一撃の威い力りよくを全て吸収してしまったということだ。

　やはりここから再生が、と刹那の間焦あせりを覚えた蓮弥であったが、あの残骸は蓮弥の攻撃を吸収するとその威力に耐たえ切れなかったのか音も無く砕けて消えてしまった。

　あれは一体なんだったのだろうと蓮弥は首を捻ひねる。

　やはり蓮弥が思った通りに魔ま力りよくを吸収して再生を行うつもりだったのだが、許容量以上の魔力を打ち込まれたせいで自滅した、とも考えられるのだがきちんと調べようにも既すでに残骸はきれいさっぱりと消えて無くなっている。

　きちんと調べてから消し飛ばすべきだったか、とも思ってしまうのだが蓮弥は自分自身のその考えを否定した。

　あの残骸から感じた雰囲気は、どう考えても良くない代物であり、それは一刻も早くこの場から消してしまうべきだと蓮弥は直感したのだ。

　理屈と直感、どちらを信じるかと問われれば蓮弥はどちらかといえば直感を信じるタイプだった。

　それだけに今の一撃は間違ってはいないと思う。

「伯爵様。クルツ様のお顔が真っ青に！」

「伯爵様。クルツ様が痙けい攣れんを！」

　右の手首を掴む弱い力で物思いから現実に復帰した蓮弥は頭を締め上げていたクルツが白目を剥むいているのと、その左右から姿を現したツバキとボタンがかなり必死の形相で蓮弥の手首に手を添えている光景を目にして慌あわててクルツの頭から手を離した。

　考え事をしている最中についつい力が入りすぎてしまったらしい。

　白目を剥いたまま意識が復帰してこないクルツを必死に介抱し始める二人の巫女の姿を見ながら蓮弥はクルツもダメージでダウンすることがあるんだな、とどこかしらズレた感想を抱き、今しがた消し飛ばした残ざん骸がいに関する懸け念ねんはとりあえず棚上げされることとなったのである。







第四章　奪還戦後のことらしい







　蓮れん弥やが龍人族の首都で、黒い鎧よろいの残骸を消し飛ばした同日同時刻。

　空虚に広い空間に、苦鳴の声が響く。

　日の差さない暗いその広間は、古くよりこの世界におけるたった一つの広大な大陸の中心にあると言い伝えられてきた。

　四つの種族が住まう領域を束ねた中心にある領域。

　魔ま族と呼ばれる紫むらさき色いろの髪かみを持った種族が支配する土地。

　その中心部にある建築物といえば、魔王が住まう城以外に該がい当とうするものはない。

　通常、その城に主は存在しない。

　だが世界に勇者が現れる時期に合わせて、魔族の中から王が生まれ、魔王と称して城の主となる。

　主が居ない時にはもぬけの殻となる魔王城であるのだが、悠久の時間を経へてもその威容が朽ちることは無く、いつ誰が建てたのかもわからない巨きよ大だいな影を大地に落としている。

　その魔王城に、現在は主が存在していた。

　多くの魔ま物ものが集つどうその城のあちこちには、紫色の髪を持った何人もの魔族が無造作に首を縄で括くくられた状態で吊り下げられている。

　見る者が見ればそれらは、次期魔王候補として名前の挙がっていた魔族の中でも有力者であると称しようされてきた者達のうちの何人かであることを知ったことだろう。

　彼かれらは現在の魔王が即位した時に、それに反抗した者達であり、魔王が直じき々じきに葬った者達だった。

　現魔王は彼らを直接始末することで名実共に魔王として認められたのである。

　魔王の即位に際して、他の魔族がそれに逆らうことは歴史上珍めずらしいことではなかった。

　それは力こそ全てであるとされる魔王の名に纏わる、いわば恒例行事のようなものであったのだが、普ふ通つうならば力のある魔族を下した魔王は魔族全体の力が落ちることを良しとはせずに逆らった魔族を屈服させて命までは奪うばうことをしない。

　だが当代の魔王は違ちがった。

　自らに逆らった者を許すことはなく、その命を奪い、力を剥ぎ取った後で縄で首を括り、自らの居城の壁かべのあちこちに吊るして腐るに任せたのである。

　その所業は魔族からしても狂気の沙さ汰たであり、魔王の名は魔族にとっても災厄の代名詞となりつつあった。

　その魔王城の中心部であり王座のある広間で、胸を押さえて苦しみに荒く息を吐く人物こそ当代の魔王であるストラス＝ヴァサーゴその人であった。

　服装は、蓮弥がその場にいればなんだか会社員が着るスーツみたいだなと評するだろうデザインの白色のシャツの上から黒の上下を身に着け、襟の立ったマントを羽織っている。

　顔立ちは端たん整せいであると言えた。

　少しだけ酷薄な印象を受けなくもなかったが、細い面おもてに鋭い目つきは人族の大陸にあれば中々の美男子と称してもどこからも反対の声は上がらないだけの整いを見せている。

　髪は総髪にまとめてあり、魔族の特徴である紫色を呈していたが少しだけ色が薄くやや銀色めいた色合いになっていた。

　銀色めいた紫の髪、というのは魔族の中においてはほとんど現れない現象であったが、稀にそういった者が出ることはあり、そのような特徴を持って生まれた魔族は総じて能力が低い。

　魔族の中でも有力者が輩出されることでそれなりに有名であったヴァサーゴ家においてはこの特徴だけで無能者のレッテルを貼られたであろうことは、それを知る者であれば容易に想像できることであった。

　しかもその薄うすい紫色の髪の中に、わずかにだが金色の髪が交じっている。

　これは魔族にはありえない特徴である。

　色の濃淡はあっても魔族として生まれた者に紫以外の髪の色はありえない。

　この現象については、彼が魔王の座についてしばらくしてから発現した現象であり、魔王となったが故ゆえの現象なのだろうかと魔族の間では噂されていたのだが、真相を知る者は魔王本人と、もう一人の別の存在しかいない。

「陛下！　どうされました魔王陛下！」

　玉座の間から響いてきた魔王の苦痛の声に、警備に当たっていた兵達が集まってくる。

　魔王候補者達や魔王に較べれば格段に実力の落ちる魔族の兵士達であるが、それは比較対象が悪すぎるせいであり、人族等などから見れば兵士一人一人が悪夢の化身であると言えた。

　その兵達が、自らが護まもらなければならない魔王の異変に気がつき集まってきたのだ。

　だが玉座の間へ踏み込むことはできない。

　そこへ入る為には魔王の許可が必要であり、たとえ近この衛えの兵士達とはいえ入室を禁じられていたからであり、仕方なく兵士達は玉座の間へと続く扉とびらの前で声を張り上げる。

　しかし王の身を案じて声を上げる兵士達に、答えた魔王の言葉は怒いかりに満ちたものであった。

「来るな！　誰一人とて我に近づくことは許さぬ！　下がれ！」

「陛下！　一体どうなされたのです!?　今のお声は一体……」

「黙だまれ！　下がれと命じたぞ、兵士ども！」

「しかし陛下……」

　食い下がった兵士はおそらくは、己おのれの職分を果たそうと必死であったのだろう。

　近衛に取って魔王を護るということは何をおいても優先されるべきことであり、その自分達の気づかない間になんらかの危害を王が受けたのだとすれば、それは彼らにとっては恥ずべき事態であるからだ。

　だが、その身を案ずる近衛の兵士の言葉は、ただ魔王の機き嫌げんを悪くしただけであったらしい。

「くどい！　下がれと命じたのが分からぬかっ！」

　食い下がった兵士の頭部がまるで地面に叩たたき付つけた西すい瓜かのごとく爆はぜ割れた。

　その後ろに続く同僚達へ血肉の雨を降らせたその兵士の、頭部を失った身体が見えない巨大なハンマーで真上から叩き潰つぶしたかのように縦に潰されて床ゆかに真っ赤な円を描く。

　あまりに瞬しゆん時じの出来事で、一体何が目の前で行われたのか理解するまでに時間を必要とした近衛兵達は、頭から血肉をかぶり、足元に潰された兵士の肉のペーストとなった残骸から流れ出た血が到とう達たつすることになってようやく事態を理解し、ある者はその場にへなへなと崩くずれ落ち、またある者は顔を恐怖に引きつらせて数歩ではあったがその場から遠ざかろうとする。

「何度もは言わぬ！　同じ目に遭いたくなければ、下がれ兵士ども！　貴様らの替えなどいくらでもいるのだぞ！　我わが命に服せ！」

「は……はっ！」

　異口同音にそう答えた兵士達は逃げ去るような勢いでその場から離れていく。

　ただ一人潰されてしまった哀あわれな兵士の残骸がその場に残されてしまうが、誰一人としてそれに触れようとはしない。

　おそらくはしばらくそのまま放置され、いずれは運の悪い清掃担当の者が吐き気けを抑え、己の境遇に嘆きながらそれを始末させられるのだろう。

　玉座の間の扉の向こうから、兵士達の気配が完全に消えてなくなるまで憎しみを込めた目で扉を睨にらみつけていた魔ま王おうは、誰もいなくなってからしばらく間を置いて深々と息を吐く。

　その左手は掻かき毟むしるかのように自らの胸を押おさえており、顔からはびっしりと脂あぶら汗あせが滲にじみ出て顎あごの輪りん郭かくを辿たどり、その端からしずくとなって落ちていた。

　右の手は玉座の肘ひじ掛かけを砕きかねない強さで握にぎり締めており、痛みが引かないせいなのか足はがくがくと震えを起こしている。

「随ずい分ぶんと派手にやられたっぽいねぇ」

　魔王以外誰もいないはずの広間に、突とつ然ぜん全く空気を読んでいない暢のん気きな声が響く。

　胸を襲っている苦しみからなのか、うつむき気味であった魔王が、はっとした表情になりその視線を上げたが、その先には誰もいない。

「さっさと人形との接続を切ればよかったじゃない？」

「詳しよう細さいは分からぬが……人形が妙な具合に壊された為、パスを切るに切れなかったのだ……」

　言葉遣いはやや尊大なままであったが、どこか魔王の口調には突然聞こえてきた声に対する敬意のようなものが含ふくまれている。

　答えた魔王の言葉に、誰もいないはずの空間から笑い声が響ひびき渡わたった。

「それは災難だったねぇ。そのあたりもきちんと考えて人形は作らないと。いい勉強になったんじゃない？　ちょっと授業料は高くついたみたいだけどねぇ」

　魔王は答えない。

　痛みからなのか、それとも声に対する怒りからなのか、顔を歪めたまま沈黙を保っている。

　返事が無いことを、声は特に気にした様子も無くさらに言い募った。

「それにしても一体あれは何だっていうんだろうねぇ？　ただの人族でしょ？　君、魔王だよね？　属性の優劣でそんなに被害を与あたえられるはずがないんだけどねぇ？」

　魔王と対等に戦えるのは勇者だけである、という事実はこの世界におけるルールのようなものだ。

　勇者では無い者が魔王と対たい峙じしたとしても、そしてその者の戦せん闘とう能力が仮に勇者を超こえていたとしても、このルールだけは覆くつがえることがない。

　何故なぜならば、そう決められているからであり、そこに疑問をはさむ余地はないというのがこの世界における常識でもあった。

「人形へ繋いだパスが閉じきる前にそのパスを経由しての遠隔攻撃なんて、普通考え付かないだろうし、考えても実行に移す者なんているわけないと思うんだけどねぇ。それともなんらかの偶ぐう然ぜんの産物なのかなぁこれ？　ねぇ君はどう思う？」

「私がここまでダメージを受けた理由は……貴方あなたの方がよくご存じなのではないのか？」

　半ばあてずっぽうに、しかし僅わずかに確信を持って放った魔王の言葉は、姿の見えない声の主をしばし沈ちん黙もくさせる。

　しばらく広間を沈黙が支配し、やがて魔王が苦しげに漏もらす息と、激しく咳せき込む音だけが聞こえた。

「そうでなくては……貴方が我にこのような恩恵をくださるはずも無かったのではないか？」

　激しく咳き込んだ時に、口を押さえた手の平を魔王は見つめる。

　その手の平には真っ赤な血が吐き出されており、どうやら内臓のどこかを損傷してしまっているらしいことを魔王は悟った。

　それも時間が経てば元通りに治ってしまうのだろうが、それまではいくら魔王といっても受けた傷の痛みと不快感に耐え続ける以外にない。

「どうかなぁ？　君にそれを与えたのは私の純じゆん粋すいな好意かもしれないじゃないかねぇ？」

「好意、か。そう受け取っておけば良いのか？」

　口の端はしから溢あふれ、汗に混じって顎へと滴したたる血を無造作に服の袖そでで拭ぬぐいつつ、魔王が苦く笑しようの混じった言葉を返すと、聞こえてくる声にやや不ふ機き嫌げんそうな感情が混じる。

「不満なのかねぇ？」

「まさか。感謝しておるとも我が主よ。たとえ貴方の思惑がどうであれ、だ」

　口の中に感じる鉄てつ錆さびの味を、つばと一いつ緒しよに床へと吐き捨てて魔王は言う。

「そうでなければ我は、無能と罵ののしられ、不要な者として誰も知らぬ内に消される以外の未来が無かったからな。貴方のおかげで我は全てに復ふく讐しゆうを遂げることができる」

　自分を罵った者。

　自分を不要と断じた者。

　自分をいないものとし、顧かえりみることすらしなかった者。

　笑った者、謗そしった者、無視した者、見下した者。

　力こそ全てであり、それ以外には評価するべき基準が存在しないのが魔族なのだとすれば、魔王とは魔族の頂点に立つ力の持ち主であり、自ら以外の全てを見下し、嘲あざけり、不要と断ずれば捨てることも許されるはずだと魔王は考えていた。

　そしてその権利を行使することを、魔王は厭いとうことは無い。

「そうだねぇ。そんな境遇で、力を求める君だからこそ私は手を貸したわけなんだけどねぇ」

「感謝している。だからこそ我は魔王として世界全てを敵に回し、望まれるがままに魔王として振舞おう」

「そうだねぇ。そうしてくれると私も助かるねぇ。できれば何もかも無くして更地に戻すくらいの勢いでいてくれるともっと助かるんだけどねぇ」

「ならばもっと力をくれ！」

　声に魔王は乞こい願う。

「力をくれるならば、世界を征服し尽くそう。望むのであれば、更地に返すことも構わない。だから我にもっと力をくれ！　それを可能とする程ほどの力を！」

「そうだねぇ。こないだ渡したアレだって一部とはいってもかなりなモノなんだよ？　きちんと使いこなせていればもっと力が上がってるはずなんだけど……ちょっとその辺り調整が必要かもしれないねぇ」

「構わない！　好きにするがいい！　それで他者を！　我以外の全てを踏みにじることができるのであれば！　我はいかなることにも応じてみせる！」

　飢えた者が一切れのパンを欲するかのように。

　渇かわいた者がコップ一杯ぱいの水を切望するかのように。

　胸の痛みも忘れ、整えた髪を掻き毟り、脂汗をだらだらと垂らしながら魔王は虚空に向けて手を伸のばし、目を血走らせてそれを求める。

　そんな魔王の様子は魔族の頂点に立つ者の態度には見えず、まるで街角で行き交う人々に施ほどこしを強請ねだる物乞いのようですらあった。

　声はそんな魔王の様子に気け圧おされたのかしばらく黙り込んでから、やがて水をさすかのように平静な言葉を魔王にかける。

「あまり興奮しない方がいいんじゃないかねぇ？　傷に障さわるだろうしねぇ。なんにせよまずはその傷を癒すところから始めないと、君の方が耐え切れなくなる。それでは私が手をかけた意味がなくなるからねぇ」

　魔王は伸ばしていた手を力なく垂らし、相変わらず胸を押さえたまま、興奮したせいなのか、改めて傷の痛みに耐えかねたのか荒い息の下から声を絞り出だした。

「分かった……」

「とりあえず君に必要なのはしばしの休息だろうねぇ。調整と力の追加については私の方で考えておくけど、まずは先に与えたアレとの同調をきちんと行うべきだろうねぇ。属性の異なるモノだからなかなか難しいとは思うんだけど、それも時間が解決してくれる話だからねぇ」

「あぁ……分かった」

「必要なモノの収穫はある程度は終わったのだから、そっちの方も忘れては駄だ目めだよ？　しばらくは力を溜めることを考えなくてはねぇ。焦って何もかも駄目にしてしまえば、私がいくら手を貸しても意味が無くなるのだから、忘れないようにねぇ？」

　声に対して返答は無かった。

　魔王は目を閉じ、浅く短い息を繰くり返かえすだけで全く動かなくなってしまう。

　それを見てから声はそっとその場を立ち去った。

「さて、あれにあそこまでの深手を負わされるというのは予想外だったけれども、時間を消費する良い言い訳になったのも確か。妙なことになる前にアレを使った魔王の調整を終わらせないと私が使おうにも使えない素材のままだからねぇ」

　聞かせるわけにはいかない言葉を、聞く者のない言葉で呟つぶやいたそれは、新しく魔王に与える力の源となるものの準備と、それに伴う魔王自身への調整計画に頭を悩ませ始めるのであった。







「はっくしゅんっ！」

　随分と小さく可愛かわいらしいくしゃみを耳にして、蓮弥は閉じていた目を開く。

　空を見上げれば太陽はだいぶ傾かたむいて色を変えつつあり、少しだけ気温が下がったような気がしないでもない。

　場所は魔族の軍から奪い返した龍りゆう人じん族の首都。

　その都市を取り囲んでいる防壁の上である。

　特にすることもないので、その辺の空き家から失敬してきたロッキングチェアを置いて、その上でこっくりこっくりと船を漕いでいた蓮弥だったのだが、どうやら暇ひまが行き過ぎて寝入ってしまったようで、意識が途切れる前に見た太陽の高さがかなり変わってしまっているのに気がつく。

　防壁の下には急ごしらえの天幕がいくつも張られており、怪け我が人にんを収容したり運搬したりする龍人達たちがせわしなく行き交う中に、切羽詰まったローナの大声が響き渡っていた。

「重傷者はそっちです！　怪我の大小にかかわらず命が危なそうな人は優先的に！　ただの怪我人や怪我の小さな人は後回し！　痛いのは我が慢まんしてください！　命を繋ぐのが先です！　トリアージは正確に！　助かるものも助からなくなってしまいます！　身分の上下とかその辺に捨てておきなさい！」

　右往左往している龍人族達の中から、妙にふんぞり返った兵士がローナに何事か声をかける。

　何を言ったのかは蓮弥の位置からは聞こえなかったのだが、あまり良くないことをローナに言ったのだろうということはみるみるうちに顔が不機嫌になったローナの表情一つですぐに理解できた。

「賢けん人じん会関係者!?　関係無いからそこに転がっててもらえますかっ!?」

　僧服の裾すそがめくれ上がり、形の良い脚が太ももの辺りまで丸見えになるのも構わずに放たれたローナの前蹴りが、ややふんぞり返っていた兵士の下腹部に直ちよく撃げきし、悲鳴を上げることも許されずに吹っ飛んだ兵士の身体がちょうど怪我人を集めている天幕の入口を潜くぐって姿が見えなくなった。

　あの様子ではたとえ軽傷だったとしても即座に重傷者の仲間入りだろうなと蓮弥は呆あきれ返った気分で視線を防壁の下から、自分の意識を覚醒させたのであろうくしゃみの主へと向ける。

　蓮弥が座っているロッキングチェアのすぐ近くで、自分で自分を抱きしめるようにしてわずかに肩を震わせていたのはエミルであった。

　考えてみれば、確かに寒そうな格好をしているよなと思う蓮弥の視線に気がついたのか、エミルはどことなく釈然としないような表情で蓮弥の方を見る。

「やぁレンヤ。よく眠ねむってたねぇ」

「そのようだな。エミルは寒気でも？」

　問われてエミルはわずかに顔を赤らめる。

　どうやらすっかり蓮弥が眠っているものと思っていたようで、まさか自分のくしゃみを聞かれているとは思っていなかったらしい。

「少し冷えたかもしれないねぇ」

「まぁそんな格好だよな」

　他のメンバーに較べると、エミルの服装は確かに露出が激しい。

　魔族なのだから、実は寒さ暑さには強いとかいう理由でそんな格好をしているのではないかと蓮弥は思っていたのだが、どうもそういうことでもないようだった。

「レンヤは気が利きかないねぇ。普通女性が寒いって言ったら上着を貸すとかするもんじゃないかねぇ？」

　蓮弥の返答が不満だったらしく、すこし口を尖とがらせて文句を言うエミルに、蓮弥は自分の上着をちょっと摘つまんでから答えを返す。

「これ貸してしまったら、中はシャツしかないのだから俺おれが寒いだろうに？」

「……駄だ目め駄だ目めだねぇ……」

　できの悪い生徒を見る先生の目つきでエミルに駄だ目め出だしをされた蓮弥は、そのまま無視していても良かったのだがなんとなくそうするとさらにエミルが自分を残念な物を見る目つきで見そうな気がして、渋々といった感じでインベントリを開く。

　そこにはフラウが用意してくれていた着替えが入っており、蓮弥はその中から今自分が着ているのと同じ上着を取り出してエミルに貸そうとして、思いっきり溜ため息いきをつかれた。

「なんだよ？」

「そっちじゃなくて……今レンヤが着てる方」

　そう言われてみても意味が分からず、取り出した上着を手にしたまま動けずにいる蓮弥に、エミルは重ねて要求してきた。

「だから、今レンヤが着てる方を私に貸して欲しいんだよねぇ」

「なんでだ？　こっちの方がきれいだし、俺が今着てるのはホコリやら汗やらだな……」

「そっちを貸して」

　言い切られた蓮弥は、理由も分からぬままにとりあえず今自分が着ている上着を脱いでエミルに渡し、首を傾かしげつつインベントリから取り出した新しい上着を着る。

　エミルは蓮弥から上着を受け取ると、小さく含み笑いを漏らしながらそれを着込んだ。

「うん、やっぱりこっちがいいねぇ」

「意味が分からん。何か魔族特有の趣しゆ味み嗜し好こうに関かかわることか？」

「……うん、やっぱり君はちょっと残念な子だねぇ」

　再びロッキングチェアに背中をもたれかけさせた蓮弥をエミルがそう評価する。

　そんな評価を受けたところで蓮弥には理由も原因も分からない。

　きっと自分には及およびもつかない深遠なる知識か何かがそこにあるのだろうと勝手に納なつ得とくして、蓮弥はとりあえずそれに関する考えを頭の外に追いやることにした。
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「シオンに同じことを言われたら、ちゃんと着ている方を貸してあげるんだよ？　分かったかねぇ？」

「何故そこでシオンの名前が出てくる」

「いいから、ちゃんとそうしてあげるんだよ？」

　汚れている方を貸せだ等と、何を言っているのだろうと蓮弥は思うのだが、エミルは再度念押しをしながら蓮弥が腰こし掛かけているロッキングチェアの傍かたわらに立つと、蓮弥の頭をぽんぽんと叩く。

　その仕草がなんとなく、子ども扱あつかいされているような気がして蓮弥は鼻を鳴らした。

「とりあえず分かった、と言っておく。それで調査の方はどうなった？」

　この場にいない勇者達。

　それに加えてカエデとクロワールにシオンといった面々は、奪い返した龍人族の首都の探索に赴いている。

　それは生存者の捜索や、もしかするとまだ残っているかもしれない魔族や魔ま物もの達たちの討とう伐ばつといった任務だ。

　龍人族の兵士達も加え、複数の班に分かれた彼らはそれなりに広い都市の建築物等をしらみつぶしに調査して、現在この都市がどのような状態にあるのかを調べ上げることになっていた。

　蓮弥自身はほぼ絶望視していたのだが、龍人族達は都市に生存者がいることを固く信じており、また蓮弥が相手をした黒い鎧以外の敵軍の兵士の姿を見ていないので、きっとまだ都市の内部には敵兵が潜ひそんでいるものだと思っている。

　ちょっとしたシティアドベンチャーみたいなものだなと気楽に考えていた蓮弥であるが、そちらはそちらとしても確たる情報は早めに欲しいのも事実であり、別途エミルに都市の調査を依頼したのだ。

　間ま違ちがいなく、龍人族の兵士達が調べるよりもずっと素早く確実に正確な情報を持ってくるだろうと思っての依頼であったのだが、エミルがにやりと笑うのを見て蓮弥は自分の見立てが間違っていなかったらしいと思った。

「調査は終しゆう了りようしてるねぇ。あ、龍人族達はまだやってるよ。あっちこっちをおっかなびっくり進む様子というのは見ていてほほえましい限りだねぇ」

「そういうのは人が悪いって言うんだ」

「人じゃないからねぇ」

　切り返し方が酷ひどいとは思ったのだがそこを掘り下げて見たところで意味は無い。

　実際人ではないのだから嘘も言っていないわけで、蓮弥は降参だと言わんばかりに両手を軽く上げてみせた。

「それで？　どんな感じだった？」

「生存者はいないねぇ。敵味方問わずだけど」

「みんなあの黒い鎧の腹の中か。大食いだな」

「さて、それはどうだろうねぇ？　街の外にあったあの趣味の悪いオブジェ。あれと似たようなのが街の中のあちこちにも結構な数落ちてる。趣味が悪いと切り捨てるのは簡単なんだけどねぇ」

　言外に色々と何か含ませているような物言いをするエミル。

　蓮弥はとりあえずコメントすることを避さけて、先を続けるように促す。

「張り合いがないねぇ。……転がってるオブジェは私はたぶん、何かのカモフラージュじゃないかと思うんだねぇ」

「根拠は？」

「ほとんどの死体は面白半分に破は壊かいされてた。誰だれがやったか知らないけれども、そっちは酷い趣味で片付けていいと思うんだけどねぇ。だけど、いくつかの死体はそうじゃない」

「ふむ？」

「見る者が見れば分かる程度に、きちんと解かい剖ぼうされていた。何の目的でそんなことをして、何故それを隠かくす必要があったのかは私には分からないけどねぇ。そこそこの腕うで前まえだったよ。見に行くかねぇ？」

　人の悪い笑えみを浮うかべて、妙みような誘いをするエミルに蓮弥は首を振ふってそれを断る。

　腑分けされている死体等見る趣味の持ち合わせは蓮弥には無かったし、そもそもが蓮弥には転がっている死体が適当に切られたものなのか、それともきちんとした技術の裏打ちによる理り屈くつのある切り方であるのかの区別がつかない。

　だから、エミルがそう言うのであればそうなのだろうとだけ考えている。

「それで、専門家のご意見は？」

「情報が少なすぎてなんとも言えないねぇ。ただの趣味から高こう尚しようななんらかの宗教的儀ぎ式しきまで、どんな可能性もあったりなかったり。私としてはサイコな魔王様のイカれた芸術って線をお勧すすめしてみたいんだけど、どうだろうねぇ？」

　言われた蓮弥は脳内で、なんとなく思い描えがいている魔王なる人物が、一人でせっせと倒たおした敵の死体でオブジェを作り上げる光景を幻視する。

　その絵面は蓮弥に絵心が無いせいなのか非常にデフォルメされており、凄せい惨さんな光景というよりはどこかアメコミチックなブラックジョークの雰ふん囲い気きが漂ただよっており、慌てて蓮弥はそのイメージを脳内からかき消した。

「俺に意見を求めるな。死ねば誰もが仏なのだから、死体を辱はずかしめるのはクズの所業だし、食いもしない死体を切る趣味なんぞ俺には理解できない」

「なるほど、レンヤはそう思う、と。中々に興味深い情報だねぇ」

「なんの情報収集をしてる、なんの……それよりも他の情報は？」

　にまにまと笑いながらホットパンツのポケットから取り出した手帳に何事か書き付けていくエミルの意識を蓮弥は声をかけて引ひき戻もどす。

　エミルは手帳に書き付ける手は止めようとはせずに、蓮弥の問いかけに答えた。

「そうは言っても、誰もいないわけだからねぇ。情報の得ようがない、というのが正直なところだねぇ。あぁ都市の道路をあちこち調べてみたけれど、やっぱり魔ま術じゆつの陣じんとして使えるような細工がされてるのは間違いないねぇ」

「やっぱりあったか」

「防ぼう壁へきの外で龍人族の軍を食くらった魔術は、この都市に描かれた陣の効果だろうねぇ。使えないようにしておく？」

「そうだな……というか、都市ごと一度吹ふっ飛とばすのがやはり手っ取り早いと思うんだが」

「その意見には賛成だけど、龍人族が賛成しないだろうねぇ」

　お前達の首都には妙な細工が施されているから、土台から一度壊させてくれ、と蓮弥が言って龍人族がはいどうぞと答えるわけがないのは蓮弥も分かっている。

　だからといって放置できるようなものでもない。

　都市全体を使った陣から発動される魔術の強力さは、防壁の外で龍人族の軍が壊かい滅めつされたことからも分かることであり、それを使える状態のままにしておくのは危険すぎた。

「陣の回路をいくつか切っておくしかないか……」

「危険なんだけど、理解させるのは難しそうだからねぇ。それと、この都市の転移門がある設備を見つけたよ。こっちは壊されていなかったし、妙な細工の形跡もなし。きれいなものだねぇ」

「そうか、それは良い情報だな」

　蓮弥にとって、転移門が健在であるというのは非常に有用な情報であった。

　なぜならば、蓮弥はこのまま龍人族の大陸から逃とう亡ぼうを図はかるつもりでいるからである。

　ライナスが存命であったのならば、いけすかない賢人会の顔を見に戻ってみてもいいかなとは思っていたのだがこれがあっさりと戦死してしまっている。

　蓮弥から言わせれば、本人の見通しの甘さが原因なのだが、おそらく賢人会、特にその会頭はそうは思わないだろうし、そう思わないのであればライナスの戦死の原因を勇者達や蓮弥になすりつけにかかるだろうことは想像に難かたくない。

　想像するのが難しくないのであれば、それに対応した何らかの行動を考えるべきであり、蓮弥はあっさりと逃亡を選択したわけである。

「ま、物資の流通経路は確立してるわけだし、追いかけて文句を言いに来るなら、食糧供給止めるぞと脅おどせばいいだけだしな」

「そうだねぇ。他の人達にはそれとなく、調査終了を見計らって集合をかけるように伝えようかねぇ」

「アルベルトがゴネたら拉ら致ちするからな」

「了りよう解かいだねぇ。不意打ちなら任せてくれていいよ」

　威張って言うようなことではない内容の言葉を、エミルは胸を張って堂々と言い放つ。

「じゃあ行動に移そうか。誰かに悟られて騒がれる前にな」

「そうだねぇ。それじゃ私は声がけがてら転移門を確保しておこうかねぇ。ところでレンヤ、一つ尋たずねたいんだけどいいかねぇ？」

　急に真ま面じ目めな顔になり、声を潜めて問いかけてくるエミルに、一体何事だろうかと蓮弥は頷うなずく。

　エミルは周囲を見回し、誰も近くにいないことを確かく認にんしてから蓮弥の耳元にそっと顔を寄せて、右手で口元を隠しながらとても小さな声で尋ねた。

「借りた上着、返す時は洗って返した方がいいかねぇ？　それとも一晩くらいしっかり着込んだ上でそのまま返却した方がいいかねぇ？　レンヤ的にはどっち？」

　蓮弥は目の前まで顔を寄せてきているエミルの顔をまじまじと見つめた後、無言でその頭を鷲わしづかみにするのであった。







幕間　どこか遠くの行き止まりらしい







「んー？　これもまた予想外の出来事だなー？」

　ギリエルが唸うなり声を上げつつ見つめているのは、ただの壁だ。

　材質は見た目からはさっぱり分からない代しろ物ものであったが、ただののっぺりとした白い壁である。

　触ふれれば固い感かん触しよくを返してくるそれは、本当にただの壁なのであれば材質がなんであれギリエルの拳こぶしで打ち抜ぬくことは難しい作業ではなかったのだが、ギリエルはその壁に触れただけで自分の拳ではそれを打ち抜くことはできないことを悟る。

「なんなんですかこれ？」

　背後に控ひかえていたヨシオの声に、ギリエルは不機嫌そうに振り返ると、鋭するどい動作で壁へ右の裏拳を叩き込む。

　ギリエルが加減無しに打ち込んだ拳の威い力りよくを、なんとなくでも理解しているヨシオは、次の刹那に起こるであろう爆ばく音おんに思わず首をすくめたが、いつまでたってもその音はヨシオの耳には届かない。

　寸止めでもしたのかとギリエルの拳を見つめるが、ギリエルの拳は間違いなく壁かべに触れており、先程の勢いそのままに壁へ叩き込まれたのだろうことが見て取れる。

「音なんてするわけないでしょ。物理的な壁じゃあるまいし」

「じゃあなんだって言うんですかそれ？」

「領域を閉へい鎖さされたみたい」

　理由は分からなかったがエルフ族の領域の管理者が不在であり、労せずして四つの領域を手中に収めたギリエルは、最後の一つである魔ま族の領域へと手を伸ばしてみたのだ。

　既すでに勢力差は四対一であり、管理者の数こそ一人死亡で一人行方不明の結果二人しか確保できないという状態ではあったが、ギリエルはほぼ確実に魔族の管理者を捕まえられるものと考えていた。

　嫌いやがるヨシオの尻を蹴け飛とばし、おおよそ全すべてを諦あきらめて空うつろな瞳ひとみになってしまったポチをド突つき倒して魔族の領域への経路を開かせたギリエルは、意気揚々とその領域に乗り込もうとしていきなり出鼻をくじかれた形になっている。

「領域の閉鎖なんてできたんですかい？」

「あぁ……あんた存在の根底まで筋肉っぽいから、知らなくても仕方ないのかもしれないけど」

「いや……えぇっと、俺一応、神様だったんだけど……」

　脳まで筋肉でもなく、魂たましいまでも筋肉ですらなく、存在そのものが筋肉だと言い切られたヨシオがおそるおそるといった感じで口を挟はさむ。

　だがそんな突っ込みではギリエルを止めることなど叶うわけもない。

「過去形過去形。それで知性のかけらもない筋肉の塊かたまりにも分かるように説明すると管理者には主様からのご厚情として、領域の放ほう棄きが認められています。これはどこの世界においても主様の息がかかっていれば例外なく認められた管理者の権利なのです」

「質問、よろしいでしょうかギリエル様」

　平へい坦たんで空ろな声。

　感情が死滅したような表情で手をあげたのは人族の管理者であったポチだ。

　以前は犬の着ぐるみで首輪を付けられた挙句に四つんばいで引きずり回されるという状態であった彼かの女じよであるが、今回は何故だか黒い網タイツにハイヒールを履かされて、黒い光こう沢たくのあるボティスーツに何故か手首の所だけ覆おおっている付け袖。

　頭の上には真っ白で縦に細長い耳が、ご丁てい寧ねいに左側だけ中程から折れた形にされてぷらぷらと揺れている。

　いわゆる、バニーガールスタイルであった。

　もはや抵てい抗こうする気も起きないらしく、ポチと呼ばれていた人族管理者は、服装に関して何の文句も口にせず、ギリエルがその格好をするように命じたときにも粛しゆく々しゆくと着替え始めていたので、いまいちギリエル的には面白みの無い結果となっている。

「何？　えぇっと……その格好でポチはおかしいんだけど……兎うさぎっぽい名前ってなんだろうね？　ねぇヨシオ？」

　犬や猫ねこならば定番の名前があるが、兎となるとこれが定番ですという名前が浮かんでこない。

　仕方ないといった様子で、尋ねられたヨシオは呆れた顔と口調で答えた。

「兎の名前の定番なんぞ、俺が知るわけないでしょうが」

「使えない……所しよ詮せんヨシオか」

　侮ぶ蔑べつがたっぷりと篭こもった視線に射貫かれて、さすがの元獣じゆう人じん族管理者も据えかねる部分があったのか、押し殺ころした声でこう言った。

「あんた、全並行世界に存在する全てのヨシオに謝れ……」

「お前以外のヨシオさんになら謝ってもいいよ」

　自然に自分を除外されて、がっくりと肩かたを落としたヨシオを無視して、元人族管理者がぼそりとやはり感情も無く抑揚も無い声で呟いた。

「ぴょん吉きち、ぴょん太た、辺り等などどうでしょう？」

　その名前があったかと、ぽんと一つ手を打つギリエル。

「自虐ネタか、おい!?」

　まさか馬ば鹿か正直に兎の名前の定番を、よりにもよって本人が答えるとは思っていなかったヨシオが大声で突っ込みを入れるが、ギリエルが顔を顰しかめて小さく舌打ちしつつ、ヨシオの言葉に被かぶせ気味に言う。

「惜しいね。それは雄の兎でしょ」

「性別どうでもいいだろっ!?　そこ大切なトコかよ!?」

「では、ぴょん子こ、ぴょん美み、ミニウサ＝ネザーランドワーフ等はいかがでしょうか？」

「ぴょんから離れろよっ!?　つーか、最後のは何だ、最後のは!?」

　出せる限りの大声でもって、真面目な顔をしてやりとりしているギリエルと元人族管理者へ突っ込みを入れていた元獣人族管理者であったが、次のギリエルの行動で、沈黙を余儀なくされる。

「ヨシオ、ちょっとうるさい」

　言葉と共に、ヨシオの身体が縦に浮き上がるほどの勢いでギリエルが蹴けり飛ばしたのは、ヨシオの股間の部分であった。

　果たして、管理者である彼かれらの身体に急所の概がい念ねんがあるのかという疑問は残るのだが、どうやら一応は形に依ってそれなりに急所があるらしく、ヨシオは蹴られた所を両手で押おさえながら声も無くその場に蹲うずくまる。

　その顔色は真っ青になっていたが、ギリエルに蹴られてその程度で済んでいるということからして、人間の身体と同じくらいのダメージを受けるような部分でもなかったようだ。

「よろしい、ならばその格好をしている間は貴方をミニウサと呼ぶことにしよう」

「ありがたき幸せです。ギリエル様」

　頭の長い耳を揺ゆらしてぺこりとお辞儀をするポチ改めミニウサ。

　蹲った状態のまま、復帰してこないヨシオが苦しい息の下からぼそりと言った。

「ありがたいのかよ……」

「それはともかくとしてミニウサ。質問とは何？」

「はい、ギリエル様。各世界の管理者に任命された者は、主様のご厚意により、その務めを放棄し、領域を閉じることができるとのことでしたが、それが何故主様からのご厚意になるのでしょう？」

「課せられた仕事を放棄する自由を認められている。これが主様からの厚意で無いのだとすれば、貴方あなたはこれをなんと表現するつもりですか？」

　貴方達たちは仕事を放棄することもなく、責任を果たすこともなかったのですけどねと言われてしまえば、ミニウサに反論を行う余地はない。

　それでもいまひとつ納得がいかなかったのか、ミニウサはギリエルに食い下がって問いかける。

「しかし、自らの領域を放棄して、管理者に行く先など……」

「あるでしょ？　自分が担当している世界の下界に下りるという行き先が」

　表情と声に、苦々しいものを含ませつつギリエルが言えば、ヨシオもミニウサもきょとんとした表情になる。

「つまり、魔族の管理者は、自らの領域を放棄し、管理者としての地位を放棄して下界へと下りたとおっしゃるのですか？」

「それ以外にこの壁があるのを説明する方法が無い」

　ギリエルはまるで扉とびらをノックする時のように目の前にある壁を叩たたくが、やはり音は全くしない。

　壁を叩いて音がしない理由は、叩いた衝しよう撃げきを壁が完全に吸収してしまっているか、もしくは壁自体の厚さがとんでもないことになっているかのどちらかであるが、ギリエルにはその壁がどのようなことになっているのか分かっているらしい。

「領域への経路を開いてみたら、いきなり壁ってことは、この先には何も無いってこと。そんな壁が存在するということは、魔族担当者の領域が閉鎖され、放棄されているということ。領域が放棄されているならば、担当者の行き先は下界以外に無いってこと。分かった？」

「分かりました。それでギリエル様、我々は一体どうしたらよいのでしょう？」

　問われたギリエルはしばし考え込んだ後。

「ヨシオ、全力で領域の確保。魔族の領域を再構築しなさい」

「え、俺ですか？」

「不満でも？」

　先ほど壁に叩きつけた裏拳を、目にも留まらぬ速さで今度はヨシオの頬ほおに当たる寸前でぴたりと止めたギリエルは、やや据わった目つきでヨシオに問いかける。

　問いかけられたヨシオは顔全体を冷ひや汗あせで濡らしつつ、慌あわてて顔を左右に振った。

「とんでもない。喜んで。すぐ取り掛かるので、拳を納めてくれ」

「よろしい、ではさっさと取り掛かりなさい」

　拳を引き戻してじろりとギリエルが睨みつければ、ヨシオは顔色を青白くしたまま言われた通りに壁に両手をつけると、領域の構築に取り掛かる。

　その背中をつまらなそうに見ているギリエルに、ミニウサが頭を下げつつ言った。

「とにかく、これで全領域の確保おめでとうございます」

「元げん凶きようの五分の一が言うな……」

「お祝いに、お赤飯でも炊きましょうか？」

「貴方あなた……殴られたいの？」

　どこまで本気なのか、淡々とした口調でそんなことを言い出したミニウサに、ギリエルは脅おどしの意味も込めて握にぎった拳に軽く力を纏わせてみたのだが、ミニウサの反応は薄うすい。

　どうぞといわんばかりに目を伏せたミニウサに、ギリエルはちょっといじめすぎただろうかと軽い反省の気持ちが湧き起こる。

　思えば、犬の着ぐるみを着せてポチ呼ばわりしてからこちら、大分酷い扱いを彼女にしてきた自覚はギリエルにもあったのだが、どうやらそれが結果としてミニウサに色々と諦めさせることになり、くるりと一周回ってふてぶてしいと言ってもおかしくない状態に陥らせたようだ。

「まだ、でしょうか？」

　いつまで経ってもやってこない一いち撃げきに、ミニウサが薄く目を開いて問いかけるが、ギリエルは既に殴る気も失せており、開いた手をぱたぱたと振りつつ。

「やめとく」

「そうですか……それにしましても、今まで五柱で管理してきた領域の広さを私たち三柱でしばらく管理しなくてはならないのは骨が折れる作業になりそうですね」

「は？　何言ってるのかな？」

　ギリエルの反応は、ミニウサにとって予想していなかったものらしく、少しだけ顔に驚きの感情が表れた。

「いえ、ですから。いずれは主様からまた管理者が送られてくるのでしょうが、それまでは確保した五種族の領域は私達で管理しなくてはならないのでは……あ、もしかして私が数に入っていないのでしょうか、それはそれで甘んじてお受けしますが……」

　今までのことがあるので、さっさと降こう伏ふくしたヨシオはともかく自分はもう管理者として働くことはできないのだろうと思ってそう言ったミニウサに、ギリエルはとんでもないことを言い出した。

「違ちがう違う。領域の管理は、私が権利を保持したままにしておくけれども、実質はミニウサとヨシオの二柱で管理してもらうから。最低でも今までの二倍半は働きなさい。主様の気が向いて新しい管理者がこっちに派遣されてくるまで、ね」

「え？」

「はぁ!?　なんだそりゃ？」

　呆ぼう然ぜんと声を上げるミニウサに、信じられないことを聞いたと言わんばかりに大声を出すヨシオ。

「手が止まってる。作業を中断しない！」

「ぬぐっ……」

　ギリエルに背後から尻を蹴飛ばされてヨシオは再び領域の構築作業へと戻る。

　代わりにというわけではないのだろうが、ミニウサが疑問を提示した。

「私達二柱で全領域を管理、ですか……？」

「死ぬ気で働きなさい。死にたくても死ねないでしょうけど」

　いい気味だと笑うギリエルとは対照的に、ミニウサは表情を動かさない。

　彼女の諦めは既に、もはや流れに逆らわず全てを受け入れ了承する、というレベルにまで昇しよう華かされているようだった。

「はぁ……まぁ、ご命令とあれば……しかし、ギリエル様は一体何をされるのでしょう？」

「あまり気は進まないんですけどね」

　両手を腰こしに当て、大きく息を吐はいてギリエルは少しずつ後退していく壁を睨にらみつける。

「とっちめる相手が下に下りちゃった以上、追いかけないわけにはいかないでしょ……」

　その言葉に、ヨシオは作業の手を止めぬままに天を仰ぎ、ミニウサはやはり表情を動かさないままに今までゲームの駒こま扱あつかいしてきたというものの、それなりに愛情も抱いていた人族という種族全体に、どうか被ひ害がいが及びませんようにと心の中で祈いのるのであった。







エピローグ　後日談らしい







「なぁアルベルト、ちょっと話があるのだが構わないだろうか？」

　蓮れん弥やが声をかけた時、アルベルトはちょうど一人であった。

　勇者という肩かた書がきの割にはどうにも蓮弥が見る限り、ほとんど雑用係としかいえないようなこき使われ方をしていたアルベルトは、仕事と仕事の合間にようやく一息ついたような状態だったのだが、蓮弥の姿を見るや否や、すぐにまた姿勢を正す。

「これは伯はく爵しやく殿どの。お疲つかれ様さまです。私に御用事でしょうか？」

　丁寧な応対ではあったが、蓮弥が見る限りではどう見ても外見から分かるくらいアルベルトはくたびれていた。

　体力的にも服装的にもである。

　腰に差している刀は、さすがに勇者専用装備ということなのか、あまり手入れをされていないように見えても輝かがやきを失うようなことは無いようであったが、着ている着流しのような服装はよれよれになっているし、履いているブーツや両手に装備している革の手甲のような防具はホコリと土にまみれてロクに手入れもしていないように見える。

　髪かみもきれいに撫で付けてはいるが、どことなく脂っぽいように見えるし、なによりそれなりに整った顔立ちの輪郭には無精ひげが伸び始めていた。

　これはどう見ても、服装に気を遣う暇ひまも無く、身体を清潔にしておく時間すら取れないような激務に明け暮れているとしか見えない。

　それにしても、着流し姿にブーツというのは随ずい分ぶんとミスマッチな格好に見えるものだとしげしげとアルベルトを観察する蓮弥。

　声をかけられたというのに、一向に用件に入ろうとしない蓮弥に、アルベルトは困ったように頬をかく。

「えーと……伯爵殿？」

「あ？　あぁ、すまん。ちょっと考え事をしてしまった。えーとだな……」

　用件を切り出そうとして蓮弥は一いつ瞬しゆん口ごもる。

　考えてみると、勇者という立場であるはずなのに、アルベルトは一いつ般ぱん兵その一くらいの扱いしかされていないように見え、さらにアルベルトがその扱いに不満を抱いていないようにも見える。

　これはどうやらアルベルト自身が身分と言うものを絶対視しているからのように蓮弥には思えているのだが、この状態で蓮弥が持ち込んできた用件をアルベルトに話した場合にアルベルトが蓮弥の思う通りに動くだろうかという疑念が持ち上がってきたのだ。

　ちょっとだけ蓮弥は考えて、すぐにその可能性は低そうだなと結論をつける。

　蓮弥の用件とはもちろん、賢けん人じん会に報告をせずにエルフ族なり獣人族なりの領地経由でクリンゲに帰るというものだ。

　何もない状態ですらあれだけ気分を害する対応をしてくる連中が、その会頭の息子むすこが戦死した等という情報に対してどのような対応をしてくるか、考えるだけで頭が痛くなってくる蓮弥である。

　であるとするならば、一応協力はしたのだし、支し援えんも継続してするのだから、報告はすっ飛ばして逃にげよう、という結論に蓮弥が達するまでにそれほどの時間は必要とされなかった。

　ここで問題になってきたのがアルベルトの存在である。

　蓮弥からしてみれば、魔ま王おうだの勇者だのというのは比較的どうでもいい話であり、むしろインベントリやら倉庫の中に充実してきた肉類の資源に対して、どうしても不足しがちである魚類関係の資源の調達をこれからどのようにすればいいかという問題の方が重要ではあったのだが、その問題に心置きなく頭を悩ませる為ためにはやはり、状じよう況きようが安定していないと話がしづらい。

　状況を安定させる為には、戦争等やっている暇は無く、戦争を終わらせる為にはどうしても魔王とやらにきれいさっぱりとこの世界から消えてもらう必要があった。

　蓮弥は自分でもできるのだろうかと考えたこともあったのだが、誰に聞いてみても、どの文献を当たってみても魔王に対たい抗こうし得るのは勇者のみ、ということになっている。

　どこまで本当の話なのかは、実際見てみないことには分からないと蓮弥は思っているのだが、当代の勇者達を見る限り、勇者が世界最強の存在である、とはどうしても思えなかった。

　勇者が世界最強でなければ、勇者よりも強い存在がいたはずであり、それが魔王を倒してもおかしくないはずだったのだが、そういった話はどれだけ調べてみても伝えられていない。

　そこから推測してみるに、もしかすると魔王と勇者という存在は特別なものであり、その魔王の命や存在に届くことができるのが勇者だけ、ということなのではないかと蓮弥は考えたのだ。

　そうすると、どうしても手元に勇者全員を置いておきたくなる。

　勇者というものが、魔王と戦うためだけの存在ではなく、魔ま物ものに苦しむ民たみ草くさを助けるという役目もあることを考えると、勇者を独占してしまうというのはあまり良くない行動のようにも蓮弥には思えていたのだが、どちらにせよ最終的には全員一纏めにして魔王軍に当ててしまうのだから、多少その時期が早まったところで構うようなことでもないのかなとも思っている。

　これは仮に蓮弥が魔王に対して無力だったとしても、魔王以外ならばなんとかできるかもしれず、つまりは勇者を魔王の下へ届ける為の露つゆ払はらいくらいならできるだろうと考えたせいだ。

　自慢をするつもりは毛頭無かったが、自分以上にその露払い役を上手に行える者がこの世界には、今までを見る限りいないだろうとも思っている。

「伯爵殿？」

　いぶかしげなアルベルトの声に、思考がかなり脱だつ線せんしていたことに蓮弥は気がつく。

　要は蓮弥としては手元に勇者を四人とも置いておきたいわけで、アルベルトにはクリンゲまで同行して欲しいのだが、正直にそれを口にしたところでどうもアルベルトがそれに従ってくれる気がしないということなのだ。

　だとすればどうすればいいのか。

「えぇっと、伯爵殿？」

「あぁすまん。あのなアルベルト……あれは何だ？」

　ちょいちょいと手招きをしてアルベルトを近くに呼んでから、おもむろに蓮弥がどこかを指差す。

　場所は街の中であるので、それほど珍めずらしいものがあるわけがない。

　一体何を見て自分を呼んだのだろうと蓮弥に手招かれるままに傍かたわらまで歩み寄ってきたアルベルト。

　蓮弥は近寄ってきたアルベルトの肩を押さえ、自分の方へ引き寄せると唐突に、その首筋に鋭い手刀の一撃を加えた。

「がっ!?　は、伯爵殿!?」

「あれ？　浅い？」

　本気で打ち込んで、首が落ちたら取り返しがつかないだろうなと、手加減した蓮弥だったのだが、どうやらその辺りの加減が上手うまくいかなかったらしく、唐とう突とつな一撃の痛みに打たれた部分を押さえて蓮弥から離はなれようとするアルベルト。

　それを逃がさないように押さえた蓮弥は、アルベルトの両りよう肩かたへ手を置くと自分の方へ引き寄せつつ、みぞおちへ膝ひざを入れ、うっと呻うめいて上体を折ったアルベルトの首へ正面から腕を巻きつけるとフロントチョークスリーパーに極める。

　みぞおちを襲った衝撃に息が詰つまった上に、喉を締められたアルベルトはほんのわずかに抵抗する素振りを見せはしたが、きゅっと蓮弥が力を込めればほぼ即そく座ざに全身の力が抜けてだらりと弛緩してしまった。

　アルベルトの性格から考えて、落ちたフリをして相手の油断を誘さそうような器用な真似まねはできないだろうと蓮弥は思っていたが、それでも念ねんの為にとしっかり落ちていることを確認してから、さらに念を入れてインベントリからロープを取り出だし、ぐったりしたアルベルトの脚を縛り、手を背後へ回してしっかりと縛り上げて、さらに猿さる轡ぐつわを噛ませて目隠しをして、耳に綿を詰めてやる。

　そこから今度は運びやすいように、全身を布でぐるぐる巻きにして布の上から緩めに糸で縛り、梱包までしっかりと蓮弥はやり遂げた。

「ふぅ……」

　一仕事やり遂げて、満足げに息を吐く蓮弥。

　ここまでの所要時間はわずかに数分。

　もちろん、一いつ緒しよに人族の国まで行こう等という話を他の龍りゆう人じん族に聞かれれば面めん倒どうなことになりかねないので、人ひと気けの無い場所を選んでアルベルトに声をかけていたので、誰かに見られているようなこともない。
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　実に速すみやかで、かつ鮮あざやかな誘拐の手口と言えた。

　しっかりと梱包したその包みを、蓮弥は軽々と肩に担かつぐと、その担いでいる姿を誰かに見られるのも不味まずいだろうと考えて、ひょいと軽く地面を蹴って近くの建物の壁を駆け上がり、屋根へと跳び上がるとそのまま屋根伝いに移動を開始する。

「奴やつら一体何を考えている!?」

　勇者拉致される、の一報は蓮弥が思っているよりも早く龍人族の兵士達に知らされた。

　指揮官が戦死している状態であるので、対応は遅おそいだろうと考えていた蓮弥だったのだが、何故なぜだか龍人族の兵士達の対応は異常に素早かった。

　すぐさま都市内部にある転送門が設置されている建物に警護の兵士達が集中し、内からも外からもアリ一匹ぴき通さない、厳重な警備網が引かれたのだ。

　さらに、蓮弥の仲間達がいるであろう場所にはその身み柄がらを確保するべく、かなりの数の兵士達が差し向けられる。

　ただ、こちらはめぼしい成果を上げられなかった。

　エミル、グリューン、クロワールの三人は発見すらされず、クルツと巫女みこ二人は発見はされたのだが、鎧よろいを身に纏まとうことすらなく、手からあの黒いモヤを出されて威い嚇かくされただけで兵士達は逃げ帰る羽目になる。

　レパードとカエデは、発見されて半ば取り押さえかけられたのだが、カエデに対するあまり丁寧とは言えない龍人族の兵士達たちの対応にキレたレパードの反撃にあって壊滅。

　ローナは一度捕ほ縛ばくされたのだが、連行される際に身支度がしたいからと部屋に戻ることを訴うつたえ、部屋では着替えるのだから監視は扉の外でお願いしたいと言い、着替えだけを持って部屋の中へ入り、兵士達が扉の外で待っている間にどこに隠かくし持っていたのやら兵士達には分からなかったが、なんらかの道具を使って部屋の中から建物全体を爆破して逃とう走そう。

　唯ゆい一いつシオンだけが兵士達の顔を見た途と端たんに何かあったことを察したのか、剣けんを抜いて話し合うこともなく戦せん闘とうに突とつ入にゆう。

　当初、人族の女剣士などあっさりと取り押さえられるだろうと高を括くくっていた龍人族の兵士達を、当たるを幸いにばったばったと斬り倒して、悠ゆう々ゆうと姿をくらました。

　これにより、蓮弥一行の全員を取り逃がした格好になった龍人族軍ではあるが、蓮弥達がこの大陸から自分達の大陸へと逃げる為にはどうしても転移門を潜くぐる以外の方法が無い。

　そこを先に押さえた龍人族の判断は、一応褒ほめるべきところであると言えた。

　だが、蓮弥達の実力からすれば転移門を包囲している軍を突とつ破ぱして門を確保しなおすことなど造作も無いことのように思われた。

　それ故ゆえに兵士達は最悪の場合、蓮弥達を逃がすくらいならば転移門を破は壊かいすることも考慮に入れて警備に当たっていたのである。

「奴らはまだ見つからないのか！　それなりの人数だ！　見つけるのは難しくないはずだ！」

　エルフ組とエミルを発見すらできなかった状態で、人数が多いのだから見つかるだろうという見通しは甘あまいと言わざるを得ない考えだったのだが、魔族の軍と戦わされるわ、その戦闘で友軍は壊滅するわ、上司は戦死するわ、勇者が拉致されるわと次から次へと厄やつ介かい事が起きるのに対して対応せざるを得ずに、混乱をきたしている彼らを責めるのは酷というものだろう。

　その彼らの混乱へ拍車をかけるような出来事が突とつ然ぜん彼らの頭上で起こった。

　誰だれかが何かを都市の空へと打ち上げたのだ。

　それに兵士達が気づいた時には、既に何発かが打ち上げられており、兵士達が一体誰が何をしたのだと見守る中で、それらの飛行物体は都市の真上まで上がるといきなり閃せん光こうと轟ごう音おんを放って爆ばく発はつした。

　相当高く打ち上げたのか、都市に届いたのは光と音だけで、爆発の衝撃が都市の建物等を振ふるわせることは無かったが、もしもその衝撃がまともに都市を襲っていれば、魔ま物もの達たちに一度蹂じゆう躙りんされ尽つくした都市は原型を保っていることは難しかっただろう。

　それほどの爆発が立て続けに起こったのだ。

「一体何事だ!?　敵襲なのか!?」

「わかりません！」

「都市の警備を固めろ！　転移門周囲は数名だけ残して後は都市の防護にまわすのだ！」

「よろしいのですか？　そんなことをすればあの人族どもは簡単に……」

「今は奴らに逃げられるよりも、また都市を攻こう撃げきされて奪うばわれる方が被害が大きい！　急げ！」

　上空における爆発は、蓮弥達の陽動であるという見方もあったのだが、兵士達は蓮弥達に逃げられることよりも、もしかすると再び魔族の軍の侵しん攻こうが都市を襲うかもしれない可能性の方を恐おそれた。

　それでも数名だけ転移門の周囲に残したのは、蓮弥達がそこを強行突破すれば後々に何らかの取引にその事実が使えるだろうと踏ふんだせいである。

　完全に無防備にして蓮弥達に通られるのと、数名とはいえ兵士を残してある程度悶もん着ちやくを起こして通過されるのとでは条件が全く違うだろうと考えたのであった。

　しかし、彼らの思惑はあっさりと外れることとなる。

　時間の経過と共に爆発が引き起こした混乱は収まっていったのだが、蓮弥達の姿は転移門周辺に現れることはなく、それは夜を迎え、次の日になっても変わることはなかったからであった。

「そりゃね。あの都市の転移門が使えれば楽だったんだがね」

　前髪をなびかせる程度に抑えられた風を心地よく感じながら、蓮弥は独り言のように呟つぶやく。

「絶対にまず転移門を押さえられると思ったし、突破するのは簡単だとしても、後々面倒なことになりそうだったからな」

「勇者を拉致った時点で、もう面倒事が満載って感じだと思うのは私だけなんだろうか？」

　蓮弥の背中にぴったりと張り付いているシオンが、そんなことを言うが蓮弥は意図的に無視する。

　そんなことよりも、そのさらに背後に座っているクロワールの視線が怖こわいのだ。

　幾いく分ぶん離はなれた所に腰こし掛かけているクロワールは、据わった目つきとぎりぎりと音が聞こえてきそうなくらいの歯は軋ぎしりを行いつつ、まかり間違うと殺しかねないような視線で蓮弥とシオンを睨にらんでいる。

　その隣となりで胡坐あぐらをかいていたグリューンが苦く笑しようしつつ、なだめるようにクロワールの頭を撫なでているが改善されたような様子はかけらも無い。

〈背中で修羅場を形成するのは勘かん弁べんして欲しいわ……〉

　切実な呟きを漏もらしたのは、真紅の鱗うろこを太陽の光に輝かせた一頭の竜りゆう。

　その隣を平行して飛んでいるのは、こちらは色鮮やかな緑色の鱗の竜だ。

　そちらの背中にはクルツとレパードに巫女が三人。

　何故か竜の頭の上にはエミルが胡坐をかいており、逆に尻尾の付け根辺りには背後を警けい戒かいしているのか進行方向とは逆方向に、尻尾にまたがるようにしてローナが座すわり込んでいる。

「そんなわけだから、無理に都市の転移門は使わないで、来た時に使った祠ほこらの転移門を使って帰ろうってことだよ」

〈私達の発着を誤ご魔ま化かす為に、あんな大規模な魔ま術じゆつ必要だったのかしら？〉

　ルビドラを呼び出すことは、蓮弥にとっては念話のチャンネルが繋がりっぱなしだったので難しいことではなく、ついでにエメドラもつれてきてもらったのだが、どうしてもこの二頭の竜の発着は目立つ。

　バレたところで竜の速度を追つい撃げきできる手段は無いので、どうでもいいと言えばどうでもよかったのだが、これが元で祠の転移門を封鎖されても面白くないだろうと、蓮弥はルビドラ達の姿をくらます為だけに、都市の上空全体を覆うような爆発を魔術で引き起こしたのである。

　これは都市に影えい響きようを与あたえるのが目的ではなかったので、エミルに計算してもらって都市には被害の出ない数と威い力りよくと高さでもって発動させていた。

　困った時のエミル頼だのみと言える。

　蓮弥は自分で調節していたら、間ま違ちがいなく都市に多大な被害をもたらしていたであろう自信があった。

〈一応我々は……竜の中でも上位に位置しているのだが……気軽に馬扱あつかいで呼び出されてもその……困るというか……立場というものがだな……〉

　いまいち不満げなエメドラの言いたいことも、分からない蓮弥ではない。

　ただ、状況が許すならばプライドとかいったものを尊重してやらないこともないのだが、ここでそれを尊重しだすと、困るのは蓮弥自身になってしまう。

「まぁほら、一つ借りておくから」

〈本当だな？　今言げん質ちを取ったからな？〉

　落としどころはこのへんだろうかと蓮弥が口にした言葉に、何故だか異常に食いつくエメドラ。

　何かしら不味い言葉を口にしただろうかとわずかにひるむ蓮弥であるが、既すでにエメドラは言質は取ったとそれ以上の会話をしてこなくなった。
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　これはこれで、また何らかの面倒事を背負い込むことになるのかもしれない。

　妙みように幸せそうな顔で背中にぴったりとくっついているシオンのふにゃふにゃとした気配と、そろそろその視線が含ふくんでいる殺気が物理的な圧力を伴いそうになっているクロワールの気配とを背中に嫌いやと言うほど感じつつ、蓮弥は進行方向を見つめては、とりあえずはクリンゲに帰ったら魚介類の採れる場所やらについて情報を集めてみようという考えに意識を集中させるのであった。







　トライデン公国のクヌギ伯はく爵しやくが勇者四人を手中に収めたという情報は、かなりの速度でもって世界中に広まった。

　反応はまちまちであり、一番反応が薄かったのは比較的こういった情報に疎うといせいなのか、もしくは種族的特長のせいなのか、意見は分かれるところではあったが獣人族である。

　一応、四つある部族の一つの王子であるレパードのことであり、さらにはそれに付随して巫女の中でもかなり偉い立場にいるらしいカエデの身柄を押さえられているという事実に直結しているのだが、まぁ帰りたくなったら帰ってくるんじゃないか、くらいの反応しか示さなかったのだ。

　ただ、周囲に報しらせてはいないのだが蓮弥のところには二人と、さらにクルツにつけた巫女二人をぜひともよしなに、というお願いが来ていたのでまるで無関心というわけでもないようではあったが、少なくとも対外的には反応らしい反応を示さなかったと言える。

　次に反応が薄かったのはエルフ族だ。

　こちらはどちらかというと勇者であるグリューンよりも、グリューンにというよりは蓮弥にくっついていってしまったクロワールの動向にばかり気を取られているようであり、その安否の問い合わせに関しては三日に一度程の割合で転送門経由でご機き嫌げん伺うかがいが来ているほどである。

　もっとも、クロワール自身は蓮弥について回っているのであっちにふらふらこっちにふらふら状態でクリンゲにあまり留まっていない。

　それでもクリンゲに来ればそれなりに情報は手に入るので、エルフの皇こう帝てい陛下はそれでよしとしているらしかった。

　ただ、あまりクロワールのことばかり調べるので、蓮弥等などはグリューンが気を悪くするのではないかと心配したりしていたのだが、実はクロワールのご機嫌伺いに来たエルフ達はこっそりとではあるがグリューンの安否に関しても調べをつけて国許へと帰っているらしい。

　やはりグリューンは立場というか生い立ちというか、そのあたりが非常に難しいところにあるので、あまり公おおやけに調べたり、心配してやったりすることが難しいようであった。

　それでもきっちりとグリューンの情報を集めていくエルフの使者達に、蓮弥はほんのちょっぴりとだがエルフの皇帝陛下を見直すのだった。

　人族の反応は酷ひどくまちまちであると言えた。

　ほとんどの国はあまり反応を示さない、というよりは反応を示すことで蓮弥の関心を買うことを嫌ったらしく、手も口も出さずにだんまりを決め込んだ。

　トライデン公国は公式な意見こそ出さなかったが、大公陛下がこの件に関して他の貴族達から意見を求められた時に、いつもと変わらない反応しか返さずに笑え顔がおで貴族達を黙もく殺さつしてのけた、という噂がまことしやかに流された。

　最初こそかなりの剣幕で大公に詰め寄った貴族達であったのだが、大公の笑顔の圧力に次し第だいに勢いを失い、やがて声も出せなくなり、最後にはぼそぼそと謝罪の言葉を口にしつつ半ば逃げだすかのような勢いで自分の領地へと戻もどっていったらしい。

　実に平常運転なのだなと感心する蓮弥であった。

　懲こりずに大声を上げたのは教会勢力である。

　彼らは人族の勇者は元々教会に属する存在であり、蓮弥のような一貴族がその身柄を独占していることは全すべての人族に対する反逆であると声高に騒いだのだ。

　クヌギ伯爵が本当に人族の法に従う気があるのであれば、速やかに勇者の身柄を教会へと戻し、教会の意向に沿って全ての人族と共に魔まに立ち向かうべきではないかとぶち上げたという情報に、蓮弥は軽い頭痛とめまいを覚えて思わず天を呪い、すぐさまホットライン経由で幼女神様からそれを止められるという一幕があった。

　嘘うそか本当か蓮弥には判断がつかなかったが、蓮弥達のいる世界の神様にあたる存在が、蓮弥の呪いに当てられて気絶したらしい。

　どうやら聖王国での出来事は、一部の人間にはそれなりにトラウマを残しはしたものの、直接現場を見ていない人達にはそれほど脅きよう威いだとは取られなかったようだと蓮弥は溜ため息いきをつき、それならば一度相手の言う通りにしてあげようかと蓮弥は以前エミルが作った車に運転手としてエミルを乗せて、クルツに教会の総本山がある聖王国へ赴おもむくようにお願いした。

　爆ばく音おんを立てつつ聖王国方面へ疾しつ走そうしていく車を見送った蓮弥達は、果たして二人が何日後に帰ってくるのかと賭けをクリンゲ全体で開催し、住民を巻き込んでのお祭り騒さわぎとなる。

　本命が大体四日から五日程。

　対抗で一週間から十日くらい。

　大穴が帰ってこないとなる中で、エミルとクルツが翌日の夕方にクリンゲに帰ってきた時には住民総出での大ブーイングが起きた。

「伯爵さま!?　ボク何か悪いことした!?」

「いや……あ、いや、たぶん一部の人間にとっては悪いことなの、かな？　いやでも……」

　酷い悪意を向けられたわけではないが、そんな状況に陥おちいったことの無いクルツは蓮弥の城に帰ってくるなり椅子に座っていた蓮弥の膝の上に飛び乗ると、胸むな倉ぐらを掴つかんでかっくんかっくんと前後に揺さぶりつつ涙なみだ目めになる。

　そんなクルツになんと言ったらいいやら分からずに、揺ゆさぶられるがままに蓮弥は上半身を前後に揺らされていたのだが、クルツに続いて部屋に入ってきたエミルの一言に凍りつく。

「言われ無き誹ひ謗ぼう中傷……腹立ち紛まぎれの暴言の嵐……責められるって実にイイねぇ……」

「「変態がいる!?」」

　青ざめてしがみついてきたクルツを、蓮弥は反射的に抱きとめて、何故だかうっとりとした表情で頬に手を当てて立たち尽くしているエミルを二人同時に罵る。
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　罵られたエミルはさらにうっとりとした表情を蓮弥とクルツに向けた。

「もう一声」

「伯爵さま!?　伯爵さま!?　あれ、何!?」

「見るなクルツ。あれは精神衛生上良くない存在だ。汚染されるぞ」

「嫌だねぇ二人とも。四方八方から責められるなんていう経験し難い状況を、楽しんでいるだけじゃないかねぇ？」

　はふ、と艶っぽい吐息を漏らしたエミル。

　何か怯おびえたように身体を震ふるわせて、しがみついてくるクルツの背中をあやすように撫でてやりながら、こいつも平常運転だなぁと思いつつ蓮弥はエミルに尋たずねた。

「まぁ趣しゆ味みにとやかく言う気ないが。首尾は？」

「上々だねぇ。しっかり教育してきたよ。ま、二度とクルツをこっちによこせなんて言わないだろう程度には。報告書は後で上げておくからねぇ」

　この時エミルが蓮弥に状況を説明する為に、エミルとクルツがクリンゲを出てから帰ってくるまでに一体何があったのかを詳しよう細さいに書き記した報告書が、後に聖教会壊かい滅めつ事件として歴史書に書き記された事件の最重要資料としてトライデン公国の書庫に禁書として残されることになる。

　その描写のこと細かさと内容の凄惨さから、読むと精神に異常をきたすとまで言われる悪書として長く伝えられることになるのだが、それはまた別の話であった。

　この時点より、教会は完全にその勢力を縮小し、それまでは人族の大陸全土に勢力圏を持っていた大組織が、あっさりと細々とした地方宗教団体レベルにまで没落し、代わってトライデン公国を発祥とした新しい教えの宗教団体が力を持つことになるのだが、こちらもまた後々の話で、この時点においては蓮弥の知るところではない。

　四種族の中で最も激しい反応を示したのは龍人族であった。

　これは無理も無いことと言える。

　なにせ彼かれらからしてみれば、確かに蓮弥達は侵攻して来た魔族の軍隊を退けた最大の功労者ではあるのだが、同時に龍人族の勇者を誘拐していった大罪人でもあるからだ。

　すぐさま龍人族賢人会の名前で勇者アルベルトの即時返還と、蓮弥の賢人会への出頭命令が出されたのだが、蓮弥はこれを無視。

　それどころか逆に、戦争で疲ひ弊へいしきっている龍人族への食料や資材の支援の見返りとして賢人会の解体を要求。

　これには賢人会も怒いかり心頭に発し、すぐさまクヌギ伯爵領への侵攻が検討されたのだが、そもそも各大陸間は転移装置が使えない限りはほとんど行き来することができない上に、龍人族自体が他の大陸との転移門のチャンネルをそれほど積極的に繋ごうとしてこなかったので、兵を送り込みたくても送り込む拠きよ点てんがない。

　さらに、龍人族が持っている軍自体が相当数の戦死者を出してしまったことで弱体化している中、その軍を壊滅に追い込んだ魔族の軍を相手にして、勝った上に首都を奪だつ還かんした蓮弥達一行にいまさらケンカを売ってみたところで勝ち目があるとは誰も思わなかった。

　その上で、戦火に焼かれて疲弊しきった一般の龍人族相手には、かなり豊富な資材や食料の供給を行っている蓮弥を相手に、兵士も民も戦いを吹っかける気には全くならなかったのである。

　かくして、一部でヒートアップしている賢人会のメンバー達は、呆れ顔の兵士達に拘こう束そく、軟禁されて無力化し、新しく発足した龍人族政府なる、選挙で選ばれた者達が集つどう組織の代表が、改めて蓮弥と話し合いをした結果、勇者アルベルトの身柄は正式に蓮弥の預かるところとなったのであった。

「これは……普ふ通つう革命とか、そういう呼ばれ方をするのではないのでしょうか」

　事態の推移の早さに呆然とするアルベルト。

　それまでの賢人会は世襲制で、長い間それを組織している家は変わることが無かったのだが、それがいきなり選挙で民の代表を選ぶような民主的国家になってしまったのだから、驚おどろくのも無理は無い。

「食わせてくれない、護ってくれない為政者よりも、食わせて護ってくれる赤の他人の方が受けがいいのは、いつでもどこでも同じってことだな」

　そう言って蓮弥はそっと肩かたを竦すくめた。

　それまで完全に賢人会の支配下で暮らしてきていた龍人族の民たみ達たちが、いきなり選挙やら民主主義やらに目覚めるはずがない。

　誰かが裏で糸を引いていたはずだというのが後世の歴史家達の意見であるが、誰がその糸を引いていたのかという点について、記されている資料はどこにも存在していない。

　事実を知るのは当事者のみ、というやつであった。

　こうしてあちらこちらで騒ぎがあったり変革があったりとイベントに事欠かない状況であったのだが、それとは裏腹に、魔族の動きに関しては龍人族の大陸への侵攻失敗を最後に、ぴたりとその動きがなくなってしまっていた。

　一時的に活発化していた瘴しよう気きの森内部の魔物の動きも、外から見る限りはなりを潜めてしまい、組織立った軍の行動が見られなくなる。

　散発的に多少の魔物が森と各大陸との境界線近くの村等などに襲おそい掛かかることは相変わらずであったのだが、活発化する以前のレベルにまで戻ったといっていい頻ひん度どでしか発生しなくなる。

　これを受けて魔族側、特に魔王に関して何らかの問題が発生したのだろうかとさまざまな推論が行きかうことになるのだが、実際何が起きているのかを知る方法は無く、全てが推論、推測のレベルで留まることとなった。

　なにしろ、魔族の領域の情報を得る方法が全く無いのだから、これに関してはどうすることもできない。

　魔ま王おう消しよう滅めつ説等という非常に楽観的な意見が流行はやったりもしたのだが、誰もがそれは希望的な物の見方でしかなく、実際はもしかすると嵐の前の静けさのような状況なのではないかと、言いようの無い不安に駆られる日々を送ることとなっていた。

「来たら来たで考えればいいのだから、来たらどうしようなんて心配するだけ損だと思うんだがね」

　そんな暢のん気きな意見を口にする蓮弥を筆頭としたクリンゲだけが、なんとなくうっすらとだが不安を覚える世界中で常時平常運転を続けている。

　そんな状況がしばらく続くのであった。







幕間　功刀蓮弥であったらしい







　朝、目を覚ます。

　大たい概がいの人間にとっちゃあ、なんてことのない朝の動作の一つなのだろうが、俺おれにとっちゃあ今日もまた、目を覚ますことができたかと布団の中で一つ息を吐はくような、そんな動作だ。

　目を覚ますことができたか、というか目を覚ましちまったか、と考えてしまうのは、俺もこれまでの行いを悔いたりなんだりするくらいに歳を食ったってことなんだろうが、そいつを布団の中でごろごろしながらいつまでも、とりあえずはうちに住み込みで働いている家政婦のば……いや、こいつを口にしたらあの野郎、俺の嫌いな食い物を、これでもかとばかりに食卓の上へと並べやがるから、家政婦で止めておかなくちゃならないんだが、とにかくその家政婦が俺を起こしにくる時間まで延々と考え続けるってのは、どうにも決まりが悪い。

　仕方なく考えるのをやめて、俺は掛け布団を押おしのけると上半身を起こす。

　痩せた胸が乱れた寝巻きの開いた襟えり元もとから覗のぞくのを見下ろしながら、誰が見ているわけでもないというのに、俺はまた随ずい分ぶんと痩せこけちまったなと一人で笑う。

　歳相応だといわれれば、それまでの話でしかないのだろうが、若い頃ころはもうちょっと盛りも張りもあったもんだがと思ってしまえば、今の枯れ木に皮がくっついたような体を見るにあたり、自嘲の気持ちが湧わいて来たとしたところで、無理も無いもんだとしか思うことができない。

　現実から目を背そむける、という誰もが大体行っている精神の安定を狙ねらった行動を俺も見習って、乱れた寝巻きを直すこともなく脱ぬぎ捨すてると、部屋の箪たん笥すの中から適当に引っ張り出した衣服を身に着け始める。

　若い時分にはファッションなんていう、他人からどう見られているのかということを気にして、少しでも見栄えよく見えるような取り合わせを考えているように見せかけて、大体が他人の失笑を誘う程度のことしかできていないような、無む駄だな行動に時間を割いたこともなかったわけではないのだが、年齢も九十をいくつか超えちまって、そろそろ一世紀になるんじゃないかと思うくらいに積み重ねてくると、他人の視線とかどうでもよくなってくるもんで、身に着けて不快を感じることがなければ、人からどう見られようが気にするようなことでもなくなっちまう。

　ただ、好みってのはいつになっても忘れることができない代しろ物もののようで、俺は大体、何かしらの必要を感じない時は、上下は黒のスーツと決めている。

　礼服でもあるまいし、真っ黒はやめておけと余計な話を持ち込んでくる奴がいなかったわけじゃないんだが、俺には俺でスーツの色が黒じゃなきゃいけない理由ってもんがあるのだから放っておけと思う。

　それでもまぁ、どこの世間にもおせっかいな奴の種ってのは尽きないようだ。

　お前ら、俺のお袋ふくろじゃあるまいし、他に気にしなきゃいけないことが沢たく山さんあるだろ。

　どんなことかは知らないがな。

　ネクタイなんてもんは締めない。

　ありゃどこの誰が考えだしたのか知らないが、なんで手前の首にあんな引っ張っただけで絞首刑が実行できるような代物を巻き付けるなんてことが、社会人の一いつ般ぱん的てきな服装なんて代物に設定されたのか、一世紀近くを生きてきても未いまだに理解できない。

　元々は、寒さから首筋を守るためのもんだった、という話を聞いたことがあるが、寒くもない国でまでそいつを真似して、しかもそれがフォーマルだっていうんだから、つくづく世間てのはワケがわからないことばかりだ。

　まぁ、そいつのおかげで助かったことが両手の指じゃ足りないくらいあったってのも、嘘じゃない事実であるので、俺としては俺以外の人間には是ぜ非ひ、続けて欲しい話ではあるんだが。

　皺しわひとつないワイシャツを身に着け、黒の靴下を履き、黒の上下を身につければ朝の身支度は終わる。

　髪かみの毛けなんてもんは、短く切りそろえておけばそうそう乱れるもんでもない。

　これだけはいるんだかいないんだか分かったもんじゃないが、もし仮に、本当にもし仮にもこの世界に神様なんて存在がいるのだとすれば、ちょっとくらい感謝してやってもいい話として、俺は禿はげとは無縁だった。

　髪の毛は一本残らず真っ白になっちまってたが、それでもまぁ地じ肌はだを晒さらさず、それなりに生えそろってるというのはいいもんだ。

　もちろん、禿げにゃ禿げの利点がある。

　ありゃ、掴むところがないからな……組み打ちになった時に手数が一つ減っちまう。

　そういう輩やからが相手の時は、眼がん窩かに指を引っ掛けるくらいしかなくなるんで厄介だ。

　耳を掴んで引っ張るのは止めておけ。

　人が思ってるよりも随分と簡単に、そう実に簡単に耳ってのは取れる。

　そんなことをするくらいなら相手の鼻の穴にでも指を突っ込め。

　お勧すすめはしないけどな、俺だって他人の鼻の穴に指を突っ込むのはできれば避さけてぇ話だ。

　汚いからな。

「蓮弥さん、もうお目覚めですか？　お目覚めでしたら食事にして頂きたいのですが？」

　身支度が終わった頃を見計らってってわけじゃないんだろうが、随分といいタイミングでもって家政婦のば……いや家政婦が障子越ごしに声をかけてきた。

　いまどき障子なんてもんを使ってる家ってのも減ってきてるんだろうが、俺の今の生なり業わいが表向きは刀匠なんていう名前で呼ばれてる職業であるので、雰ふん囲い気き作りも大事だろうと考えてどこぞの田舎にあった古民家を移築、改築して使っているもんだから仕方ない。

　ついでに功刀一刀流なんていう流派まで持ってるもんだから、広さだけはかなりある屋敷の敷地の中に小さいながらも道場なんてもんがあるもんで、さらに俺の家だけ世間から取り残されたような古めかしい雰囲気が漂ただよいまくっている。

　俺としては、完全に洋風の、とまではいかなくとも極きわめて普通の一いつ般ぱん住宅で十分事足りるんだが、何事にもまず見た目ってのは重要で、色々と俺にくっついて回る肩かた書がきってもんが、俺がいらないなと考える色々なものをどうしても必要としているらしい。

　昔は良かったんだがな、と一つ溜息をつく。

　平和とか安定とか、そういう単語とは縁遠い生活ではあったんだが、必要なものとそうでないものを自分の考え一つで決めることができていたからだ。

　背中に背負い込むもんが増えてしまうと、それがそうできなくなっていくのが世の中だっていうんだから本当に面倒な話だと思う。

　そろそろ降ろして楽になりてぇんだが……それも周囲が許してくれそうにないな。

　白米に漬物、味噌汁に焼き魚といういかにもな朝食を終えると暇ひまになる。

　平日の午前中から、刀の使い方やら作り方やら、そんなものを習いに来る物好きなんてものもこのご時勢ではいなくなってしまったし、肩書きにくっついて回る取材やら執筆依頼なんてもんは片かたっ端ぱしからお断りしているような現状だ。

　そもそもが刃は物もの一本持たされて、人間を解体するのがちっとばかり上手なだけの俺に文章を書けとか、お話を聞かせてくださいとか言い出す連中が後を絶たないというのは、何かしらおかしいんじゃないかと思ってしまう。

　本当に俺の話が聞きたいっていうんならと、一度だけインタビューとかいうもんを受けたことはあるんだが、話してやったものの中身がほとんど使いもんにならないってことでえらく怒られたことがある。

　そいつをそのままどこぞの雑誌の記事に載せたりしようもんなら、即座に白と黒のツートンカラーの趣味の悪い車に乗り込んだ官憲どもが、俺の家を取り囲みに来ますよ、なんていうもんだから後始末に色々と手を焼かされた忌いま々いましい記き憶おくが蘇よみがえってきた。

　それなりの人手と金を消費して、どうにかこうにかなかったことにしたんだが、あんな苦労をするくらいなら二度とインタビューなんてもんは受けないと固く心に誓ちかったもんだ。

　このネタで、俺からいくらか強請ゆすれるだろうと考えた阿あ呆ほうがどれだけいたのか、俺自身はあまりよく知らないんだが、そいつらは金の代わりに銃弾なり刃やいばなりをたっぷりと食らわされて、大体全員冷たい土の下送りになってる。

　昔の誼よしみってやつで、俺の代わりに手を汚してくれた奴に返さなきゃならないもんが増える一方で、老い先長くないだろう身としてはあまり背中に背せ負おうもんを増やしてくれるなよという身勝手な思いに捉われてしまう。

　昔の誼といえば、懐古ばかりする老人といわれるのはちと癪しやくであるが、昔は良かった、と最近は思い出だすことが多い。

　暇を持て余すようになってから、特に昔を思い出すことが多くなった気がする。

　物心ついた頃にはすでに棒っきれを持ってた気がするし、そいつで誰かをぶん殴ったところで今ほどは騒ぎにならなかったような時代だ。

　俺の場合はその棒っきれを振り回まわすってのが性に合っていたようで、そのまま剣の道ってやつへ進むようになり、ガキの頃にはそれこそ神童なんて言われるくらいの強さはあったんだが、だからどうしたって話だったな。

　確かに竹刀しないなり木刀なりを持って戦うのであれば、それこそ年上だろうが大人だろうが叩たたきのめすことに苦労した覚えはないんだが、はるか昔の戦国の世の中とかなら刀一本で立身出世みたいな話もあったんだろうけれども、既にその頃の世間ってのはもうそういう話が通用するような世情じゃなくなっちまってた。

　大体が、誰かを始末するだけなら刀より銃の方が手軽だし、安価だったしな。

　その頃の俺だったら……ちと銃の相手は辛つらかったか。

　今なら、とも考えるんだが今は今でやっぱり無理かもしれない。

　全盛期だったらばいけたんだろうが、今の俺は老いて衰えた身だ。

　弾の軌き道どうが見えたとしても、そいつを回かい避ひするってのに体がついてこないだろう。

　まぁとにかく、ろくに訓練しなくとも押し当てて引き金を引けば相手が死ぬ道具があるってのに、わざわざ振り回すのに何年も訓練をしないとモノにならないもんの使い方がちっとばかり上手かったからといって、それはすごいですね、の一言で終わるような時代だ。

　俺もそのまま普通に育てば、いずれは別の道に進んで、違ちがった人生を歩むようになっていたのかもしれないんだが、どうにも現実ってのは予想や希望の外をいくらしい。

　十といくつだったか忘れた辺りで、俺はちっとばかりへまをやった。

　簡単に言うと、どうなったところで気にもしないような奴やつを、ちょっとばかり木刀で叩きすぎたってのが始まりだ。

　なんでそうなったのか、なんてことはもう忘れちまったよ。

　なんせ八十年近く昔の話だ。

　覚えてる奴なんているわけもないし、俺も覚えていない。

　たぶん、何か気に食わないことがあって、そいつをどうにかしようとして、それでどうにもならなかったんだろうさ。

　実力行使っていうか、暴力の使用理由なんて、大体そんなもんだろう。

　悪人世に蔓延はびこる、いい奴ほど早く死に、悪い奴ほど生き残って世にのさばるってのがこの世の筋ってもんのはずなのに、そいつはあっさりとお亡くなりになりやがった。

　悪い奴だと思ってたのは俺だけで、実はいい奴だったのか？

　そんなことはどうでもいいんだが、世の中は激動っていう陳ちん腐ぷな二文字で表されるくらいに激しく動き、色々なもんが無くなったり変化していくような時代ではあったんだが、流石さすがに人一人を木刀で殴って二度と動かなくしました、っていう事案をあぁそうですかと流してくれるほどには官憲ってのが寛容にはなってなかったようで、俺は追われる身というやつになりかけた。

　結論から言うと、俺は官憲の捜査の手って奴が伸のびる前に、武者修行とかいう名目でお隣の大陸に流される羽目になる。

　その時の俺の剣けんの師匠っていうのがまた、豪快な人でな。

「官憲ごときに捕まって、その腕うでを錆さびさせるくらいなら隣の大陸でちっとばかり、ほとぼりが冷めるまですごして来い」

　ってな感じで、あれよあれよという間に、俺は大陸行きの貨物船に乗せられて、生まれ育った島国とおさらばするって運びになったわけだ。

　それが可能なくらいには、その頃の官憲ってのは緩かったんだな。

　今は、無理じゃないかな。

　その頃と比べると、色々と便利になったもんだし、俺もよく分からないんだがあっちこっちに誰だれかの目ってのがあるしな。

　色々とやりにくくなったもんだ。

　大陸に渡わたったら渡ったで、一度身に染み付いちまった匂においみたいなもんは取れないらしく、すぐに黒社会っていう所謂いわゆる、裏側の世界に足を踏み入れることになった。

　なんでそうなった、なんて言われると俺もどうしてそうなったのやらよく覚えてないんだが、馬ば鹿か正直に武者修行をやろうとして、いくつかの道場を廃業に追い込んでたら、いくつめかの道場が実は裏社会の組織の表の顔で、そいつを潰つぶしちまったのがきっかけで裏社会の人間から追われるようになって、それでそこの親玉の娘むすめだか孫娘だかとどういうわけだか仲良くなって……あとはなし崩くずし的に取り込まれた、ような気がする。

　俺も若かったから、というかただの考えなしのガキだったからな。

　手当たり次第に斬きって回って、気がついたらそうなってた、という感じだ。

　今にして思えば何をやってんだという赤面ものの過去の話なんだが、世間には「若気の至り」という便利な言葉があるので、俺もそれを使わせてもらうことにする。

　そんなこんなでその組織にわらじを脱ぐことになったわけだが、タダ飯を食くらっているわけにもいかず、俺はその組織の主に荒事に関する仕事を手伝うようになった。

　たぶん、頭のネジが何本かその頃はどこかに吹っ飛んでいたんだろうな。

　今でもそうまともな頭だとは到とう底てい言えないんだが。

　そんなことをしている間に、その黒社会でもってついた渾あだ名なが「剣けん鬼き」ってやつだ。

　大体の奴が拳けん銃じゆうやらなにやらと、物騒な代物を振ふり回している世界を、大陸に流されてくる時に持ってきた刀一本で渡り歩いていたことからついた名前らしく、他人がこいつを使う分には俺も興味がない話だったのでどうでも良かったんだが、あの世界ってのは名前に箔はくがつくと、どうしてもそいつを名乗らなきゃならなくなる時がある。

　はっきり言って、刀一本を手にして銃器を持った数十人に囲まれるよりも、自分でその「剣鬼」って名前を名乗ることの方が何倍も難しかったな。

　それでもまぁその名前を名乗れば、よっぽど腕に自信のある奴以外は自分から逃にげていってくれるくらいの名前ではあったので、恥ずかしささえ我が慢まんできれば、無駄な労力を費やすことなく話が終わることもあったから、多少その名前に恩義を感じないというわけでもない。

　今、そいつを名乗るのは無理だ。

　あの頃は若かったからまだ良かったが、今の俺では恥ずかしさのあまり心臓が止まる自信がある。

　死因が「羞しゆう恥ち」ってなったんじゃ、あの世に俺が送った奴らになんと言い訳していいか分からなくなるからな。

　せめてお前らを殺した俺は、これだけのことをしてきたんだぞと説明して、奴らがそんな奴にやられたんなら仕方ないと諦あきらめられるくらいの俺じゃないと、申し訳なさすぎて死ぬに死にきれん。

　いや、もしかするとばかばかしい死に様の方が、奴らも溜りゆう飲いんを下げるかもしれないが……やはり俺自身がそんな無様な死に方を望みたくない気持ちが強いな。

　黒社会とやらには数年くらい在籍していた。

　抜ぬけた理由は簡単だ。

　俺が厄やつ介かいになっていた組織が、別の組織の手によって潰されてなくなっちまったからだ。

　その頃には俺を組織に引き入れた親玉ってのが死んでいなくなっていて、まぁ寿命ってヤツだよ、随分と自分自身で縮めてたみてぇではあるが。

　それで俺と仲が良くなったその……そいつが組織のボスになっていた。

　俺という存在がいるせいで、武力的には周囲の組織を寄せ付けず、それでそのボスってのは仁義を重んじる奴で、そこそこ周囲の組織とは良好な関係を築いていたんで、組織は安泰かとも思われてたんだが、どうにもそうそう上手うまくはいかなかったらしい。

　これもよくある話で古株の連中が、まだ年若くしかも女性であるボスと、余所よそ者ものだってのに重用されて、ボスと仲のいい俺という存在がどうにも気に食わなかったようだ。

　それで内側からぐずぐずと腐っていくのと同時に周囲の組織に内通があって、気付いたときには逃げようがない包囲網が敷かれ、手勢は俺とボスと、ボスの子飼いの兵隊が少しばかりという状態になっていた。

　そうなる前に手を打たなかった俺やボスの手落ち、と言ってしまえばそれまでなんだが、まぁこれも若気の至りというやつだろう、きっと。

　俺はボスやら兵隊やらに、逃げるように言ったんだが、奴らはどうしても先代から引き継いだ色々なものを捨てて逃げるという選せん択たく肢しを、選ぼうとはしなかった。

　その代わり、余所者であった俺が逃げられるようにと偽造の書類を色々と手配してくれて、自分達たちに付き合う必要はないから、故こ郷きようの島国へと戻れ、と言い出した。

　忠告もしたし、手伝いもしてやった。

　後は筋を通してそこで死ぬっていうのなら、俺が付き合う義理もなかろうと俺はそれらの書類を手にして、故郷である島国へと戻ることになる。

　となっていれば、面めん倒どうも少なかったんだろうがそうはならなかった。

　俺は忘れ物をしていて……大したモノじゃない、ただそこで無くなってしまうには惜しいだろうと思うものをそこへ忘れていたことに気がついて、俺はそこへ戻ったんだ。

　そしてそこで、俺は俺の考え方が遅かったということに気付かされ、そこに転がっているものを見て、嫌というほどにそのことに気付かされて、そしてキレた。

　後は野となれ山となれ、だ。

　手当たり次第に叩き斬り、手の届かない所に居る奴らも引き摺ずり下ろして叩き斬り、見つかっては叩き斬り、見つけては叩き斬った。

　とにかく斬りまくって、あらかた斬り捨てて、手から鉄錆の匂いが消えなくなった頃、ようやく大体のけじめをつけ終えて、俺は島国に戻る。

　どれだけ斬ったかは覚えていない。

　とにかく目標だろうが目標でなかろうが、邪じや魔まする奴らは全て斬った。

　大陸にとて官憲というのはいたんだが、相手が「剣鬼」だと知らされると殉職するか退職するかの二択しかない、とまで言われてたらしいが詳しくは知らない。

　安い給料と自分の命を天秤にかけて、命をとる奴が多かったというのは別に理解ができない話ってわけでもない。

　俺が逆の立場だったら、そうするだろうしな。

　そんなわけで俺は生まれ故郷の島国に、血ち腥なまぐさい匂いと無数の亡霊を引き連れて戻ってくることになったんだが、こんなものはその後に起こった出来事からすれば、なんてことはない小さな出来事でしかなかった。

　そんなことを考えていたら午前中が終わっていた。

　物思いにふけるだけで半日が終わるなんて、俺もどうかしてたらしい。

　歳を食ったせいだなと、反省しつつ意識を周囲に向ければ丁度良くあの家政婦が、お昼ができましたよと呼びに来た。

　お昼ですから軽くしましょうね、等と言いながら家政婦の婆ばばあ……あぁもう面倒だ、その婆が出してきたのは、何故なぜだか大量の冷麦。

　山のように積まれた白い麺を目の前に、黙だまってそいつを眺ながめている俺へ、これくらい食べないと食べた気がしませんからね、こっちもまた色とりどりの、山のような薬味を用意しながらのたまう婆。

　悪気はないんだろうが、俺みたいな爺じじい相手にどんだけ食わせる気なんだと、言いかけた文句も婆の邪じや気きの無さそうな笑えみを見てるとなんとなく霧む散さんしちまって、俺は無言で冷麦を啜すする作業に取り掛かることになった。

　家政婦に雇ったこの婆、気立てと容姿は悪くないんだが、田舎の人間の常なのか、食事を用意するときにどうしても量が異常に多くなる傾向がありやがる。

　特に麺類が出るときってのは、今回のように山のように積みあげることこそ、なによりも正しい行いだと信じている節があった。

　確かに食べている最中はそうでもないと思うもんだが、麺類なんてもんは食べた後に急に腹に重く感じられる食べ物で、案の定食事の直後から胃が重くなってきたもんだから、ちょっとばかり散歩に出てくると、杖を手にして頭に帽子を引っ掛けて、一人で外へ出た。

　腹が一いつ杯ぱいになる、ってのはいいことだ。

　胃がもたれて気持ちが悪い、なんてことが言えるのは、俺からしてみれば随分と贅ぜい沢たくなことが言える世の中になったもんだと思う。

　大陸でやってきたことが、小さなことだと思えるくらいに大きな出来事っていうのが、島国に戻もどってきてから起こりやがった戦争ってやつだ。

　あれはまぁ酷ひどいもんだった。

　そりゃあもう、誰も彼もが駆りだされ、何もかもが注ぎ込まれた。

　もちろん、帰ってきたばかりの俺も、すぐさま外地に兵隊として駆りだされちまった。

　俺みたいな者はまだいい。

　元々、そういうところで生きていたわけだから、それがちっとばかり規模がでかくなったというだけで、それほどそれまでと変化があったわけじゃない。

　だがあれは、そうでない奴らまで区別なく、巻き込む酷い話だった。

　覚かく悟ごのある奴、覚悟のない奴、関係無しに皆みな死んだ。

　まだ毛も生え揃っていないようなガキどもまで戦場に駆りだされたのを見たときには、流石さすがに俺おれもぞっとした。

　同時に、あぁこれはきっとどうしようもなく駄だ目めなことになるんだろうなと思った。

　敵も味方も関係なく、どれだけ死んだのか分からない。

　死にたくない、死にたくないと切々と訴うつたえる奴が、その日の夜にはモノに成り果ててた。

　故郷に帰ったら、こんなことがしたいんですよと笑って語る奴が、次の瞬しゆん間かんには落っこちてきた爆弾の破は片へんに巻き込まれて人の形をしていなかったなんてことはザラだ。

　今でもたまに、耳に残った死人の声で夜中に目を覚ますことがある。

　それくらいに酷い話だった。

　空腹ってのも恐おそろしい。

　本当に、本当に恐ろしい。

　こればっかりはいくら俺が刀の使い方が他の奴らに比べてマシで、色々なもんを斬ってきたといっても、ひもじくてどうしようもないってのをなんとかすることはできないからな。

　そもそも食料自体がどこにもないもんだから俺も何度か、もう駄目かもしれないなと思うことがあった。

　敵と切り結んだり、撃うたれて死ぬってんならまだ諦めもつこうかってもんではあるんだが、腹が空きすぎて死ぬとか、あの世で先に行った奴らになんと説明したらいいもんやらと考えながら一晩を過ごしたこともある。

　そのたびごとに運良くというか運悪くというか、とにかくどうにかこうにか生きながらえて今があるんだが、二度と体験したくない話の一つというやつだな。

　空きっ腹抱かかえてどうにも堪たまらず、腹を抱えて死んだヤツはまだいい。

　空腹感を紛らわそうとして、生水をしこたま飲んだ挙句に上からも下からもいろんなもん吐き出して、のたうちまわって死んだヤツなんか、目も当てられない有様だった。

　なんとなくなんだが、いいヤツから順番に死んでいった気がするな。

　生き残ったのは俺みたいな、生き意地の汚ぇ悪いヤツばっかだ。

　世の中ってのはまぁそんなもんなんだろう。

　そう考えると、そんな話の中をずっと生き残ってきた俺が、俺の人生の中じゃもっとも悪いヤツってことになるんだが、反論はできないよ、好きに言いやがれ。

　そんな、他の奴らからしてみればどうでもいいような、俺自身もどうして今頃になってそんなことを思い出すようになったのかわからない話をつらつらと考え込んでいたら、いつの間にやら足が俺の家からやや遠い所にある繁はん華か街がいへと向いていたらしい。

　らしいというのは、それが軽い衝しよう撃げきと共に随分とダミ声の、誰かの怒声を耳にしたせいだった。

　それで物思いから抜け出して周囲を見回してみれば、どうやらそこが繁華街らしいということに気がついたのだが、ではそれに気がつくちょっと前に感じた衝撃は一体なんだったのであろうかと考えると、その答えは目の前に転がっている。

　結構ガタイのいい、それでいて趣しゆ味みの悪い紫むらさきだの赤だのを基調とした服装の、どこからどう見ても一いつ般ぱん人じんとは思えない三十代そこそこくらいの男が、どうやら俺がぶつかった場所らしい肩を押さえて、痛い痛いと大おお騒さわぎしていたのだ。

　その周囲では、随分と臭い芝居でもってそいつの仲間であろう同じく柄がらの悪い男達が、なにやら口々に喚わめきながらその転がっている男の介抱っぽいことをしているのが見えた。

「おい爺っ！　てめぇどこ見て歩いていやがんだ！」

　その内の一人が、怒声を上げながら近寄ってくるのを俺は醒さめた目つきで眺める。

　大体、九十をいくつか超えて枯れて痩せこけた俺の体にぶつかったくらいで、ガタイのいい中年のおっさんが、痛い痛いと喚き散らすような被ひ害がいを受けるわけがない。

　もし本当にそんな被害を、転がっているおっさんが受けているのだとすれば、悪いがそのおっさんは日常生活にすら支障がでるレベルの虚弱体質のはずで、肩の骨はきっと砂糖細工でできているに違いない。

　そういう類たぐいの言葉を、相手の知能にあわせて、事細かにしっかりと説明してやったのは俺の親切心だったんだが、どうにもその丁てい寧ねいな説明は相手の感情を逆撫でしてしまったようで、転んだ男の介抱をしていた奴らばかりか、転んでいた男までもが顔色を赤く染めて俺を取り囲む、という事態に発展した。

　お前、さっきまで痛いを連呼してたのはどうなりやがったんだと聞きたい気持ちはあったんだが、それよりもなによりも、絡からまれた場所が悪い。

　なにせ繁華街というのは平日の午後で人通りが少ないといっても、やはり人の目がないわけじゃない。

　さらにはこういう場所は常にトラブルが起きることを想定されていやがるもんだから、官憲が駆けつけてくるのが早い上に、ご丁寧に監視カメラまであっちこっちに設置されていやがる。

　下手なことをすれば、こっちがお縄になるような羽目になる反面、こっちが無む抵てい抗こうにやられればたぶん、俺が死ぬ頃にならないと官憲はここへは来ないだろう。

　加害者にとっては妙みように早く、被害者にとっては手遅れにならないと現場に来ないってのが官憲ってやつで、全く何の役にも立ちゃしない。

　そんなことを考えつつ、俺は手にしていた杖で一発強めに道路を突ついた。

　その動作と鳴なり響ひびいた甲かん高だかい音とに男達が一いつ瞬しゆん、身構えて体を硬くしたのを見計らって俺は男達の隙すき間まをすり抜けるようにして奴らの包囲を脱出する。

　その辺のタイミングと呼吸の盗み方は、老いたりとはいってもまだまだその辺のチンピラ如きにどうこうされるような俺ではない。

　後は後ろも見ずに逃げ出すだけ、と思っていたんだが、歳は取りたくないもんで、休み休みに移動する俺を、奴らはさらに加勢を呼んで数の力でもって追い詰つめる。

　全く、わざとじゃないんだから爺と肩がぶつかったくらいでどこまで執念深く追ってくるんだかと呆れちまうことしきりではあったが、奴らも爺一人に脅おどしを入れようとして、それに失敗した挙句に逃げられたとあっちゃ、色々と面子メンツが立たないことがあるのかもしれないと思えば、追ってくる奴らも大変なんだなと思わないでもない。

「おい爺、手こずらせてくれるじゃないかよ！　あぁ!?」

　そんな感じで一ダース近い人数の男達に追いつかれ、結局俺はまた取り囲まれることになってしまった。

「アニキにぶつかって詫びもなく、逃げ出しといてタダで済むとか思ってないだろうな？」

「どうにも代わり映えのしない台詞せりふだな。聞き飽あきる」

　素す直なおな感想を述べてやれば、一瞬きょとんとした表情になったそいつは、すぐに顔色をどす黒い色に近いほど赤く染めて近づいてくると、俺の胸むな元もとへ手を伸ばしてきた。

「胸むな倉ぐらを掴つかむ気か。止めておいた方がいいと思うんだがなぁ」

「うるせぇぞ爺！」

「いやまぁ無理に止めておけとは言わないが」

　男の手が俺の襟首を掴んだ。

　そのまま力任せに吊り上げようとしたのだろうが、俺の襟首を掴んだ男は即そく座ざに手を離はなすと悲鳴を上げながら反対側の手で、襟首を掴んだ方の手首を握にぎり締しめる。

　その男の手には、深々とした裂傷があちこちに走っており、そこからぼたぼたと血が地面へと滴したたり落ちていた。

　それは剃刀かみそりの刃を仕込んだ襟首を、素手でなんの警けい戒かいもなしに力任せに握り締めたのだから仕方のない結果だといえる。

　やめておけ、と警告してやったというのに、人の忠告を素直に聞き入れないからそうなるのだと嘆たん息そくを漏らせば、他の男達が殺気立った。

「おい爺。老い先短い身で、さっさと棺桶に突っ込まれてぇとはいい心がけだな」

「老い先なんていう言葉を知っていたか。いやいや、感心感心」

　心の底からそう思って言ってやったというのに、どうにも俺のこの一言は周囲の男達のお気に召さなかったらしい。

　拳こぶしだけではなく、その手に握られた物の中に警棒やら鉄パイプ、果てはナイフまであるのを見て、近所のことながらどうにも治安の悪いことだと俺は溜ため息いきを漏もらす。

「爺、今ならまだそこに土下座して、助けてくれと頼たのみ込むなら命までは……」

「阿呆。俺が何も考えずにただ逃げて、ただお前らに囲まれたとでも思っているのか？」

　少しばかり声に殺気を乗せて語りかけてやれば、途と端たんに俺を取り囲んでいる男達が挙動不審に周囲を見回したりし始める。

　たぶん、俺が人の目の多いところに逃げ込んで、誰かが通報してくれたりするのを待っているのではないかとでも考えているのだろうが、俺が意図しているのは全く逆の話だ。

　俺にとっては、人の目が少ないか、或いは全くない方が話が進め易い。

　最近はあちこちに、監視カメラがあるせいで下手なことができないというのはつい先さき程ほど考えた通りなんだが、だからといって全すべての道に監視カメラが存在しているわけでもない。

　必ずそれらがフォローしていない空間というのが存在……あぁもう本当のことをいえば、裏から手を回してここは見えないようにしておけ、と俺が指示した場所がいくつか存在するわけなんだが、今回俺が逃げ込んだ場所っていうのがその一つというわけだ。

　周囲に人の目がなく、監視カメラもついていないとなれば、そこで何かが起こっても、やりようによっちゃ誰にも分からないままに始末ができる。

「ただのケンカなら、一発殴らせてから正当防衛って話でも良かったんだがな」

　手にしていた杖の端はしを握り、その付近にある出っ張りを親指で強く押し込めば、カチリと金属の音が鳴り響いて留め金が外れたことを報せてくる。

　そのままゆっくりと引き抜けば、杖の中から現れたのは一ひと振ふりの刃だ。

　ありきたりすぎて申し訳ない気持ちで一杯になるんだが、仕込み杖という奴である。

　白昼堂々と白刃を抜き放った俺に、俺を取り囲んでいた男達が色めき立ったんだが、もう遅おそい。

　抜いたら斬らなきゃ治まらないってのが刀だ。

　だからこそ下手には抜かないし、一いつ旦たん抜いたら血を見ないことには納めるわけにはいかない。

「ケンカを売る相手が悪かったなぁ……まぁ爺一人どうとでもなるだろうって頭だったんだろが」

「てめぇ、そんなもん振り回して……」

「あぁ気にすんな。後で何が起ころうが、どうせお前にゃ関係ない」

　なるたけ凶きよう悪あくに見えるような笑みをそいつらに向けてやれば、遅まきながらにも奴らは自分がこれからどうなるのか、ということに気がついたらしい。

　目に見えて悪くなっていく顔色がそのことを俺に告げてくるのだが、俺としてはこいつらが武器を用意して追いかけてきた時点で見逃す気はなくなっている。

「諦めろ。俺おれから逃げられやしないって」

　そう告げると同時に俺は手にしている白刃で目の前の男の喉元を切きり裂さいた。




　久方ぶりに人を斬った、というのに気分が昂たかぶるようなことはなかった。

　大体、人を斬ったら昂ぶるということ自体がおかしいのかもしれないが、こればかりは人斬りの性さがみたいなもんだから、どうしようもない。

　ただ斬りごたえがない奴らが相手で、ちょっとばかり消化不良ってもんだった。

　こっちが抜いた瞬間に呑のまれて動けなくなるようじゃあ巻き藁斬ってるのと代わりがないからな。

　むしろ、後始末が楽な分、巻き藁の方がいくらかマシだ。

　一人二人くらいの後始末なら、適当にその辺のマンホールを開けて、投げ込んでおけば見つかることもないんだが、これが二桁に届くとなると俺一人じゃどうしようもなくなる。

　下水に放り込んだら下水が詰まりそうだしな。

　そんなわけでここで利用するのが、それ専門の清掃業者だ。

　奴らは電話一本で現れて、周囲をきれいに清掃するとゴミを纏めて清掃車に詰め込み、どこへともなく去っていく仕事人である。

　その作業は素早く丁寧で、しかも口が堅い。

　問題は値段が高いってことなんだが、それはまぁこのご時勢でそんな生業をしているようじゃ仕方がないんだろう。

　そんなことを考えながら家路に就いた俺だったが、あっちこっちと走り回った上に後始末にも時間を食われたせいか、帰宅したのは完全に夜になってしまってからだった。

　家政婦の婆に、帰りが遅いの食事が冷めただのとぐちぐち文句を言われつつ、それでも非はこっちにあるのだからと我慢して聞き流し、食事を済ませると後は風呂に入って寝るばかりだ。

　若い時分なら何かしら楽しむってこともやってなかったわけじゃないんだが、歳を食うとどうしても、寝るより楽はなかりけりってやつになってしまう。

　電気を消し、布団へと潜もぐりこんで目を閉じる前にふと思ってしまった。

　俺はこれまでずっと、そして今日も、ついでにこれからも、本来何事もなければ明日を普ふ通つうに迎えていたであろう奴らの明日を潰して、俺だけが明日を迎えてきた。

　なんてことはない、考える必要も無いただの事実だったんだが、何故だかこの時だけはふとこう考えてしまったんだ。

　俺が、明日を迎えることがなくなるのは、いつになるのだろうかと。

　そしてそれはどのようにして俺にもたらされるのであろうかと。

　本当に、いつもなら絶対に考えないようなこんなことを、今日に限って何故だか考えてしまった。

　戦争が終わってからこっち、未いまだに無くなっていなかった実家の稼業を継いで、剣術道場なんかをやる傍かたわら適当にあちこちに手を出して、なんかよく分からない肩書きなんかをもらうようになったんだが、こんなことを考えたことはついぞなかったように思う。

　歳を食ったせいだろうか、それとも久しぶりに体を動かしたせいだろうか。

　案外、夕食にあの家政婦の婆が嫌いやがらせに入れてきたブロッコリーのせいのような気がしないでもないが、とにかくおかしなことを考えてしまったせいで妙に疲つかれた気がする。

　目を閉じればすぐに眠気がやってきた。

　寝つきがいいってのは特技だな。




　それじゃまぁ、おやすみ。




　翌日、いつまで経っても起きてこない家の主人の様子を見に行った家政婦は、布団の中で息を引き取った主の姿を発見することとなる。

　功刀　蓮弥　享年九十四。

　その葬儀は最期を看取った家政婦と、門下生の一部のみでひっそりと執り行われたという。







あとがき







　初めましての方は初めまして、そうでない方はお久しぶりです。。

　初めての方のために自己紹介を致しますと、私はまいんと申しましてＷｅｂ上の「小説家になろう」にて本作品を連載しております、物書きです。

　今回初めて、物書きであると言い切ってみましたが、どこからともなくやってきそうなツッコミの嵐に、戦々恐々としているのは貴方と私だけの秘密です。

　今、貴方様が手に取られているこの本は十作目の節目に当たる代物です。

　ついに十巻という二桁台へと到達してしまいました。

　しかも、全巻隔月発刊という異様な速度でもってです。

　いいんでしょうか、こんな速度で進んでしまって？

　私には分からないのですが、きっといいからここまで進んでこれたのでしょう。

　願わくば、これからもいいよと言っていただけるといいなーと思っております。




　皆様のご愛顧と、どこかの神様がくれた幸運と、何かの因果からくるご縁と、ホビージャパン様の計らいと、絵師様のがんばりと、爪の先ほどの私の努力により、今回「二度目の人生を異世界で」第十巻刊行の運びとなりました。

　本巻までこの作品を読んでいただき、支持支援してくださいました読者の皆様に溢れんばかりの感謝を今回は強制贈与させて頂きたいと思います。

　尚、受け取り拒否はたぶんできません、諦めてください。

　枕元に得体の知れない何かが立ったら、それが私かもしれません、通報しましょう。




　それにしても十巻です。

　つい二十ヶ月程前には、書籍化自体が壮大なドッキリなのではないかと、怯えていたというのに、気がついてみれば二桁に突入し、書籍を本棚に並べてみれば青い背表紙が幅を取るところまで来てしまいました。

　もはや、何かのウェイトに使えそうな厚さです。

　縛って振り回したらブラックジャック（靴下に砂とか石を詰めて殴るアレです）の代わりとかになるんじゃないでしょうか。

　えー、本は本来の意味で使いましょう、本は武器ではありません。




　さて、今回十巻の節目を迎えるにあたりまして、既にこの本を手に取られた方は目にしていると思うのですが、帯のところに重大な発表が記載されております。

　かなり前から、私があちこちで、したいしたい、してくれなきゃやーだーとダダをこねていたせいではない、と思うのですが、この「二度目の人生を異世界で」がコミカライズされるという運びになったのです。

「え？　遅くね？　十巻までやってようやくなの？」と思った貴方。

　作者がマジ泣きしますので、その言葉は心の奥底にそっとしまい込んでいてください。




　掲載場所はComic Walker様。

　ＫＡＤＯＫＡＷＡ様のマンガがＷｅｂ上で見られるあのＨＰです。

　掲載時期はこれを書いている時点ではまだ知らされていないのですが、きっと本書の帯に記載されていると思いますのでそちらをご確認ください。

　漫画家様は、安房さとる様という方です。

　初めてこのお話を貰った時は、とあるブラウザゲームのとあるキャラをよく描かれている方という説明をされ、そうなのかーくらいの認識だったのですが。

　しばらくして思い出しました。

　あまりに美しい大天狗様と、射○丸を描かれていた方ではなかったか、と。

　その後の作者の醜態はご想像にお任せしますが、今回そのような方にコミカライズを担当して頂けた、というのは本当に幸運であると思う次第です。

　どうぞご期待ください。




　末尾になりますが、いつも通りに。

　ホビージャパンの編集部の皆様、そして校閲の方や営業の方やデザイナーさん。

　毎度毎巻、素晴らしいイラストを描いて頂きましたかぼちゃさんに、常時お世話になっております、担当Ｋさん。

　本当にありがとうございました。

　また、「小説家になろう」にて本作品を読んでくださった方々、並びにいつも感想を書いてくださる方々や誤字脱字の指摘をしてくださる方々。

　それから、ツイッター等でお付き合いさせて頂いてます皆様方。

　そして本作品を手にとって読んでくださった読者の皆様全てに、心よりの感謝を申し上げて結びとしたいと思います。

　またお会いできますように。




まいん
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